
教科書／副教材

ワークシート

４月 22

（知及技）
簡単なきまりやマナーに関

する知識や技能を身に付け
ることができる。【ケ-
(イ)】

（思判表力）

日常生活の簡単なきまりや
マナーが分かり、それらを

守って行動することができ

る。【ケ-(ア)】

（学・人）
簡単なきまりやマナーに

従って行動しようとする。

（知・技）
簡単なきまりやマナーに関

する知識や技能を身に付け
ている。

（思・判・表）
日常生活の簡単なきまりや

マナーが分かり、それらを
守って行動しようとしてい

る。

（主学）

簡単なきまりやマナーに
従って行動しようとしてい

る。

きまり
①自分の物と他者の物

の区別
②学校のきまり

1 物を適切な方法で貸
し借りする。

2 貴重品や書類に触れ
たり、それらを持ち出
したりしない。

3 落とし物を拾ったと
きは、教師に届けた

り、持ち主を探して手
渡したりする。

4 学校等で、必要に応

じて簡単なきまりを相

談してつくる。

5 集会や校外学習等の
時は、集団行動に必要

な決まりを守る。

５月 25

（知及技）

日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べることができ

る。【サ－（イ）】

（思判表力）
日常生活に関わりのある生

命や自然の特徴や変化が分

かり、それらを表現するこ

とができる。【サ－
（ア）】

（学・人）

日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を
持って調べたり、表現しよ

うとしたりして取り組もう
とする。

（知・技）

日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化を理

解している。

（思・判・表）

日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化が分

かり、それらを表現しよう

としている。

（主学）

日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べたり、表現しよ
うとしたりして取り組もう
としている。

生命・自然

①自然との触れ合い
(年間を通して)

②季節の変化と生活

ここからわーく

　基本的生活習慣
　・排泄の方法

　・きれいな体

1 草木や木の実、落ち

葉等を集めたり、形や
色などの特徴をつかん

だり、植物の変化を捉

えたりする。

2 天気予報や台風など

の情報に関心をもつ。
3 正しい排泄方法

4 和式トイレ、洋式ト

イレの使い方

5 手洗いの手順

国「役割をもって伝

えよう」
　「説明文を読も

う」

　「文をかこう」

算「10といくつ」

図「見てみよう」

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連
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単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

年間目標

（知及び技）知識及び技能
活動や体験の課程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、それらの関わりに気付く

とともに、生活に必要な習慣や技能を身に付けるようにする。（３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
自分自身や身の回りの生活のことや、身近な人々、社会及び自然と自分との関わりについて理解し、考えた

ことを表現することができるようにする。（３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
自分のことに取り組んだり、身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり、生

活を豊かにしようとしたりする態度を養う。（３段階）

令和７年　小学部　５年　（Ⅱ課程A）　　生活科　年間指導計画（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

280時間 10



６月 30

（知及技）
安全や防災に関わる知識や
技能を身に付けることがで

きる。【イー（イ）】

（思判表力）
日常生活の安全や防災に関
心をもち、安全な生活をす

るよう心がけることができ
る。【イー（ア）】

（学・人）

安全について考えたり、日
常生活に関連付けて表現し

たりする。

（知・技）
安全や防災に関わる知識や
技能を身に付けている。

（思・判・表）

日常生活の安全や防災に関
心をもち、安全な生活をす
るよう心がけている。

（主学）

安全に気をつけて活動しよ
うとしている。

安全
①危険防止
②交通安全

（年間をとおして）

校外学習

1 危険な場所や状況を
自分から回避したり、
大人に知らせたりす

る。
2 交通信号の見方が分

かり、信号に従う。
3 道路は右側を歩き、
歩道のある場合は、歩

道を歩く。
4 「通行止」「横断禁

止」「危険」などの標
識が分かり、指示を守

る。
5 交通の頻繁な道路で

は遊ばない。
6 交通ルールを守り、

安全に自転車に乗る。

７月 18

（知及技）

手伝いや仕事をするための
知識や技能を身に付けるこ

とができる。【キー
（イ）】

（思判表力）
日常生活の手伝いや仕事を

進んでしようとすることが

できる。【キー（ア）】

（学・人）

日常生活の手伝いや仕事を
進んでしようと取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

する。

（知・技）

手伝いや仕事をするための
知識や技能を身に付けてい

る。

（思・判・表）

日常生活の手伝いや仕事を
進んでしようと取り組んで

いる。

（主学）

日常生活の手伝いや仕事を

進んでしようと取り組んだ
り、生活を豊かにしようと

している。

手伝い・仕事

①手伝い
②整理整頓

③戸締り
(年間を通して)

1 自分から調理や製作

などの様々な手伝いを
する。

2 仕事に使う道具や器
具に慣れる。
3 道具や器具を大切に

扱う。
4 調理や製作の手伝い

をする。

5 他の教室などへ伝言

に行く。

6 掃除用具、運動用

具、図書等の整理整頓
をする。

7 教室や特別教室の椅

子や机の整頓をする。

8 窓の開閉、戸締まり

等をする。

国「役割をもって伝

えよう」
算「10といくつ」

９月 28

（知及技）
安全や防災に関わる知識や

技能を身に付けることがで

きる。【イー（イ）】

（思判表力）

日常生活の安全や防災に関

心をもち、安全な生活をす
るよう心がけることができ

る。【イー（ア）】

（学・人）
安全について考えたり、日
常生活に関連付けて表現し

たりする。

（知・技）
安全や防災に関わる知識や

技能を身に付けている。

（思・判・表）

日常生活の安全や防災に関

心をもち、安全な生活をす

るよう心がけている。

（主学）

安全に気をつけて活動しよ
うとしている。

安全
①避難訓練

②防災

（年間を通して）

1 避難のときは、進ん
で教師の指示に従う。

2 火災時と地震時の避

難の仕方が分かり、適

切に行動する。

3 火災や地震等の災害

に気付き、その場の状

況をとらえて適切に行
動しようとする。

4 地域の安全な場所が

分かり、緊急時に移動
する。

国「役割をもって伝
えよう」

算「10といくつ」
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１０月 30

（知及技）
日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べることができ
る。【サ－（イ）】

（思判表力）
日常生活に関わりのある生

命や自然の特徴や変化が分
かり、それらを表現するこ

とができる。【サ－
（ア）】

（学・人）

日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べたり、表現しよ
うとしたりして取り組もう
とする。

（知・技）
日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化を理

解している。

（思・判・表）
日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化が分

かり、それらを表現しよう
としている。

（主学）

日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べたり、表現しよ
うとしたりして取り組もう

としている。

生命・自然
①動物の飼育・植物の
栽培

(年間を通して)

校外学習

1身近な昆虫や魚、小鳥
等を観察したり、飼育
したりする。

2 草花や野菜等を栽培
し、観察する。

3 飼育や栽培では、タ
ブレット端末等の情報
機器を効果的に活用

し、特徴や変化に関心
をもって観察する。

国「役割をもって伝
えよう」
　「説明文を読も

う」
　「文をかこう」

算「10といくつ」
図「見てみよう」

１１月 30

（知及技）

簡単なきまりやマナーに関
する知識や技能を身に付け

ることができる。【ケ-
(イ)】

（思判表力）

日常生活の簡単なきまりや

マナーが分かり、それらを

守って行動することができ
る。【ケ-(ア)】

（学・人）

簡単なきまりやマナーに

従って行動しようとする。

（知・技）

簡単なきまりやマナーに関
する知識や技能を身に付け

ている。

（思・判・表）

日常生活の簡単なきまりや

マナーが分かり、それらを

守って行動しようとしてい

る。

（主学）

簡単なきまりやマナーに

従って行動しようとしてい

る。

きまり

①日常生活のきまり
②マナー

校外学習

1 公園や図書館等の決

まりを守る。
2 火災報知器や消化器

等の非常用設備の使用
法について、およそを
理解する。

3 公共交通機関や病

院、図書館等で静かに

行動したり過ごしたり

するなど、公共の場に
おけるマナーを身に付

ける。

１２月 22

（知及技）

身近な人との簡単な応対な

どをするための知識や技能
を身に付けることができ

る。【オ–（イ）】

（思判表力）

身近な人と自分との関わり
が分かり、簡単な応対など
をしようとすることができ

る。【オ–（ア）】

（学・人）
自主的に挨拶や関わりを持

とうと取り組もうとする。

（知・技）

身近な人との簡単な応対の

仕方を理解している。

（思・判・表）

自分との関わりが分かり、

簡単な応対などをしようと

している。

（主学）
自主的に挨拶や関わりを持

とうと取り組もうとしてい

る。

人との関わり

①自分自身と家族

②身近な人との関わり
(年間を通して)

ここからわーく

基本的生活習慣

①排泄の方法

②きれいな体

1簡単な自己紹介をす

る。

2自分の住所を言う。
3自分の家の電話番号を

言う。

4 身近な人に簡単な日

常のあいさつをする。

5 見たこと、聞いたこ

と、遊んだことを教師
や友達と話し合う。
6 学用品などを忘れて

困っている友達に、自

分の物を貸す。
7 友達のあやまちをむ
やみにとがめない。
8 友達との約束を守

る。
9 年賀状や礼状等の手

紙を出す。
10 正しい排泄方法
11 入浴の方法（体の洗

い方）

国「電話の相手と話

をしよう」
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１月 25

（知及技）
日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べることができ
る。【サ－（イ）】

（思判表力）
日常生活に関わりのある生

命や自然の特徴や変化が分
かり、それらを表現するこ

とができる。【サ－
（ア）】

（学・人）

日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べたり、表現しよ
うとしたりして取り組もう
とする。

（知・技）
日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化を理

解している。

（思・判・表）
日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化が分

かり、それらを表現しよう
としている。

（主学）

日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べたり、表現しよ
うとしたりして取り組もう

としている。

生命・自然
①季節の変化と生活
(年間を通して)

1 太陽の出没の方角や
月の満ち欠け等を観察
する。

2 四季の変化に関心を
もつ。

3 天気予報に関心をも
つ。
4 季節と行事の関係に

関心をもつ。

国「役割をもって伝
えよう」
　「説明文を読も

う」
　「文をかこう」

算「10といくつ」
図「見てみよう」

２月 30

（知及技）
手伝いや仕事をするための

知識や技能を身に付けるこ
とができる。【キー
（イ）】

（思判表力）

日常生活の手伝いや仕事を
進んでしようとすることが

できる。【キー（ア）】

（学・人）

日常生活の手伝いや仕事を
進んでしようと取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

したりする。

（知・技）
手伝いや仕事をするための

知識や技能を身に付けてい
る。

（思・判・表）

日常生活の手伝いや仕事を
進んでしようと取り組んで

いる。

（主学）

日常生活の手伝いや仕事を
進んでしようと取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

している。

手伝い・仕事
①そうじ

②後片付け
(年間を通して)

校外学習

1  場所に適した掃除用
具等を選択し、 決めら

れた場所の掃除をす
る。
2 自分から決められた

場所に道具等を片付け

る。

3 手伝いや仕事の終了
時に報告をする。

国「役割をもって伝
えよう」

算「10といくつ」

３月 20

（知及技）

身近な人との簡単な応対な

どをするための知識や技能

を身に付けることができ

る。【オ–（イ）】

（思判表力）
身近な人と自分との関わり

が分かり、簡単な応対など

をしようとすることができ

る。【オ–（ア）】

（学・人）
多くの人たちとの関わりの

中で、人との応対の仕方を
学習し、主体的に適切な関
わりをもとうとする。

（知・技）

身近な人との簡単な応対の

仕方を理解している。

（思・判・表）

自分との関わりが分かり、
簡単な応対などをしようと
している。

（主学）

多くの人たちとの関わりの
中で、人との応対の仕方を
学習し、主体的に適切な関

わろうとしている。

人との関わり

①電話や来客の取次ぎ

②気持ちを伝える応対

(年間を通して)

1　電話や来訪があった

ときは適切に取り次ぎ

をする。

2 「ありがとう」「ご

めんなさい」を適切に

言う。

国「電話の相手と話

をしよう」

・三観点の確認　・授業に対する取組姿勢　・課題の処理意欲・態度　・理解度・習得度
・ポートフォリオ ・行動観察　・その他教科に応じた評価方法

評価方法

留意点

引継等

3

学

期



教科書／副教材

こくご☆☆☆

４月 15

（知及技）姿勢や口形に気を

付けて話すことができる。

（３段階ア-（イ））

正しい姿勢で音読することが

できる。（３段階アー

（イ））

（思判表力）相手に伝わるよ

うに発音や声の大きさ、速さ

に気を付けて話したり、必要

な話し方を工夫することがで

きる。（３段階A-エ）

相手に伝わるよう、発音や声

の大きさに気を付けて表現す

ることができる。（３段階A-

オ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）姿勢や口形に気を

付けて話そうとしている。

正しい姿勢で音読しようとし

ている。

（思・判・表）相手に伝わる

ように発音や声の大きさ、速

さに気を付けて話したり、必

要な話し方を工夫しようとし

ている。

相手に伝わるよう、発音や声

の大きさに気を付けて表現し

ようとしている。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする態度

を養おうとしている。

役割をもって伝えよう

・かんげいかい

・歓迎会をすすめるにあ

たって必要な事柄を話し

合う。

・役割に応じて話す順番

などを検討し、相手への

伝わりやすさを意識して

声の大きさに気をつけて

話す。

生活

｢生き物や自然の特徴

を知ろう｣

算数

｢10といくつ｣

音楽

｢盛り上がりを感じて

歌おう｣

特別の教科　道徳

｢挨拶の相手｣

特別活動

｢学年・学級開き｣

５月 17

（知及技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

（３段階ア－（ウ））

（思判表力）絵本や易しい読

み物などを読み、時間的な順

序など内容の大体を捉えるこ

とができる。（３段階Ｃ－

イ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

（思・判・表）絵本や易しい

読み物などを読み、時間的な

順序など内容の大体を捉えて

いる。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする態度

を養おうとしている。

説明文を読もう

・のりもの

・花

・ものの状態や様子等を

短く説明した文章を読

む。

・促音、長音、拗音を含

む平仮名の読み方や簡単

な漢字の読み方などを確

認し、本文の文字を追っ

て読む。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢安全について考えて

みよう｣

算数

｢足し算｣

特別の教科　道徳

｢周囲への感謝｣

特別活動

｢児童集会のビデオを

作ろう｣

６月 20

（知及技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

（３段階ア－（ウ））

昔話や神話・伝承などの読み

聞かせを聞き、言葉の響きや

リズムに気付くことができ

る。（３段階ウ－（ア））

（思判表力）相手に伝わるよ

う、発音や声の大きさに気を

付けることができる。（３段

階Ａ－オ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

昔話や神話・伝承などの読み

聞かせを聞き、言葉の響きや

リズムに気付こうとしてい

る。

（思・判・表）相手に伝わる

よう、発音や声の大きさに気

を付けようとしている。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする態度

を養おうとしている。

・リズムに親しもう

わらべうた

・長音、促音を読んでみ

よう

ひらがなをよもう

・リズや言葉の響きを楽

しみながらわらべ歌遊び

をする。

・挿し絵を平仮名をカー

ドにしてかるた取りをす

るなどして平仮名に親し

むことができるようにす

る。

・日常生活でよく使う長

音、促音などが含まれた

語句を繰り返し読む。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢地域について調べよ

う｣

特別の教科　道徳

｢分け隔てなく｣

特別活動

｢お楽しみ会を計画し

よう｣

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数

単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
日常生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に触れ、親しむことができ

る。（小知的３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
出来事の順序を思い出す力や感じたり想像したりする力を養い、日常生活における人との関わりの中で伝え

合う力を身に付け、思い付いたり考えたりすることができるようにする。（小知的３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
言葉がもつよさを感じるとともに、図書に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止めたりしようとする態度を

養う。（小知的３段階）

令和7年　小学部　５年　（Ⅱ課程A）　　国語科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

175 10名



７月 10

（知及技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

（３段階アー（ウ））

(思判表力）日常生活で必要な

語句や文、看板などを読み、

必要な物を選んだり行動した

りしようとすることができ

る。（３段階Ｃ－ウ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方に気付く。

(思・判・表）日常生活で必要

な語句や文、看板などを読

み、必要な物を選んだり行動

したりしようとする。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとしてい

る。

・標識を読んでみよう

かんばんをよもう

・学校の中にある生活に

必要なきまりを探し、文

字、記号、絵から生活環

境に合わせ、どのような

行動が求められているか

考える。

・きまりに沿って実際行

動してみる。

生活

｢地域について調べよ

う｣

算数

｢くらべてみよう｣

体育

｢エイズについて｣

特別の教科　道徳

｢国やふるさとのよさ｣

特別活動

｢お楽しみ会を計画し

よう｣

９月 18

（知及技）言葉には意味によ

る語句のまとまりがあること

に気付く。（３段階ア－

（エ））

姿勢や筆記用具の持ち方を正

しくし、平仮名の文字の形に

注意しながら丁寧に書くこと

ができる。（３段階ア－

（ウ））

日常生活でよく使う促音、長

音などが含まれた語句、平仮

名の正しい読み方がわかる。

（３段階ウ－（ウ）㋑）

（思判表力）書いた語句や文

を読み、間違いに気付くこと

ができる。（３段階Ｂ－エ）

(学・人)言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）言葉には意味によ

る語句のまとまりがあること

に気付こうとしている。

姿勢や筆記用具の持ち方を正

しくし、平仮名の文字の形に

注意しながら丁寧に書こうと

している。

日常生活でよく使う促音、長

音などが含まれた語句、平仮

名の正しい読み方がわかる。

（思・判・表）書いた語句や

文を読み、間違いに気付こう

としている。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとしてい

る。

書いてみよう

・ひらがなをかこう

・五十音一覧表から読み

と対応する平仮名を探し

たり、平仮名カードを並

べたりして単語を構成す

る。

・書くときの姿勢、筆記

用具の持ち方を正しく

し、平仮名の文字の形に

注意しながら丁寧に書

く。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢生き物や自然の特徴

を知ろう｣

算数

｢位置を表す言葉｣

音楽

｢季節の歌を歌おう｣

図画工作

｢描いてみよう｣

特別の教科　道徳

｢よさを伸ばす｣

１０月 20

（知及技）

身近な人との会話や読みかせ

を通して、言葉には物事の内

容を表す働きがあることに気

付く。（３段階ア－（ア））

姿勢や口形に気を付けて話す

ことができる。（３段階アー

（イ））

（思判表力）経験したことを

思い浮かべ、伝えたいことを

考えることができる。（３段

階Ａ－イ）

相手の話に関心を持ち、自分

の思いや考えを伝えたり、相

手の思いや考えを受け止めた

りすることができる。（３段

階Ａ－カ）

(学・人)言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。（3

段階）

（知・技）身近な人との会話

や読みかせを通して、言葉に

は物事の内容を表す働きがあ

ることに気付こうとしてい

る。

姿勢や口形に気を付けて話そ

うとしている。

（思判表力）経験したことを

思い浮かべ、伝えたいことを

考えようとしている。

相手の話に関心を持ち、自分

の思いや考えを伝えたり、相

手の思いや考えを受け止めた

りしようとしている。

(主学)言葉がもつよさを感じ

るとともに、図書に親しみ、

思いや考えを伝えたり受け止

めたりしようとしている。

話し合いをしよう

・たのしかったえんそく

・体験したことを振り返

り、思い浮かべたことを

言葉や身振り等で表現し

たり発表したりする。

生活

｢生き物や自然の特徴

を知ろう｣

算数

｢位置を表す言葉｣

音楽

｢季節の歌を歌おう｣

図画工作

｢描いてみよう｣

特別の教科　道徳

｢よさを伸ばす｣

１１月 20

（知及技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、片仮名の正しい読み方

がわかる。（３段階ア－

（エ））

（思判表力）日常生活で必要

な語句や文、看板などを読

み、必要な物を選んだり行動

したりすることができる。

（３段階Ｃ－ウ）

(学・人)言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。（3

段階）

（知及技）教師の支援を受け

ながら日常生活でよく使う促

音、長音などが含まれた語

句、平仮名、片仮名、漢字の

正しい読み方がわかる。

（思・判・表）日常生活で必

要な語句や文、看板などを読

み、必要な物を選んだり行動

したりしようとしている。

(主学)言葉がもつよさを感じ

るとともに、図書に親しみ、

思いや考えを伝えたり受け止

めたりしようとしている。

・家の中でカタカナを探

してみよう

かたかなをよもう、

かたかなをさがそう

・片仮名で書く語の種類

を知り、身の回りにある

片仮名で表記されるもの

を思い出し、発表する

生活

｢生き物や自然の特徴

を知ろう｣

算数

｢形をつくろう｣

図画工作

｢描いてみよう｣

1

学

期

2

学

期



１２月 15

（知及技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

（３段階アー（ウ））

（思判表力）日常生活で必要

な語句や文、看板などを読

み、必要な物を選んだり行動

したりすることができる。

（３段階Ｃ－ウ）

(学・人)言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。（3

段階）

（知・技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

（思・判・表）日常生活で必

要な語句や文、看板などを読

み、必要な物を選んだり行動

したりしようとしている。

(主学)言葉がもつよさを感じ

るとともに、図書に親しみ、

思いや考えを伝えたり受け止

めたりしようとしている。

お店の人に聞いてみよう

・かいもの

「展示祭」に向けて

・買い物をする場面を想

起し、挿し絵などを見な

がらロールプレイングし

て、相手に伝わりやすい

話し方やメモを活用した

受け答えをする。

生活

｢お金の使い方を考え

よう｣

算数

｢かいものをしましょ

う｣

特別の教科　道徳

｢物を大切に｣

特別活動

｢２学期頑張った会｣

１月 10

（知・技）文の中における主

語と述語との関係や助詞の使

い方により、意味が変わるこ

とがわかる。（３段階ア-(ｵ))

いろいろな語句や文の表現に

触れながら出来事や経験した

ことを伝え合うことができ

る。（３段階ウ-（イ））

（思・判・表）見聞きした

り、経験したりしたことにつ

いて、簡単な語句や短い文を

書こうとすることができる。

（３段階Ｂ－ウ）

書いた語句や文を読み、間違

いに気づき、正しい表現をす

ることができる。（３段階Ｂ-

エ）

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）文の中における主

語と述語との関係や助詞の使

い方により、意味が変わるこ

とに気付く。

いろいろな語句や文の表現に

触れながら出来事や経験した

ことを伝え合おうとしてい

る。

（思・判・表）見聞きした

り、経験したりしたことにつ

いて、簡単な語句や短い文を

書こうとする。

書いた語句や文を読み、間違

いに気づく。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとしてい

る。

文をかこう

・３語文を作ってみよう

「展示祭」に向けて

・身近な事柄を表す絵や

写真も見ながら、文節ご

とに区切ったカードを並

べかえたり完成した文を

見本に書いたりする。

・２語、３語で構成する

文を題材に主語や助詞を

使いながら正しい姿勢で

書くことに慣れる。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢地域について調べよ

う｣

算数

｢くらべてみよう｣

体育

｢エイズについて｣

特別の教科　道徳

｢国やふるさとのよさ｣

特別活動

｢お楽しみ会を計画し

よう｣

２月 20

（知及技）昔話や神話・伝承

などの読み聞かせを聞き、言

葉の響きやリズムがわかる。

（３段階ウ－（ア））

（思判表力）絵本の読み聞か

せなどを通して、出来事など

話の大体を聞き取ろうとする

ことができる。（３段階Ａ－

ア）

絵本や易しい読み物などを読

み、挿絵と結び付けて登場人

物の行動や場面の様子などを

想像することができる。（３

段階Ｃ－ア）

絵本や易しい読み物などを読

み、時間的な順序など内容の

大体を捉えることができる。

（３段階Ｃ－イ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）昔話や神話・伝承

などの読み聞かせを聞き、言

葉の響きやリズムに気付く。

（思・判・表）絵本の読み聞

かせなどを通して、出来事な

ど話の大体を聞き取ろうとし

ている。

絵本や易しい読み物などを読

み、挿絵と結び付けて登場人

物の行動や場面の様子などを

想像している。

絵本や易しい読み物などを読

み、時間的な順序など内容の

大体を捉えている。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとしてい

る。

・昔話

おじいさんとねずみのは

なし

・教師の読み聞かせを聞

いたり挿し絵を見たりし

ながら、昔話のフレーズ

を真似したり、音読を発

表したりする。

算数

｢しらべよう｣

特別の教科　道徳

｢よいことをすすんで｣

特別活動

｢学年紹介｣

３月 10

（知及技）物事の始めと終わ

りなど、情報と情報との関係

について理解することができ

る。（３段階イ-（ア））

（思判表力）登場人物になっ

たつもりで、音読したり演じ

たりすることができる。（３

段階C-エ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、読み聞かせ

に親しみ、言葉でのやり取り

を聞いたり伝えたりする。

（３段階）

（知及技）物事の始めと終わ

りなど、情報と情報との関係

について理解しようとする。

（思判表力）

登場人物になったつもりで、

音読したり演じようとする。

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとと もに，読み聞かせ

に親しみ，言葉でのやり取り

を聞いたり伝えたりする態度

を養おうとしている。

げきをしよう

・ペプサートをつくろう

・自分に必要な道具をそ

ろえて、お話をイメージ

しながらペプサートを作

成し、登場人物になった

つもりで相手に伝わるよ

うに演じる。

生活

｢地域について調べよ

う｣

算数

｢絵や表にして計算し

よう｣

音楽

｢ドレミファソの音で

遊ぼう｣

図画工作

｢作ってみよう｣

外国語活動

｢きみはだれ？｣

特別の教科　道徳

｢自然に親しむ｣

評価方法

2

学

期

3

学

期

留意点
引き継ぎ等

・三観点の確認　・授業に対する取組姿勢　・課題の処理意欲・態度　・理解度・習得度
・ポートフォリオ ・行動観察　・その他教科に応じた評価方法



教科書／副教材

さんすう☆☆☆

４月 9

（知及技）20までの数につい

て、数唱を唱えたり、個数を数

えたり書き表したり、数の大小

を比べたりすることができる。

（Aア（ア）ア）

・数を10のまとまりとして数え

たり、10のまとまりと端数に分

けて数えたり書き表したりする

ことができる。（Aア（ア）エ）

（思判表力）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさ

の比べ方、表し方について考

え、学習や生活で生かすことが

できる。（Aア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き関心や興味を持ってい

る。関心や興味を示さなくても

課題に取り組むことができる。

（知・技）20までの数について、

数唱を唱えたり、個数を数えたり

書き表したり、数の大小を比べた

りしている。

・数を10のまとまりとして数えた

り、10のまとまりと端数に分けて

数えたり書き表したりしている。

（思・判・表）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさの

比べ方、表し方について考え、学

習や生活で生かしている。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

☆☆☆本P5

・10より大きいかず

（スーパーマーケット）

☆☆☆本P6

・10より大きいかず（10

といくつ①）

☆☆☆本P7

・10より大きいかず（10

といくつ②）

☆☆☆本P8

・10より大きいかず（か

ずをかきましょう）

☆☆☆本P10

・20までのかずの大小

（どちらが　おおいで

しょう）

☆☆☆本P12

・20までのかずの大小

（かずの大きいほうに○

をつけましょう）

☆☆☆本P13

・20までのかずの大小

（かずのおおいいほうに

○をつけましょう）

☆☆☆本P14

・20までのかずの大小

（どちらのかずが大きい

でしょう）

・具体物を使って、11から20ま

での数を数える。

　・①では12個のみかんを10の

まとまりが１つと残りが２個に

分け、「10こと２こ」と言う。

10をひとまとまりと捉える学習

を行う。

・②では立方体の積み木を使い

「じゅう」と「に」で「じゅう

に」と言えるようにする。なぞ

り書きをする。

・ばらばらになった具体物の数

を読み、書く。

・どちらが多いかを直接比べる

ために、半具体物を並べて比べ

る。「10といくつ」の「いく

つ」の部分を表す数字を比べ

て、大小の判断ができるように

する。

・ドットが書かれた２枚の数

カードの多い少ないを比較す

る。

・具体物の数を数え、数の多い

方を選ぶ。

・数字同士で数の大小を比較す

る。

５月 14

（知及技）100までの数につい

て、数唱を唱えたり、個数を数

えたり書き表したり、数の系列

を理解したりすることができ

る。（Aア（ア）イ）

・数を10のまとまりとして数え

たり、10のまとまりと端数に分

けて数えたり書き表したりする

ことができる。（Aア（ア）エ）

（思判表力）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさ

の比べ方、表し方について考

え、学習や生活で生かすことが

できる。（Aア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き関心や興味を持ってい

る。関心や興味を示さなくても

課題に取り組むことができる。

（知・技）100までの数について、

数唱を唱えたり、個数を数えたり

書き表したり、数の系列を理解し

たりしている。

・数を10のまとまりとして数えた

り、10のまとまりと端数に分けて

数えたり書き表したりしている。

（思・判・表）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさの

比べ方、表し方について考え、学

習や生活で生かしている。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

☆☆☆本P16

・おおきなかずのかきか

た①

☆☆☆本P17

・おおきなかずのかきか

た②

☆☆本P18

・じゅんばんにならべま

しょう（10よりちいさい

かず、大きいかず）

☆☆☆本P19

・じゅんばんにならべま

しょう（どんなかずが

はいるでしょう）

☆☆☆本P20

・じゅんばんにならべま

しょう（うらがえした

カードはいくつでしょ

う）

・①では、10のまとまりにする

ことで、数えやすくなること、

品物によって「個」「本」

「枚」等のように呼称が変わる

ことを学習する。「ろくじゅう

よん」の読み方や書き方を学習

する。

・②では、位取り板を使用し

て、十進法位取り記数法につい

て学習する。「十のへや」に入

ると、まとまりとして１になる

のだということを学習する。

・10より小さい数と大きい数に

分類してから順序正しく並べ

る。20を中心とした数の系列や

数唱も扱う。

・カレンダーの抜けている数字

について考える。揃えてから１

から30までの数唱をする。

・100までのカードを教科書のよ

うに適宜裏返して並べる。裏

返ったカードが何か考え、揃っ

たら順唱、逆唱する。

月
時

数

日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などに気付き感じ取る力、

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり柔軟に表したりする力を養う。（小知的3段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性等
数学的活動の楽しさに気付き、関心や興味をもち、学習したことを結び付けてよりよく問題を解決しようとする態

度、算数で学んだことを学習や生活に活用しようとする態度を養う。（小知的１～３段階）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などに気付き理解するとともに、日常の事象を数量や図形に

注目して処理する技能を身に付けるようにする。（小知的3段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点他教

科との関連

1

学

期

日
単元・題材目標
（三つの柱）

令和7年度　　　小学部　5年　（Ⅱ課程Ａ）　　算数科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

１４０時間 10名



６月 17

（知及技）

・数える対象を2ずつ5ずつのま

とまりで数えることができる。

（Aア（ア）ウ）

・数を10のまとまりとして数え

たり、10のまとまりと端数に分

けて数えたり書き表したりする

ことができる。（Aア（ア）エ）

（思判表力）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさ

の比べ方、表し方について考

え、学習や生活で生かすことが

できる。（Aア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き関心や興味を持ってい

る。関心や興味を示さなくても

課題に取り組むことができる。

（知・技）数える対象を2ずつ5ず

つのまとまりで数えている

・数を10のまとまりとして数えた

り、10のまとまりと端数に分けて

数えたり書き表したりしている。

（思・判・表）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさの

比べ方、表し方について考え、学

習や生活で生かしている。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

☆☆☆本P22

・まとめてかぞえましょ

う（2ずつかぞえましょ

う）

☆☆☆本P25

・まとめてかぞえましょ

う（5ずつかぞえましょ

う）

☆☆☆本P26

・10のまとまり（いろい

ろな10）

☆☆☆本P28

・10のまとまり（10ずつ

かぞえましょう）

・２飛びの数唱をしたり、数え

る対象を２ずつのまとまりで数

える。２こずつのまとまりで数

えると手際よく数えられること

を学習する。

・５飛びの数唱をしたり、数え

る対象を５ずつのまとまりで数

える。５こずつのまとまりで数

えると手際よく数えられること

を学習する。５のまとまりにな

らない物も用意し、５飛びでは

数えられないことがあることに

も気付かせるようにする。

・10を一つのまとまりとして意

識し10のまとまりの物を数え

る。

・10ずつ数えていくことや数え

方に慣れる。

7月 9

（知及技）具体物を分配したり

等分したりすることができる。

（Aア（ア）オ）

（思判表力）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさ

の比べ方、表し方について考

え、学習や生活で生かすことが

できる。（Aア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き関心や興味を持ってい

る。関心や興味を示さなくても

課題に取り組むことができる。

（知・技）具体物を分配したり等

分したりしている。

（思・判・表）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさの

比べ方、表し方について考え、学

習や生活で生かしている。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

☆☆☆本P29

・おなじかずにわけま

しょう（ふたりでわけま

しょう）

☆☆☆本P30

・おなじかずにわけま

しょう（おなじかずにぜ

んぶわけましょう①）

☆☆☆本P31

・おなじかずにわけま

しょう（おなじかずにぜ

んぶわけましょう②）

・二人に一つずつ花が無くなる

まで分ける。いくつずつ分けら

れたか数を数え、結果的に２等

分したことがわかるようにす

る。

　

・４人に８個のクッキーを一つ

ずつ分ける。結果的に４等分し

たことがわかるようにする。

・母親を含む４人で１枚のピザ

を分ける。どのように切り分け

たら良いかを考え、分けられる

ようにする。

　

９月 15

（知及技）ものの形に着目し、

身の回りにあるものの特徴を捉

えることができる。（Ｂア

（ア）ア㋐ ）

・具体物を用いて形を作ったり

分解したりすることができる。

（Ｂア（ア）ア㋑ ）

・前後、左右、上下など方向や

位置に関する言葉を用いて、も

のの位置を表すことができる。

（Ｂア（ア）ア㋒ ）

（思判表力）身の回りにあるも

のから、いろいろな形を見付け

たり、具体物を用いて形を作っ

たり分解したりすることができ

る。（Ｂア（イ）㋐ ）

・身の回りにあるものの形を図

形として捉えることができる。

（Ｂア（イ）㋑ ）

・身の回りにあるものの形の観

察などをして、ものの形を認識

したり、形の特徴を捉えたりす

ることができる。（Ｂア（イ）

㋒ ）

（学・人）物の前後を理解する

ことで、日常的に着替え等に取

り組むことができる。

（知・技）ものの形に着目し、身

の回りにあるものの特徴を捉えて

いる。

・具体物を用いて形を作ったり分

解したりしている。

・前後、左右、上下など方向や位

置に関する言葉を用いて、ものの

位置を表している。

（思・判・表）身の回りにあるも

のから、いろいろな形を見付けた

り、具体物を用いて形を作ったり

分解したり工夫している。

・身の回りにあるものの形を図形

として考えている。

・身の回りにあるものの形の観察

などをして、ものの形を認識した

り、形の特徴を考えている。

（主学）物の前後を理解すること

で、日常的に着替え等に取り組ん

でいる。

○形をつくろう

☆☆☆本P50

・かたちあそび

☆☆☆本P51

・いろいろなかたち（し

かくをつくってみましょ

う）①

☆☆☆本P53

・いろいろなかたち（さ

んかくをつくってみま

しょう）

○位置を表す言葉

☆☆☆本P56～57

・まえとうしろ①

・積み木などの立体物を使用し

て、高さを競うゲームを行う。

・教科書を参考に、身近なお菓

子の箱などを使用し、面の形を

写し取りながら、絵を描く。

・マグネットバーや割り箸な

ど、曲がらない棒４本で四角作

りを行う。

・四角を分解したり組み立てた

りすることで、四角が４辺で構

成されていることを体験を持っ

て感じられるようにする。

・マグネットバーや割り箸な

ど、曲がらない棒３本で三角作

りを行う。

・様々な長さの棒を用意し、い

ろんな形の三角を作る。

・児童の普段着ている衣服など

を使用し、衣服の着脱のロール

プレイなどを行う。

1

学

期

2

学

期



１０月 16

（知及技）ものの形に着目し、

身の回りにあるものの特徴を捉

えることができる。（Ｂア

（ア）ア㋐ ）

・具体物を用いて形を作ったり

分解したりすることができる。

（Ｂア（ア）ア㋑ ）

・前後、左右、上下などの方向

や位置に関する言葉を用いて、

ものの位置を表すことができ

る。（Ｂア（ア）ア ）

・傾斜をつくると角ができるこ

とを理解すること。（Ｂイ

（ア）ア㋐ ）

（思判表力）身の回りにあるも

のから、いろいろな形を見付け

たり、具体物を用いて形を作っ

たり分解したりすることができ

る。（Ｂア（イ）㋐ ）

・身の回りにあるものの形の観

察などをして、ものの形を認識

したり、形の特徴を捉えたりす

ることができる。（Ｂア（イ）

㋒ ）

・傾斜が変化したときの斜面と

底面の作り出す開き具合につい

て、大きい・小さいと表現する

ことができる。（Ｂイ（イ）㋐

）

（学・人）傾斜と角の関係に関

心をもち、いろいろな坂道を作

ることができる。

（知・技）ものの形に着目し、身

の回りにあるものの特徴を捉えて

いる。

・具体物を用いて形を作ったり分

解したりしている。

・前後、左右、上下などの方向や

位置に関する言葉を用いて、もの

の位置を表している。

・傾斜をつくると角ができること

を理解している。

（思・判・表）身の回りにあるも

のから、いろいろな形を見付けた

り、具体物を用いて形を作ったり

分解したりしている。

・身の回りにあるものの形の観察

などをして、ものの形を認識した

り、形の特徴を捉えたりしてい

る。

・傾斜が変化したときの斜面と底

面の作り出す開き具合について、

大きい・小さいと表現している。

（主学）傾斜と角の関係に関心を

もち、いろいろな坂道を作ろうと

取り組んでいる。

○位置を表す言葉

☆☆☆本P６０～６１

・上と下

☆☆☆本P６４

・右、左

☆☆☆本P６５

・かどをさがしましょう

○坂道をつくろう

☆☆☆本P６６

・いろいろな大きさのか

く①

・教室内にあるロッカーや机な

どを基準にして、上下に何があ

るかのクイズを行う。

・命令ゲームなどで「○○の上

にあるものを持ってきてくださ

い」などと言って位置関係の理

解を促す。

・右手左手の認識を促すため、

「箸を持つ方が右」などと確認

を行う。

・「右手上げて」「左手上げ

て」などのゲームを行う。

・右にいる人は誰、右に曲がる

などの日常に関連した事柄を取

り入れて体験的に学習を行う。

・教科書の挿絵を参考に、角の

見本を持ちながら、教室内や校

内探索をして角探しを行う。

・扇子のような物から、１本の

辺を開くと角ができる体験をす

る。

・ロケット遊びで、どの傾きが

一番飛ぶかを考えて、角度を調

整することで、角度に大きい小

さいがあることを経験する。

１１月 15

（知及技）長さ、広さ、かさな

どの量を直接比べる方法につい

て理解し、比較することができ

る。（C測定ア（ア）ア）

（思判表力）身の回りのものの

長さ、広さ及びかさについて、

その単位に着目して大小を比較

したり、表現したりすることが

できる。（Cア（イ）ア）

（学・人）身の回りにある長さ

や体積などの属性に着目した二

つの量の比べ方に気付き、関心

や興味をもち、学習したことを

結び付けてよりよく問題を解決

することができる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用しようとすることがで

きる。

（知・技）長さ、広さ、かさなど

の量を直接比べる方法について理

解し、比較している。

（思・判・表）身の回りのものの

長さ、広さ及びかさについて、そ

の単位に着目して大小を比較した

り、表現したりしている。

（主学）身の回りにある長さや体

積などの属性に着目した二つの量

の比べ方に気付き、関心や興味を

もち、学習したことを結び付けて

よりよく問題を解決しようとして

いる。

・算数で学んだことを学習や生活

に活用しようとしている。

くらべてみよう

☆☆☆P68

・ながい、みじかい①

☆☆☆P69

・ながい、みじかい②

☆☆☆P70

・ながさをくらべてみま

しょう（ならべてみま

しょう）

☆☆☆P71

・ながさをくらべてみま

しょう（一ばんながいの

はどれでしょう）

・長さの異なる二本の花を直接

比べたり、花瓶に生けた花を観

察し長さを比べる。

・鉛筆、テープやクレヨンの長

さを比べる。

・とび縄、輪ゴムや靴などの長

さを比べる。

・作った輪かざりを持っている

手の高さをそろえたり、たるみ

がある場合は伸ばして比べる。

・複数の電車の挿絵から「いち

ばん長い」「いちばん短い」電

車を考える。

１２月 11

（知及技）長さ、広さ、かさな

どの量を直接比べる方法につい

て理解し、比較することができ

る。（C測定ア（ア）ア）

・身の回りにあるものの大きさ

を単位として、その幾つ分かで

大きさを比較することができ

る。（Cア（ア）イ）

（思判表力）身の回りのものの

長さ、広さ及びかさについて、

その単位に着目して大小を比較

したり、表現したりすることが

できる。（Cア（イ）ア）

（学・人）身の回りにある長さ

や体積などの属性に着目した二

つの量の比べ方に気付き、関心

や興味をもち、学習したことを

結び付けてよりよく問題を解決

することができる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用しようとすることがで

きる。

（知・技）長さ、広さ、かさなど

の量を直接比べる方法について理

解し、比較している。

・身の回りにあるものの大きさを

単位として、その幾つ分かで大き

さを比較している。

（思・判・表）身の回りのものの

長さ、広さ及びかさについて、そ

の単位に着目して大小を比較した

り、表現したりしている。

（主学）身の回りにある長さや体

積などの属性に着目した二つの量

の比べ方に気付き、関心や興味を

もち、学習したことを結び付けて

よりよく問題を解決しようとして

いる。

・算数で学んだことを学習や生活

に活用しようとしている。

くらべてみよう

☆☆☆P72～73

・ながさをくらべてみま

しょう（うつしとってく

らべましょう）

☆☆☆P74

・ながさをくらべてみま

しょう（ながさをはかっ

てみましょう）

☆☆☆P75

・ながさをくらべてみま

しょう（ながさをいくつ

ぶんでしょう）

・テーブルの縦の長さと横の長

さをテープに写し取り長さを比

べたり、写し取ったテープをホ

ワイトボードに貼り比べたりす

る。

・長さが同じ鉛筆やペン等を基

準とする媒介物にして、教科書

の縦の長さと横の長さを比べ

る。

・基準とする媒介物として使用

した鉛筆を用いて、テーブルの

縦横の長さがそれぞれ何本分に

なっているか調べる。

・6種の野菜の長さを数値化し、

目盛りの幅と等しい長さのシー

ルを目盛りの数だけはったり、

一目盛りごとに色を塗ったりし

て長さを比べる。

・方眼紙の上に文房具を置き長

さ比べをする。

2

学

期



１月 12

（知及技）日常生活の中で時刻

を読むことができる。（C測定イ

（ア）ア）

・時間の単位（日、午前、午

後、時、分）について知り、そ

れらの関係を理解することがで

きる。（Cイ（ア）イ）

（思判表力）時刻の読み方を日

常生活に生かして、時刻と生活

とを結び付けて表現することが

できる。（Cイ（イ）ア）

（学・人）時刻と生活の結び付

きに気づき、関心や興味をも

ち、学習したことを結び付けて

よりよく問題を解決することが

できる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用しようとすることがで

きる。

（知・技）日常生活の中で時刻を

読もうとしている。

・時間の単位（日、午前、午後、

時、分）について知り、それらの

関係を理解している。

（思・判・表）時刻の読み方を日

常生活に生かして、時刻と生活と

を結び付けて表現している。

（主学）時刻と生活の結び付きに

気づき、関心や興味をもち、学習

したことを結び付けてよりよく問

題を解決しようとしている。

・算数で学んだことを学習や生活

に活用しようとしている。

時計の読み方

☆☆☆P80

・とけい（学校のせいか

つ）

☆☆☆P81

・とけい（ながいはり、

みじかいはり）

☆☆☆P82～83

・とけい（ながいはり）

☆☆☆P84

・とけい（みじかいは

り）

・学校生活と時刻を結びつけ

る。

・模型の時計の針を操作する。

・アナログ時計やデジタル時計

の時刻（○時）を読む。

・長針の動きを知り10分刻みの

時刻を読む。

・短針の動きを知り○時を読み

取る。

・短針が入る扇形の領域部分に

色を付ける。

２月 14

３月 8

留意点

引き継ぎ等

評価方法

3

学

期

（知及技）ものとものとの対応

やものの個数について、簡単な

絵や図に表して整理したり、そ

れらを読んだりすることができ

る。（Dア（ア）ア）

・身の回りにあるデータを簡単

な記号に置き換えて表し、比較

して読み取ることができる。（D

ア（ア）イ）

（思判表力）個数の把握や比較

のために簡単な絵や図、記号に

置き換えて簡潔に表現すること

ができる。（Dア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き、関心や興味をもち、

学習したことを結び付けてより

よく問題を解決することができ

る。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用しようとすることがで

きる。

（知・技）ものとものとの対応や

ものの個数について、簡単な絵や

図に表して整理したり、それらを

読んだりしている。

・身の回りにあるデータを簡単な

記号に置き換えて表し、比較して

読み取っている。

（思・判・表）個数の把握や比較

のために簡単な絵や図、記号に置

き換えて簡潔に表現している。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

☆☆☆本P94～95

・ひょうをつくりましょ

①

☆☆☆本P96～97

・ひょうをつくりましょ

う②

・自由にボーリングゲームを行

うなかで、倒したピンの本数を

数えることで得点になることを

確認する。

・得点を絵カードなどで表示す

る。

・絵カードなどによる得点の記

録を●という記号に置き換え

る。

・ボールを転がす回数や順番な

どの簡単なルールを決めてボー

リングゲームを行う。

・ゲームの得点を●などの記号

に置き換え、得点の一覧表を作

る。

・得点の一覧表を使って得点の

結果を比較し、「～より多い」

「～より少ない」「～と同じ」

などと表現する。

・毎日の天気を観察し、結果を

記録表に晴れ、くもり、雨など

の絵カード取り付けて記録す

る。

・晴れ、くもり、雨など、それ

ぞれの日数を月ごとにまとめ、

その結果を●印などで記録して

表を作成する。

体育「ボールを使った

運動やゲーム」

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察



教科書／副教材

４月 6

（知及技）転がし絵の技法で模様をつ
くる制作活動を通して、形や色などの
感じに気付くことができる。（３段階
共通事項ア（ｱ)）
様々な材料を使い、転がし絵の技法で
工夫して模様をつくることができる。
（３段階Ａア(ｲ)）
（思判表力）材料などの感じを基に自
分のイメージをもち、模様に表すこと
ができる。（３段階共通事項ア（ｲ)、
Ａア(ｱ)）
（学・人）つくりだす喜びを味わい、
楽しんで転がし絵の技法を使った活動
に取り組む。（３段階）

（知・技）転がし絵での制作
活動を通して、形や色などの
感じに気付いている。
転がし絵の技法で工夫して模
様をつくっている。
(思・判・表)転がし絵の技法
を使って表現している。
（主学）転がし絵の技法を
使って模様をつくる活動に楽
しく取り組もうとしている。

・描いてみよう
～模様を描こう～
転がし絵

・使いたい色の絵の
具や紙類を選んだ
り、絵の具で混色を
作ったりする。
球体や円柱形等、
色々な形の物に絵の
具を付けて転がし、
どのような模様がで
きるかを試す。
作品を紹介し合う。

５月 6

（知及技）動くオモチャを作る制作活
動を通して、形や色、模様などの感じ
やオモチャが動く仕組みに気付くこと
ができる。（３段階共通事項ア（ｱ)）
様々な身近な材料を使い、工夫して動
くオモチャを作ることができる。（３
段階Aア(イ)）
（思判表力）材料や感じたこと、想像
したこと、見たことからイメージをも
ち、形に表すことができる。（３段階
共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）動くオモチャの簡単な仕組
みに興味をもち、つくりだす喜びを味
わい、楽しんで制作活動に取り組んだ
り、制作物で遊んだりする。（３段
階）

（知・技）動くオモチャを作
る制作活動を通して、形や
色、模様などの感じやオモ
チャが動く仕組みに気付いて
いる。
様々な身近な材料を使い、工
夫して動くオモチャを作って
いる。
（思・判・表）様々な身近な
材料を使って、形に表してい
る。
（主学）動くオモチャの簡単
な仕組みに興味をもち、楽し
く制作活動に取り組もうとし
ている。教師の支援を受けな
がら制作物で楽しく遊ぼうと
している。

・作ってみよう
～動くオモチャ（跳ねる、
飛ぶ）～
カエル、ロケット　等

・動くオモチャの簡単
な仕組みを知る。
牛乳パックや紙皿、輪
ゴム等の身近な材料
を使い、簡単な動くオ
モチャを作る。
出来上がったオモチャ
を紹介し合ったり、動
かして遊んだりする。

生「ものの仕
組みと働き
①」
国「説明文を
読もう」

６月 8

（知及技）液体粘土作りや液体粘土を
使った造形活動を通して、触った感じ
や色々な形に変化すること等に気付く
ことができる。（3段階共通事項ア
（ｱ)）
教師の支援を受けながら、液体粘土を
作ったり、液体粘土や布等を使って工
夫して形を作ったりすることができ
る。（3段階Aア(イ)）
（思判表力）液体粘土に触った感じや
色々な形を基に自分のイメージをも
ち、液体粘土を使って思い思いに形を
作ることができる。（3段階共通事項ア
(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）作り出す喜びを味わいなが
ら、液体粘土を使った造形活動に取り
組む。（3段階）

（知・技）液体粘土作りや液
体粘土を使った造形活動を通
して、触った感じや色々な形
に変化すること等に気付いて
いる。
液体粘土を作ったり、液体粘
土や布等を使って工夫して形
を作ったりしている。
（思・判・表)液体粘土に触っ
た感じや色々な形を基に自分
のイメージをもち、液体粘土
を使って思い思いに形を作っ
ている。
(主学)液体粘土を使った造形
活動に楽しく取り組もうとし
ている。

・作ってみよう
～液体粘土を使って～
お城、家など

・液体粘土を作る。
液体粘土を使って布な
どの柔らかい素材を
固め、思い思いの形を
作る。
自分が住みたいお城
や家などを表現する。
作品を紹介し合う。

算「形をつく
ろう」「くら
べてみよう」

単元・題材の
活動内容

教科等横断的視点

他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・
題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
形や色などの造形的な視点に気付き、表したいことに合わせて材料や用具を使い、表し方を
工夫してつくるようにする。（３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
造形的なよさや美しさ、表したいことや表し方などについて考え、発想や構想をしたり、身の回りの作品などから

自分の見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。（３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
進んで表現や鑑賞の活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、形や色などに関わることに

より楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。（３段階）

令和7年　小学部　５年　（Ⅱ課程Ａ）　　図画工作科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

７０時間 10名



７月 6

（知及技）パルプやはがきを作る活動
を通して、牛乳パックの形が変わって
いく様子や、色や模様の感じに気付く
ことができる。（３段階共通事項ア
（ｱ)）
牛乳パックからパルプを作ったり、
色々な色や模様のはがきを工夫して
作ったりすることができる。（３段階A
ア(イ)）
（思判表力）材料や用具などを基に自
分のイメージをもち、形に表すことが
できる。（３段階共通事項ア(ｲ)、Aア
(ｱ））

（学・人）つくりだす喜びを味わい、
楽しんで制作活動に取り組む。（３段
階）

（知・技）パルプやはがきを
作る活動を通して、牛乳パッ
クの形が変わっていく様子、
色や模様の感じに気付いてい
る。
牛乳パックからパルプを作っ
たり、色々な色や模様のはが
きを工夫して作ったりしてい
る。
（思・判・表）材料や用具な
どを基に自分のイメージをも
ち、形に表している。
（主学）牛乳パックからパル

プを作ったり、色々な色や模
様のはがきを作ったりする活
動に楽しく取り組もうとして
いる。

・作ってみよう
～牛乳パックを使って～
和紙作り（はがき）

・牛乳パックからパル
プを作ることを楽しむ。
パルプに絵の具や
色々な素材を混ぜる。
パルプを漉き、色々な
色や模様のはがきを
作る。
作品を紹介し合う。

生「生命・自
然①」
国「説明文を
読もう」

９月 6

（知及技）感想画を描く活動を通し
て、形や色などの感じに気付くことが
できる。（３段階共通事項ア（ｱ)）
様々な画材から使いたい画材を選び、
工夫して感想画を描くことができる。
（３段階Aア(イ)）
（思判表力）絵本等の挿絵や物語の内
容を基に自分のイメージをもち、絵に
表すことができる。（３段階共通事項
ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）好きな絵本等を絵に表す喜
びを味わい、感想画を描く活動に取り
組む。（３段階）

（知・技）感想画を描く活動
を通して、形や色などの感じ
に気付いている。
様々な画材から使いたい画材
を選び、工夫して感想画を描
いている。
（思・判・表）絵本等の挿絵
や話の内容を基に自分のイ
メージをもち、絵に表してい
る。
（主学)感想画を描く活動に楽
しく取り組もうとしている。

・描いてみよう
～本を読んだり見たりし
て感じたこと、想像したこ
とを描いてみよう～
感想画

・物語を聞いたり読ん
だりして感想画に表し
たい本や描きたい場
面を選ぶ。
物語を聞いたり読んだ
り、挿絵を見たりして思
い浮かべたことや感じ
たことから表したいこ
とを見つけ、使いたい
画材を選んで絵に表
す。
作品を紹介し合う。

国「図書室に
行ってみよ
う」「昔話」

１０月 6

（知及技）ちぎり絵の技法で模様や絵
をつくる制作活動を通して、紙を破っ
た感覚や紙の感触、形、色などの感じ
に気付くことができる。（３段階共通
事項ア（ｱ)）
色々な材質の紙を使い、ちぎり絵の技
法で工夫して模様や絵をつくることが
できる。（３段階Aア(イ)）
（思判表力）材料や感じたこと、想像
したこと、見たことなどからイメージ
をもち、ちぎり絵の技法で模様や絵に
表すことができる。（３段階共通事項
ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）つくりだす喜びを味わい、
楽しんで制作活動に取り組む。（３段
階）

（知・技）ちぎり絵の技法で
模様や絵をつくる制作活動を
通して、紙を破った感覚や紙
の感触、形、色などの感じに
気付いている。
色々な材質の紙を使い、ちぎ
り絵の技法で工夫して模様や
絵をつくっている。
（思・判・表）ちぎり絵の技
法で模様や絵に表している。
（主学）ちぎり絵の技法で模
様や絵をつくる活動に楽しく
取り組もうとしている。

・描いてみよう
～ちぎり絵～
花火、海など

・紙を色々な方法で破
くことを試し、破いてで
きる形の面白さを感じ
取る。
破いた紙の形や色、質
感に着目しながら、
色々な組み合わせを
試して模様や絵に表
す。
作品を紹介し合う。

生「生命・自
然②」
算「形をつく
ろう」

1

学

期

2

学

期



１１月 8

（知及技）スチレンボードに模様を描いたり刷っ

たりする活動を通して、色々な模様や色の感じ、

スチレンボードと刷り取り紙の関係などに気付く

ことができる。（３段階共通事項ア（ｱ)）

色々な用具を使い工夫して模様を描いたり刷った

りすることができる。（３段階Aア(イ)）

（思判表力）材料や用具などを基に自分のイメー

ジをもち、スチレンボードに模様を描いたり、

刷ったりすることができる。（３段階共通事項ア

(ｲ)、Aア(ｱ））

（学・人）スチレンボードに模様を描いたり刷っ

たりする版表現の楽しみを味わいながら、スチレ

ン版画を作る活動に取り組む。（３段階）

（知及技）作品の鑑賞を通して、形や色などの感

じや表し方の面白さなどに気付いたり、自分の見

方や感じ方を広げたりすることができる。（３段

階共通事項ア（ｱ)、Bア（ｱ)）

（思判表力）作品の鑑賞を通して、自分が感じた

ことを発表することができる。（３段階Bア

（ｱ)）

（学・人）作品の鑑賞や作品を見て感じたことを

話し合う活動を通して、つくりだす喜びを味わ

う。（３段階）

（知及技）表したいことに応じて材料や用具を選

んだり、今までの経験や学習した技法を生かして

工夫して作品を作ったりすることができる。（3

段階共通事項ア（ｱ)、Aア(イ)）

（思判表力）今までの経験や学習した技法からイ

メージをもち、使いたい材料や用具を選んで教師

と一緒に作品に表すことができる。（3段階共通

事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））

（学・人）一年間を振り返りながら作品作りに取

り組んだり、できあがった作品を紹介し合ったり

する。（3段階）

（知・技）スチレン版画を作る活動を

通して、色々な模様や色の感じ、スチ

レンボードと刷り取り紙の関係などに

気付いている。

模様の描き方や刷り方を知り、工夫し

てスチレン版画を作っている。

（思・判・表）材料や用具などを基に

自分のイメージをもち、スチレンボー

ドに模様を描いたり、刷ったりしてい

る。

(主学)スチレン版画を作る活動に楽し

く取り組もうとしている。

（知・技）作品の鑑賞を通して、形や

色などの感じに気付いている。

（思・判・表）作品の鑑賞を通して、

自分が感じたことを表現している。

（主学）作品の鑑賞や作品を見て感じ

たことを話し合う活動に取り組もうと

している。

（知・技）表したいことに応じて材料

や用具を選んでいる。今までの経験や

学習した技法を生かして工夫して作品

を作っている。

（思・判・表）今までの経験や学習し

た技法からイメージをもち、使いたい

材料や用具を選んで作品に表してい

る。

（主学）作品作りに楽しく取り組もう

としている。作品を紹介しようとした

り、友達の作品を見ようとしたりして

いる。

・描いてみよう
スチレン版画
・見てみよう（鑑賞）

・スチレンボードにヘラ
やペットボトルのキャッ
プ等、色々な物を使っ
て模様を描く。
スチレン版画を刷る。
作品を紹介し合う。

・2学期の活動を振り
返り作品を紹介し合
う。
作品を見て、面白さや
楽しさについて話した
り、聞いたりする。

生「生命・自
然③」
道「自然に親
しむ」「自然
とふれ合う」

１２月 6

（知及技）窓アートの制作活動を通して、

形や色、模様などの感じに気付くことがで

きる。（３段階共通事項ア（ｱ)）

ハサミなどでカラーセロハンを切ったり、

色々な形のカラーセロハンを組み合わせて

工夫して模様を作ったりすることができ

る。（３段階Aア(イ)）

（思判表力）形や色などを基に自分のイ

メージをもち、模様に表すことができる。

（３段階共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））

（学・人）つくりだす喜びを味わい、楽し

んで制作活動に取り組む。（３段階）

（知及技）作品の鑑賞を通して、形や色な

どの感じや表し方の面白さなどに気付いた

り、自分の見方や感じ方を広げたりするこ

とができる。（３段階共通事項ア（ｱ)、Bア

（ｱ)）

（思判表力）作品の鑑賞を通して、自分が

感じたことを発表することができる。（３

段階Bア（ｱ)）

（学・人）作品の鑑賞や作品を見て感じた

ことを話し合う活動を通して、つくりだす

喜びを味わう。（３段階）

（知・技）窓アートの制作活動を

通して、形や色、模様などの感じ

に気付いている。

ハサミなどでカラーセロハンを

切ったり、色々な形のカラーセロ

ハンを組み合わせて工夫して模様

を作ったりしている。

（思・判・表）カラーセロハンを

使って窓に模様を表現している。

（主学）窓アートの活動に楽しく

取り組もうとしている。

（知・技）作品の鑑賞を通して、

形や色などの感じや表し方の面白

さなどに気付いている。

（思・判・表）作品の鑑賞を通し

て、自分が感じたことを表現して

いる。

（主学）作品の鑑賞や作品を見て

感じたことを話し合う活動に取り

組もうとしている。

・作ってみよう
窓アート
・見てみよう（鑑賞）
～作品を見て感じたこと
を話し合う～
身近な美術作品

・ハサミの安全で適切
な使い方を確かめな
がら、セロハンを切る
ことを楽しむ。
カラーセロハンの切り
方を工夫して、色々な
形をつくる。
カラーセロハンを使っ
て、窓ガラスに色々な
模様を表現する。
作品を鑑賞する。
・1学期の活動を振り
返り作品を紹介し合
う。
作品を見て、面白さや
楽しさについて話した
り、聞いたりする。

道「友達の気
持ちになっ
て」「よさを
伸ばす」

１月 6

（知及技）色々な種類の粘土から様々
な形を作り出す感覚や立ち上がった形
を作ったりする活動を通して、粘土の
感触や形の感じ、形が変化する様子な
どに気付くことができる。（３段階共
通事項ア（ｱ)）
粘土の扱いに慣れ、工夫して色々な形
を作ったり立ち上がった形を作ったり
することができる。（３段階Aア(イ)）
（思判表力）粘土から作り出した色々
な形などを基に自分のイメージをも
ち、立ち上がった形を作ることができ
る。（３段階共通事項ア(ｲ)、Aア
(ｱ））
（学・人）粘土の感触を味わい、色々
な形を作り出す喜びを楽しみながら、
立ち上がった形を作る活動に取り組
む。（３段階）

（知・技）色々な種類の粘土
から様々な形を作り出す感覚
や立ち上がった形を作ったり
する活動を通して、粘土の感
触や形の感じ、形が変化する
様子などに気付いている。
粘土の扱いに慣れ、工夫して
色々な形を作ったり立ち上
がった形を作ったりしてい
る。
（思・判・表）粘土から作り
出した色々な形などを基に自
分のイメージをもち、立ち上
がった形を作っている。
（主学）粘土で色々な形を作
り出したり立ち上がった形を
作ったりする活動に楽しく取
り組もうとしている。

・作ってみよう
～立ち上がった形（粘
土）～
タワー、太陽の塔、壺な
ど

・色々な種類の粘土に
触れ、どのような形が
できそうか思い付いた
ことを試す。
・握ったり、ひねったり、
つまみ出したり等、
色々な造形の方法を
知る。
粘土やその他の材料
から表したいことを考
え、思い付いたことを
形に表す。
作品を紹介し合う。

生「ものの仕
組みと働き
②」
算「くらべて
みよう」「形
をつくろう」

2

学

期

3

学

期



２月 6

（知及技）ビー玉迷路を作る活動を通し

て、釘の並びや盤の傾け具合等でビー玉の

動き方に違いがあることに気付くことがで

きる。（3段階共通事項ア（ｱ)）

釘や金槌の安全な使い方を知り、板に釘を

打ち付け工夫してビー玉迷路を作ることが

できる。（3段階Aア(イ)）

（思判表力）ビー玉が転がる様子から自分

のイメージをもち、板に釘を打ち付け、思

い付いた迷路を作ることができる。（3段階

共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））

（学・人）作り出す喜びを味わいながら、

ビー玉迷路作りに取り組んだり、友達と作

品で遊んだりする。（3段階）

（知及技）作品の鑑賞を通して、形や色、

表し方の面白さなどに気付いたり、自分の

見方や感じ方を広げたりすることができ

る。（3段階共通事項ア（ｱ)、Bア（ｱ)）

（思判表力）作品の鑑賞を通して、自分が

感じたことを発表することができる。（3段

階Bア（ｱ)）

（学・人）作品の鑑賞や作品を見て気付い

たことや感じたことを話し合う活動を通し

て、つくりだす喜びを味わう。（3段階）

（知・技）ビー玉迷路を作る活動

を通して、釘の並びや盤の傾け具

合等でビー玉の動き方に違いがあ

ることに気付いている。

釘や金槌の安全な使い方を知り、

板に釘を打ち付けている。本数や

並べ方等、釘のうち付け方を工夫

してビー玉迷路を作っている。

（思・判・表)ビー玉が転がる様

子から自分のイメージをもち、板

に釘を打ち付け、思い付いた迷路

を形に表している。

(主学)ビー玉迷路作りに楽しく取

り組もうとしている。友達と作品

で楽しく遊ぼうとしている。

（知・技）作品の鑑賞を通して、

形や色、表し方の面白さなどに気

付いている。

（思・判・表）作品の鑑賞を通し

て、自分が気付いたことや感じた

ことを表現している。

（主学）作品の鑑賞や作品を見て

気付いたことや感じたことを話し

合う活動に取り組もうとしてい

る。

・作ってみよう
～釘と金槌を使って～
ビー玉迷路
・見てみよう（鑑賞）

・釘や金槌の安全な使
い方を知る。
板に釘を打ち付け、
ビー玉迷路を作る。
作品を紹介し合う。
自分や友達の作品で
遊ぶ。
3学期の活動を振り返
り作品を紹介し合う。
作品を見て、面白さや
楽しさについて話した
り、聞いたりする。

生「ものの仕
組みと働き
②」「安全
①」

３月 6

（知及技）表したいことに応じて材料
や用具を選んだり、今までの経験や学
習した技法を生かして教師の工夫して
作品集を作ったりすることができる。
（3段階共通事項ア（ｱ)、Aア(イ)）
（思判表力）一年間で作成した作品や
今までの経験や学習した技法からイ
メージをもち、使いたい材料や用具を
選んで作品集に表すことができる。（3
段階共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）一年間を振り返りながら作
品集作りに取り組んだり、できあがっ
た作品集を紹介し合ったりする。（3段
階）

（知・技）表したいことに応
じて材料や用具を選んでい
る。今までの経験や学習した
技法を生かして工夫して作品
集を作っている。
（思・判・表）一年間で作成
した作品や今までの経験や学
習した技法からイメージをも
ち、使いたい材料や用具を選
んで作品集に表している。
（主学）作品集作りに楽しく
取り組もうとしている。作品
集を紹介しようとしたり、友
達の作品集を見ようとしたり
している。

・作ってみよう
～作品集作り～

・作品を見ながら一年
間の活動を振り返る。
表したいことに応じて
材料や用具を選び、今
までの経験や学習した
技法を生かして作品
集を作る。
作品集を紹介し合う。

特「１年間を
振り返ろう」

評価方法

3

学

期

留意点
引き継ぎ等

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察

修学旅行・運動会等の行事や児童の実態によって他の題材を扱うことができる。



教科書／副教材

おんがく☆☆☆

４月 6

（知及技）
①曲想や楽器の音色、リズ
ムや速度、旋律の特徴に気

付くことができる。（3段階
Bア）

②示範を見たり、拍やリズ
ム、旋律を意識したりし
て、身体表現をする技能を

身に付けることができる。
（3段階Aエ）

（思判表力）
歌唱表現についての知識や

技能を得たり生かしたりし

ながら、歌唱表現に対する

思いを表現することができ

る。（3段階Aア）
（学・人）音楽に興味・関

心をもち，友達と一緒に声

を合わせて歌ったり，音楽

に合わせて体を動かしなが

ら聴いたりする学習に楽し
んで取り組もうとする。（3

段階）

（知・技）
①曲想や楽器の音色、リズ
ムや速度、旋律の特徴に気

付くことができている。
②示範を見たり、拍やリズ

ム、旋律を意識したりし
て、身体表現をする技能を
身に付けている。

（思・判・表）
歌唱表現についての知識や

技能を得たり生かしたりし
ながら、歌唱表現に対する

思いを表現している。

（主学）音楽に興味・関心

をもち，友達と一緒に声を

合わせて歌ったり，音楽に
合わせて体を動かしながら

聴いたりする学習に楽しん

で取り組もうとしている。

○季節の歌を歌おう(歌)

・はるのかぜ

・はるがきた

○いろいろなリズム

（器・音）

・ミッキーマウスマーチ

○音楽に合わせて踊ろう

（身・鑑）

・おどろうたのしいポー

レチケ

・示範の表現を見て、
自分が意識した拍やリ
ズム、旋律を教師の支

援を受けながら考えて
表現する。

・歌詞に合った身体表
現を教師の支援を受け
ながら考え、身体表現

しながら歌う。

国「役割をもって伝
えよう」
体「体つくり運動」

「表現運動」
特「学年・学級開

き」

５月 6

（知及技）

音遊びを通して、教師の支

援を受けながら音の面白さ

に気付いたり、音楽づくり
の発想を得たりする。（3段
階Aウ）

（思判表力）

曲名や歌詞に使われている
言葉から受けるイメージと
曲の雰囲気との関わりに気
付く。（3段階Bア）

（学・人）自分の好きな部

分を口ずさんだり、教師の
支援を受けながら考えて
踊ったり、表現している。

（3段階）

（知・技）

音遊びを通して、教師の支

援を受けながら音の面白さ

に気付いたり、音楽づくり
の発想を得たりできてい
る。

（思・判・表）

曲名や歌詞に使われている
言葉から受けるイメージと
曲の雰囲気との関わりに気
付いている。

（主学）

自分の好きな部分を口ずさ
んだり、教師の支援を受け
ながら考えて踊ったり、表

現している。

○盛り上がりを感じて歌

おう（歌）

・せんろはつづくよどこ

までも

○いろいろなリズム

（器・身）

・たのしいね

○音楽に合わせて踊ろう

（身）

・だるまさんがおどった

・リズムや速度の面白

さに気付き、自分の好

きな部分を口ずさんだ

り、考えて踊ったりす
る。
・教師の伴奏に合わせ

て歌ったり、手拍子で

合いの手を入れたりす
る。
・世界の国のダンスを
知り、考えて歌ったり

踊ったりする。

体「表現運動」

道「世界の国々」

特「学年紹介」

令和７年　小学部　５年　（Ⅱ課程A）　　音楽科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

７０時間 10名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
曲名や曲想と音楽のつくりについて気付くとともに、感じたことを音楽表現するために必要な技能を身に付

けるようにする。(小知的３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
感じたことを表現することや、曲や演奏の楽しさを見いだしながら、音や音楽の楽しさを味わって聴くこと

ができるようにする。(小知的３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
音や音楽に楽しく関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じるとともに、身の回りの様々な音楽に親し

む態度を養い、豊かな情操を培う。(小知的３段階）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



６月 8

（知及技）
簡単な絵譜などを見てリズ
ム演奏などをする技能を身

に付ける。（3段階Aイ）
（思判表力）

曲名や歌詞に使われている
言葉から受けるイメージと
曲の雰囲気との関わりに気

付く。（3段階Bア）
（学・人）

音色や音の特徴、階名への
興味・関心を深め、音の出

し方を考えて鍵盤ハーモニ
カを演奏したり階名唱した

りする学習に楽しんで取り
組もうとする。（3段階）

（知・技）
簡単な絵譜などを見てリズ
ム演奏などをする技能を身

に付けている。
（思・判・表）

曲名や歌詞に使われている
言葉から受けるイメージと
曲の雰囲気との関わりに気

付いている。
（主学）

音色や音の特徴，階名への
興味・関心を深め，音の出

し方を考えて鍵盤ハーモニ
カを演奏したり階名唱した

りする学習に楽しんで取り
組もうとしている。

○身振りをつけてみんな

で歌おう（歌・身）

・さんぽ

・テルテルボーイズ

○わらべうた（歌・身）

・かくれんぼ

○ドレミの音で遊ぼう

（器）

・かえるのがっしょう

○リズムをつくろう

（音）

・雨の音がくをつくろう

・階名唱をしたり、考
えてキーボードや鍵盤
ハーモニカなどの旋律

楽器を演奏したりす
る。

・雨の音をイメージし
た楽器やリズムで表現
する。

生「生命・自然」
国「リズムに親しも
う」

体「表現運動」
道「自然とふれ合

う」

７月 6

（知及技）
範唱や範奏を聴いて階名唱

したり、絵譜を見ながら音
色に気を付けて鍵盤ハーモ
ニカを演奏したりする技能

を身に付けて歌ったり演奏
したりする。（3段階Aア、A

イ）
（思判表力）
声の音色や旋律の呼びかけ

合いを聴き取り、それらの

よさや面白さを感じ取りな
がら、声の出し方を工夫す

る。（3段階Bア、Aア）

（学・人）

打楽器の音色やリズムと曲

想との関わりについて興
味・関心をもち、音楽を味

わって聴く学習に楽しんで

取り組む。（3段階）

（知・技）
範唱や範奏を聴いて階名唱

したり、絵譜を見ながら音
色に気を付けて鍵盤ハーモ
ニカを演奏したりする技能

を身に付けて、歌ったり演
奏したりできている。

（思・判・表）
声の音色や旋律の呼びかけ

合いを聴き取り、それらの

よさや面白さを感じ取りな
がら、声の出し方を工夫し

ている。

（主学）

打楽器の音色やリズムと曲

想との関わりについて興
味・関心をもち、音楽を味

わって聴く学習に楽しんで

取り組もうとしている。

○身振りをつけてみんな

で歌おう（歌・身）

・さんぽ　テルテルボー

イズ

○わらべうた（歌・身）

・かくれんぼ

○ドレミの音で遊ぼう

（器）

・かえるのがっしょう

○リズムをつくろう

（音）

・雨の音がくをつくろう

・考えて教師や友達と
交互唱をする。

・階名唱をしたり、考
えて鍵盤楽器を演奏し
たりする。

・ウッドブロックとト
ライアングルの音を聴

き比べ、楽器の音色や
リズムを感じながら聴
く。

国「お店の人に聞い
てみよう」

図「七夕飾り」

９月 6

（知及技）

歌詞の表す情景や気持ちと

曲想との関わりについて興
味・関心をもち、曲想に合

う強弱や速度を工夫して
歌ったり、身体表現に楽し

んで取り組む。（3段階A

ア、Aエ）
（思判表力）
拍やリズムを聴き取り、そ
れらの働きが生み出すよさ

や面白さを感じ取りなが

ら、体を動かしたり歌った
りして曲や演奏の楽しさを
見いだす。（3段階Bア、A
ア、Aエ）

（学・人）
歌詞の表す情景や気持ち、

旋律と曲想との関わりにつ
いて気付き、味わって曲を
聴く。（3段階）

（知・技）

歌詞の表す情景や気持ちと

曲想との関わりについて興
味・関心をもち、曲想に合

う強弱や速度を工夫して
歌ったり、身体表現に楽し

んで取り組むことができて

いる。
（思・判・表）
拍やリズムを聴き取り、そ
れらの働きが生み出すよさ

や面白さを感じ取りなが

ら、体を動かしたり歌った
りして曲や演奏の楽しさを
見いだしている。
（主学）

歌詞の表す情景や気持ち、
旋律と曲想との関わりにつ

いて気付き、味わって曲を
聴こうとしている。

○季節の歌を歌おう

（歌）

・あきの子　まっかなあ

き

○まつりを楽しもう（エ

イサー）（器・音・身）

・唐船ドーイ等

○音楽に合わせて身体を

動かそう（音・身）

・とんぼ　あらうま

○物語の音楽を楽しもう

（鑑）

・オーバーザレインボー

・考えて声の強弱の付

け方を工夫して歌う。

・バチの持ち方、構
え、パーランクーの叩

き方を知り、考えて曲
に合わせて叩く。

・とんぼが飛ぶ様子や

馬が駆ける様子を想像
しながら、身体表現す
る。
・情景やストーリーを

思い浮かべながら曲を

聴く。

生「生命・自然」

図「大好きな物語」

体「表現運動」
道「国やふるさとの

よさ」「自然に親し
む」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

学

期

2

学

期



１０月 6

（知及技）
曲名や歌詞に使われている
言葉から受けるイメージと

曲の雰囲気との関わりにつ
いて気付く。（3段階Bア）

（思判表力）
①擬声語の響き、旋律やフ
レーズを聴き取り、よさや

面白さを感じ取りながら、
声の出し方を工夫してどの

ように歌うのか工夫する。
（3段階Bア、Aア）

②拍やリズムを聴き取り、
それらの働きが生み出すよ

さや面白さを感じ取りなが
ら、体を動かしたり歌った

りして曲や演奏の楽しさを
見いだす。（3段階Bア、A
ア、Aイ、Aウ、Aエ）

（学・人）
歌詞の表す情景や気持ち、

旋律と曲想との関わりにつ
いて気付き、味わって曲を
聴く。（3段階）

（知・技）曲名や歌詞に使
われている言葉から受ける
イメージと曲の雰囲気との

関わりについて気付いてい
る。

（思・判・表）
①擬声語の響き、旋律やフ
レーズを聴き取り、よさや

面白さを感じ取りながら、
声の出し方を工夫してどの

ように歌うのか工夫してい
る。

②拍やリズムを聴き取り、
それらの働きが生み出すよ

さや面白さを感じ取りなが
ら、体を動かしたり歌った

りして曲や演奏の楽しさを
見いだしている。
（主学）

歌詞の表す情景や気持ち、
旋律と曲想との関わりにつ

いて気付き、味わって曲を
聴こうとしている。

○季節の歌を歌おう

（歌）

・夕やけ小やけ　虫のこ

え

○まつりを楽しもう

（器・音・身）

・村まつり

○音楽に合わせて身体を

動かそう（音・身）

・たたたんぴょん　虫の

がっそうたい

○物語の音楽を楽しもう

（鑑）

・オーバーザレインボー

・曲調や歌詞から「こ
んなふうに歌いたい」
という自分の思いに

合った表現を教師の支
援を受けながら考えて

歌う。
・考えて手拍子や太鼓
でリズム奏をする。

・歌詞に出てくる動物
などの動きをイメージ

して、考えて楽器や身
体の動きで表現する。

・情景やストーリーを
思い浮かべながら曲を

聴く。

生「生命・自然」
図「大好きな物語」
体「表現運動」

道「国やふるさとの
よさ」「世界の

国々」「自然に親し
む」

１１月 6

（知及技）

歌詞の擬声語を生かしなが

ら、情景に合った表現で自

分の歌声や発音に気を付け

て歌う技能を身に付けて歌

う。（3段階Aア）
（思判表力）

①友達の楽器の音を聴きな

がら、教師の支援を受け、

演奏の仕方を工夫し、どの

ように表現するかについて
考える。（3段階Aイ）

②歌詞の表すイメージにつ

いて興味・関心をもち、そ

のイメージに合わせた身体

表現に楽しんで取り組む。
（3段階Aエ）

（学・人）

友達と一緒に歌ったり体を

動かしたりする学習に楽し
んで取り組もうとし、生活

の中の遊びに生かしたり、
ほかのわらべうたにも興

味・関心をもつ。（3段階）

（知・技）

歌詞の擬声語を生かしなが

ら、情景に合った表現で自

分の歌声や発音に気を付け

て歌う技能を身に付けて歌

うことができている。
（思・判・表）

①友達の楽器の音を聴きな

がら、演奏の仕方を工夫

し、どのように表現するか

について考えている。
②歌詞の表すイメージにつ

いて興味・関心をもち、そ

のイメージに合わせた身体

表現に楽しんで取り組もう

としている。
（主学）

友達と一緒に歌ったり体を

動かしたりする学習に楽し

んで取り組もうとし、生活
の中の遊びに生かしたり、

ほかのわらべうたにも興
味・関心をもったりしよう

としている。

○みんなで歌うリズムを

楽しもう（歌）

・ピクニック　ゆかいな

まきば　しょうじょうじ

のたぬきばやし

○音楽に合わせて身体を

動かそう（音・身）

・おちゃらかほい

○楽器の音色を楽しもう

（器・鑑）

・オーラリー

・ゴリウォーグのケーク

ウォーク

・歌詞に出てくる動物

の鳴き声や擬音を考え

て発音したり歌ったり

する。

・相手の動きを意識

し、自分の動きを相手
に合わせたり、異なる

動作をしたりする。

・考えてハンドベル、

トーンチャイム、鉄琴

などの楽器を演奏し、
音の重なりやハーモ

ニーを楽しむ。

・考えて跳んだりギャ

ロップしたり曲に合っ

た動きをするなどし
て、楽しみながら曲を

聴く。

国「リズムに親しも

う」

体「表現運動」

１２月 8

（知及技）
歌声や伴奏を聴いて、声を

合わせて歌う、体を動かし
ながら歌う技能を身に付け

て歌う。（3段階Aア）
（思判表力）
楽器の音を聴きながら、演

奏の仕方を工夫し、どのよ

うに表現するかについて、

考える。（3段階Bア、Aイ）
（学・人）
旋律や強弱の違いに興味・
関心をもち、体を動かしな

がら音楽を聴く学習に楽し
んで取り組む。（3段階）

（知・技）
歌声や伴奏を聴いて、声を

合わせて歌う、体を動かし
ながら歌う技能を身に付け

て歌うことができている。
（思・判・表）
楽器の音を聴きながら、演

奏の仕方を工夫し、どのよ

うに表現するかについて、

考えている。
（主学）
旋律や強弱の違いに興味・
関心をもち、体を動かしな

がら音楽を聴く学習に楽し
んで取り組もうとしてい

る。

○みんなで歌うリズムを

楽しもう（歌）

・手と手と手と

○音楽に合わせて身体を

動かそう（音・身）

・ギャロップでおどろう

○楽器の音色を楽しもう

（器・鑑）

・オーラリー

・小犬のワルツ

・季節を感じながら、
考えて友達と声を合わ

せて楽しく歌う。
・ピアノ伴奏や教師の

歌声に合わせて、ギャ
ロップを踏みながら歌
う。

・歌と一緒に、考えて

ハンドベルやトーン

チャイム、鉄琴などの
楽器を演奏する。
・犬の動きを想像しな
がら曲を聴く。

生「生命・自然」
体「表現運動」

2

学

期



１月 6

（知及技）
音色やリズム、旋律、音の
重なりを聴き取り、表現す

る技能を身に付ける。（3段
階Bア、Aア）

（思判表力）
①声の音色や旋律の呼びか
け合いを聴き取り、それら

のよさや面白さを感じ取り
ながら、声の出し方を工夫

する。（3段階Aア）
②旋律や強弱の違いに興

味・関心をもち、どのよう
に表現しようかと考える。

（3段階Aウ）
（学・人）

音楽に興味・関心をもち，
友達と一緒に声を合わせて
歌ったり，音楽に合わせて

体を動かしながら聴いたり
する学習に楽しんで取り組

む。（3段階）

（知・技）
音色やリズム、旋律、音の
重なりを聴き取り、表現す

る技能を身に付けている。
（思・判・表）

①声の音色や旋律の呼びか
け合いを聴き取り、それら
のよさや面白さを感じ取り

ながら、声の出し方を工夫
している。

②旋律や強弱の違いに興
味・関心をもち、どのよう

に表現しようかと考えてい
る。

（主学）
音楽に興味・関心をもち，

友達と一緒に声を合わせて
歌ったり，音楽に合わせて
体を動かしながら聴いたり

する学習に楽しんで取り組
もうとしている。

○声を合わせて歌お
う、表現しよう（歌・
身）

・ともだちになるため
に

○お正月の歌（歌・
鑑）
・お正月等

○かけ合いを楽しみな
がら歌おう（歌）

・かくれんぼ
○いろいろな声で表現

して遊ぼう（歌・音・
身）

・もしもコックさん
だったなら　手のひら

をたいように　山びこ
ごっこ　おしくらまん
じゅう

・範唱や伴奏をよく聴
いて歌う。
・考えて声の強さや柔

らかさに気をつけて歌
う。

・リズムを感じ取り、
考えて交互唱をする。
・考えて、曲に合わせ

て強弱弱の・拍子のリ
ズムをとる。

・教師の歌やピアノに
合わせて、考えて速度

や強弱に変化をつけな
がら身体表現する。

道「国やふるさとの
よさ」

２月 6

（知及技）
範唱を聴いて歌詞や階名で

歌う技能を身に付けて歌
う。（3段階Aア）

（思判表力）
①階名唱を聴いたり、絵譜

を見ながら、演奏の仕方を

工夫し、どのように表現す

るかについて考える。（3段
階Aイ）

②簡単なリズムやパターン

に気づき、どのように表現

しようかと考える。（3段階

Bア、Aエ）
（学・人）

色や音の特徴，階名への興

味・関心を深め，音の出し

方を考えて鍵盤ハーモニカ

を演奏したり階名唱したり
する学習に楽しんで取り組

む。（3段階）

（知・技）
範唱を聴いて歌詞や階名で

歌う技能を身に付けて歌う
ことができている。

（思・判・表）
①階名唱を聴いたり、絵譜

を見ながら、演奏の仕方を

工夫し、どのように表現す

るかについて考えている。

②簡単なリズムやパターン

に気づき、どのように表現

しようかと考えている。

（主学）

色や音の特徴，階名への興

味・関心を深め，音の出し

方を考えて鍵盤ハーモニカ

を演奏したり階名唱したり
する学習に楽しんで取り組

もうとしている。

○声を合わせて歌お
う、表現しよう（歌・

身）
・ともだちになるため

に
○ドレミファソの音で

遊ぼう（器）

・こぐまの二月

○言葉のリズムで遊ぼ
う（歌・音・身）

・きたかぜ小ぞうのか

んたろう　だいくのき

つつきさん　山ごや

いっけん　赤おにと青
おにのタンゴ

・範唱や伴奏をよく聴
いて歌う。

・考えて声の強さや柔
らかさに気をつけて歌

う。
・拍を感じ取りなが

ら、範唱を模倣して歌

う。

・階名唱をしたり、考
えてキーボードやハン

ドベルで演奏したりす

る。

・簡単なリズムの特徴

や歌詞を感じ取り、考
えて身体表現する。

生「生命・自然」
道「自然に親しむ」

３月 6

（知及技）

①範唱や伴奏を聴いて歌詞

や階名で歌う技能を身に付

けて歌う。（3段階Aア）

②楽器の名前を口答した
り、選んだりする。（3段階
Aイ）
（思判表力）

①旋律、リズムや拍を聴き

取り、歌詞や曲の感じに
合った歌い方を工夫し、ど
のように歌うかについて思

いをもつ。（3段階Aア）
②リズムや拍を聴き取り、

歌詞や曲の感じに合った手
拍子や動きについて考えを
もつ。（3段階Aウ）

③楽器の音を聴きながら、
演奏の仕方を工夫し、どの

ように表現するかについて

考える。（3段階Aイ）
（学・人）歌詞の表す情景
を想像したり表現を工夫し

たりして、思いをもって
歌ったり、踊ったりする学

習に楽しんで取り組む。（3
段階）

（知・技）

①範唱や伴奏を聴いて歌詞

や階名で歌う技能を身に付

けて歌うことができてい

る。
②楽器の名前を口答した
り、選んだりできている。
（思・判・表）

①旋律、リズムや拍を聴き

取り、歌詞や曲の感じに
合った歌い方を工夫し、ど
のように歌うかについて思

いをもっている。
②リズムや拍を聴き取り、

歌詞や曲の感じに合った手
拍子や動きについて考えを
もっている。

③楽器の音を聴きながら、
演奏の仕方を工夫し、どの

ように表現するかについて

考えている。
（主学）
歌詞の表す情景を想像した

り表現を工夫したりして、
思いをもって歌ったり、

踊ったりする学習に楽しん
で取り組もうとしている。

○声を合わせて歌お

う、表現しよう（歌・

身）

・ともだちになるため

に
・ブレーメンの音がく
たい
○合奏を楽しもう

（器・音）

・ちゃいろの小びん
いふうどうどう
○オーケストラを聴こ

う（鑑）
・オーケストラのがっ

き

・範唱や伴奏をよく聴

いて歌う。

・考えて声の強さや柔

らかさに気をつけて歌

う。
・考えて友達と一緒に
音楽劇をする。
・リズムの特徴に気付

き、音楽に合わせて自

由に身体を動かした
り、手拍子したりす
る。

・考えて打楽器と鍵盤
楽器を合わせて合奏す

る。
・楽器の名前や大きさ
を知り、音色の特徴に

気付く。

国「お話を読む」

特「1年間を振り返

ろう」

評価方法 ・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察

留意点

引継等

3

学

期

主に『おんがく☆☆☆』の題材を取り扱うが、行事や児童の実態によって他の題材を扱うことができる。



教科書／副教材

ワークシート

４月 6

（知及技）基本的な体作り
運動の楽しさを感じ、その

行い方を知り、基本的な動
きを身に付けることができ

る。（３段階Aア）
（思判表力）基本的な体つ
くり運動の楽しみ方を工夫

するとともに、考えたこと

や気付いたことなどを他者

に伝えることができる。

（３段階Aイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し

く基本的な体つくり運動を

したり、場や用具の安全に

気を付けたりしようとす
る。（３段階Aウ）

（知・技）基本的な体つく
り運動の楽しさを感じ、そ

の行い方を知り、基本的な
動きを身に付けている。

（思・判・表）基本的な体
つくり運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ

とや気付いたことなどを他

者に伝えている。

（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
基本的な体つくり運動をし

たり、場や用具の安全に気

を付けようとしている。

体つくり運動①
・あつまりっこ

・ウォーミングアップ
・リトミックをしよう

・あつまりっこ
　合図に合わせて集合

する。
・ウォーミングアップ

　歩く、走る、転がる
・リトミック
　リズムやカウントに

合わせて体を動かす。

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

５月 6

（知及技）基本的な体作り

運動の楽しさを感じ、その
行い方を知り、基本的な動

きを身に付けることができ

る。（３段階Aア）

（思判表力）基本的な体つ
くり運動の楽しみ方を工夫
するとともに、考えたこと
や気付いたことなどを他者

に伝えることができる。

（３段階Aイ）
（学・人）健康な生活に必
要な事柄に関する基本的な
知識や技能を身に付けなが

ら、うがい・手洗いに取り

組もうとする。（３段階G
ア）

（知・技）基本的な体つく

り運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けている。

（思・判・表）基本的な体

つくり運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ
とや気付いたことなどを他
者に伝えている。

（主学）健康な生活に必要

な事柄に関する基本的な知
識や技能を身に付けなが
ら、うがい・手洗いに取り
組もうとしている。

体つくり運動②

・あつまりっこ
・ウォーミングアップ

保健
・うがい、手洗い
　（年間を通して）

・あつまりっこ

　合図に合わせて集合
する。

・ウォーミングアップ

　歩く、走る、転がる

　上体起こし
　反復横とび　他
・感想発表

・うがい、手洗い

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

教科等横断的視点
他教科との関連

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名 単元・題材の活動内容

令和7年　小学部　５年　（Ⅱ課程A）　体育科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70時間 10名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
基本的な運動の楽しさを感じ、その行い方を知り、基本的な動きを身に付けるとともに、健康や
身体の変化について知り、健康な生活ができるようにする。（小知的３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
基本的な運動の楽しみ方や健康な生活の仕方について工夫するとともに、考えたことや気付いた

ことなどを他者に伝える力を養う。（小知的３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
きまりを守り、自分から友達と仲よく楽しく運動したり、場や用具の安全に気を付けたりしよう

とするとともに、自分から健康に必要な事柄をしようとする態度を養う。（小知的３段階）



６月 8

（知及技）水の中での基本
的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的

な動きを身に付けることが
できる。（３段階Dア）

（思判表力）水の中での基
本的な運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ

とや気付いたことなどを他
者に伝えることができる。

（３段階Dイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し
く水の中での基本的な運動

をしたり、場や用具の安全
に気を付けたりしようとす

る。（３段階Dウ）

（知・技）水の中での基本
的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的

な動きを身に付けている。
（思・判・表）水の中での

基本的な運動の楽しみ方を
工夫するとともに、考えた
ことや気付いたことなどを

他者に伝えている。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
水の中での基本的な運動を

したり、場や用具の安全に
気を付けたりしようとして

いる。

水の中での運動①
・水と友達になろう

・集合
・準備体操
・水かけっこ

　教師や友達と水のか
け合いをする。

・水中ウォーキング
　教師や友達と水中を
歩く。

・顔付け
　合図に合わせて水に

顔をつける。
・潜る

・自由タイム
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

７月 6

（知及技）水の中での基本
的な運動の楽しさを感じ、

その行い方を知り、基本的
な動きを身に付けることが
できる。（３段階Dア）

（思判表力）水の中での基
本的な運動の楽しみ方を工

夫するとともに、考えたこ
とや気付いたことなどを他

者に伝えることができる。

（３段階Dイ）

（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し
く水の中での基本的な運動

をしたり、場や用具の安全

に気を付けたりしようとす

る。（３段階Dウ）

（知・技）水の中での基本
的な運動の楽しさを感じ、

その行い方を知り、基本的
な動きを身に付けている。
（思・判・表）水の中での

基本的な運動の楽しみ方を
工夫するとともに、考えた

ことや気付いたことなどを
他者に伝えている。

（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく

水の中での基本的な運動を

したり、場や用具の安全に
気を付けたりしようとして

いる。

水の中での運動②
・水に慣れよう

・集合
・準備体操

・水かけっこ
　教師や友達と水のか
け合いをする。

・水中ウォーキング
　教師や友達と水中を

歩く。
・ボビング

・伏し浮き

・潜る

・自由タイム

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

９月 6

（知及技）走・跳の基本的

な運動の楽しさを感じ、そ

の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けることがで
きる。（３段階Cア）

（思判表力）走・跳の基本
的な運動の楽しみ方を工夫
するとともに、考えたこと

や気付いたことなどを他者
に伝えることができる。

（３段階Cイ）
（学・人）きまりを守り、
自分から友達と仲よく楽し

く走・跳の基本的な運動を
したり、場や用具の安全に

気を付けたりしようとす
る。（３段階Cウ）

（知・技）走・跳の基本的

な運動の楽しさを感じ、そ

の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けている。
（思・判・表）走・跳の基

本的な運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ
とや気付いたことなどを他

者に伝えている。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
走・跳の基本的な運動をし
たり、場や用具の安全に気

を付けたりしようとしてい
る。

走・跳の運動①

・リレーをしよう

・集合

・準備体操

・かけっこ

　スタート、ゴールを
確認する。

　教師と一緒に走る。
　１人で走る。
　友達と一緒に走る。

　バトンパスをする。
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

学

期

2

学

期



１０月 6

（知及技）走・跳の基本的
な運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けることがで
きる。（３段階Cア）

（思判表力）走・跳の基本
的な運動の楽しみ方を工夫
するとともに、考えたこと

や気付いたことなどを他者
に伝えることができる。

（３段階Cイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し
く走・跳の基本的な運動を

したり、場や用具の安全に
気を付けたりしようとす

る。（３段階Cウ）

（知・技）走・跳の基本的
な運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けている。
（思・判・表）走・跳の基

本的な運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ
とや気付いたことなどを他

者に伝えている。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
走・跳の基本的な運動をし

たり、場や用具の安全に気
を付けたりしようとしてい

る。

走・跳の運動②
・ジャンプをしよう

・集合
・準備体操
・跳んでみよう

　ⅰハードルジャンプ
　　片足、両足

　ⅱ的を触る
　　200cm程度の的を
ジャンプして触る。

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

１１月 6

（知及技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽
しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に

付けることができる。（３
段階Eア）

（思判表力）ボールを使っ

た基本的な運動やゲームの

楽しみ方を工夫するととも

に、考えたことや気付いた

ことなどを他者に伝えるこ

とができる。（３段階Eイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し

くボールを使った基本的な

運動やゲームをしたり、場

や用具の安全に気を付けた
りしようとする。（３段階E

ウ）

（知・技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽
しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に

付けている。
（思・判・表）ボールを

使った基本的な運動やゲー

ムの楽しみ方を工夫すると

ともに、考えたことや気付

いたことなどを他者に伝え

ている。

（主学）きまりを守り、自
分から友達と仲よく楽しく

ボールを使った基本的な運

動やゲームをしたり、場や

用具の安全に気を付けたり

しようとしている。

ボ-ルを使った運動や

ゲーム①
・ドッヂボールをしよ
う

・集合

・準備体操
・ドッヂボール
　投げる、逃げる。

　勝敗を決める。
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

１２月 8

（知及技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽

しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に
付けることができる。（３
段階Eア）

（思判表力）ボールを使っ

た基本的な運動やゲームの
楽しみ方を工夫するととも
に、考えたことや気付いた
ことなどを他者に伝えるこ

とができる。（３段階Eイ）

（学・人）きまりを守り、
自分から友達と仲よく楽し
くボールを使った基本的な
運動やゲームをしたり、場

や用具の安全に気を付けた

りしようとする。（３段階E

ウ）

（知・技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽

しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に
付けている。
（思・判・表）ボールを

使った基本的な運動やゲー

ムの楽しみ方を工夫すると
ともに、考えたことや気付
いたことなどを他者に伝え
ている。

（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
ボールを使った基本的な運
動やゲームをしたり、場や
用具の安全に気を付けたり

しようとしている。

ボ-ルを使った運動や

ゲーム②

・サッカーをしよう

・集合

・準備体操

・ボール蹴り
　ボールを蹴って的に
当てる。
　ボールを蹴って、

ゴールに入れる。

・サッカーをする。
・勝敗を決める。
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

2

学

期



１月 6

（知及技）器械・器具を
使っての基本的な運動の楽
しさを感じ、その行い方を

知り、基本的な動きを身に
付けることができる。（３

段階Bア）
（思判表力）器械・器具を
使っての基本的な運動の行

い方を工夫するとともに、
考えたことや気付いたこと

などを他者に伝えることが
できる。（３段階Bイ）

（学・人）きまりを守り、
自分から友達と仲よく楽し

く器械・器具を使っての基
本的な運動をしたり、場や

器械・器具の安全に気を付
けたりしようとする。（３
段階Bウ）

（知・技）器械・器具を
使っての基本的な運動の楽
しさを感じ、その行い方を

知り、基本的な動きを身に
付けている。

（思・判・表）器械・器具
を使っての基本的な運動の
行い方を工夫するととも

に、考えたことや気付いた
ことなどを他者に伝えてい

る。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
器械・器具を使っての基本

的な運動をしたり、場や器
械・器具の安全に気を付け

たりしようとしている。

器械・器具を使っての
運動①
・サーキット運動をし

よう

・集合
・準備体操
・サーキット運動

　ⅰ跳び箱をまたぐ
　ⅱマット上を転がる

　ⅲマット上ジャンプ
　ⅳ肋木昇降
　ⅴ鉄棒ぶら下がり

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

２月 6

（知及技）器械・器具を

使っての基本的な運動の楽
しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に

付けることができる。（３

段階Bア）

（思判表力）器械・器具を
使っての基本的な運動の行

い方を工夫するとともに、

考えたことや気付いたこと

などを他者に伝えることが

できる。（３段階Bイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し

く器械・器具を使っての基

本的な運動をしたり、場や

器械・器具の安全に気を付
けたりしようとする。（３

段階Bウ）

（知・技）器械・器具を

使っての基本的な運動の楽
しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に

付けている。

（思・判・表）器械・器具

を使っての基本的な運動の
行い方を工夫するととも

に、考えたことや気付いた

ことなどを他者に伝えてい

る。

（主学）きまりを守り、自
分から友達と仲よく楽しく

器械・器具を使っての基本

的な運動をしたり、場や器

械・器具の安全に気を付け

たりしようとしている。

器械・器具を使った運

動②
・サーキット運動をし
よう

・集合

・準備体操
・サーキット運動
　ⅰ跳び箱上からジャ

ンプ

　ⅱマット上を転がる

　ⅲマット上で前転
　ⅳ平均台上を歩く

　ⅴトランポリン

　ⅵ跳び箱を跳ぶ

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

３月 6

（知及技）基本的な表現運
動の楽しさを感じ、その行
い方を知り、基本的な動き
を身に付け、表現したり

踊ったりすることができ

る。（３段階Fア）
（思判表力）基本的な表現
運動の楽しみ方を工夫する
とともに、考えたことや気

付いたことなどを他者に伝

えることができる。（３段
階Fイ）
（学・人）きまりを守り、
自分から友達と仲よく楽し

く表現運動をしたり、場や

用具の安全に気を付けたり

しようとする。（３段階F
ウ）

（知・技）基本的な表現運
動の楽しさを感じ、その行
い方を知り、基本的な動き
を身に付け、表現したり

踊ったりしている。

（思・判・表）基本的な表
現運動の楽しみ方を工夫す
るとともに、考えたことや
気付いたことなどを他者に

伝えている。

（主学）きまりを守り、自
分から友達と仲よく楽しく
表現運動をしたり、場や用
具の安全に気を付けたりし

ようとしている。

表現運動①
・ダンスをしよう

・集合
・準備体操
・ダンス
　ⅰ設定ダンス

　　動物曲、流行曲

　ⅱ自由ダンス
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

評価方法

3

学

期

留意点

引き継ぎ等

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察



対象人数 教科書／副教材

10名 ワークシート

４月 3

・挨拶の大切さに気づき、場

に応じた言葉づかいや気持ち

のよい挨拶をしようとする。

また、挨拶の仕方について体

験的に学ぶことをとおして、

時と場合に応じた挨拶の仕方

を理解し考え、日常生活のさ

まざまな場面で実践しようと

する。

【Ｂ　礼儀】

・挨拶の相手

・挨拶の仕方

・知らない人にも挨拶を

することの意義や大切さ

について、考えること。

・礼儀正しい挨拶の仕方

を理解し、時と場に応じ

て実践しようとすること

について、考えること。

生活

オ人との関わり

国語

｢呼びかけてみよう｣

５月 3

・家族の愛情や家族の一員と

しての役割について考え、家

族に対する愛情をいっそう深

め、積極的に家族と関わり、

生活しようとする。

・日頃からお世話になってい

る全ての人に感謝の気持ちを

もち、伝えることの大切さに

ついて考え、日常生活のさま

ざまな場面で感謝の気持ちを

表そうとする。

【Ｃ　家族愛、家庭生

活の充実】

・家族の一員として

・家族のために

【Ｂ　感謝】

・周囲への感謝

・家族への感謝

・家族の愛情を受け止

め、家族のためにできる

ことをすすんで行おうと

することについて、考え

ること。

・お世話になっている身

近な人々に対して感謝の

気持ちを伝えることの意

義や大切さについて、考

えること。

・日頃からお世話になっ

ている身近な人々に対し

てどのような態度で接し

たり、どのような言葉か

けをしたりすればよい

か、また家族などの身近

な人々からの愛情に対し

て感謝の気持ちをもつこ

との大切さについて考え

ること。

生活

オ　人との関わり

カ　役割

キ　手伝い・仕事

国語

｢説明文を読もう｣

６月 4

・みんなの行動について考え

ることをとおして、仲間はず

れをしないことの大切さを理

解し、誰に対しても公正、公

平に接しようとする。

【Ｃ　公正、公平、社

会正義】

・分け隔てなく

・自分のクラスでも起こ

りかねない問題として捉

え、「なかまはずれ」が

起こらないようにするた

めには、どのようにして

いくのかがよいかについ

て考えること。

生活

オ　人との関わり

ケ　きまり

国語

｢リズムに親しもう」

｢長音･促音を読んでみ

よう｣

年間目標
道徳的諸価値の理解を基に、人間としてのよりよい生き方について考えながら他者とともによりよく生きるた

めの道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育む。

日 月
時

数
目標 主題名 活動内容

教科等横断的視点

他教科との関連

1

学

期

令和7年　小学部　５年　（Ⅱ課程A）　　特別の教科　道徳　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 担当者名

35時間



７月 2

・規則正しい生活や周りの人

に対する態度について考え、

わがままな行動をせず、正し

い生活態度で過ごし、周りの

人に迷惑をかけないようにし

ようとする。

【Ａ　節度、節制】

・生活を見直す

・物を大切に

・わがままをせず、規則

正しい生活を送ることの

大切さに気づき、これか

らどのようにすればよい

かについて考えること。

・物を大切にすることの

価値に気づき、物を大切

にすることについて考え

ること。

生活

ア　基本的生活習慣

ウ　日課・予定

オ　人との関わり

国語

｢お店の人にきいてみ

よう｣

｢電話の相手と話をし

よう｣

９月 3

・自分の思いだけでなく友達

の気持ちも考え、互いの気持

ちを理解しながら接しようと

する。また、友達と仲良くし

助け合うことの大切さについ

て考え、よりよい友達関係を

築こうとする。

【Ｂ　友情、信頼】

・友達の気持ちになっ

て

・友達の立場になって

【ここからわーく】

・心地よい関わり（人

との距離感を含む）

例：サイコロやルー

レットゲームで同意の

取り方、断り方を学ぼ

う

・ふわふわことば、ち

くちくことば

・自分の思いだけでな

く、友達の気持ちを考え

ることも大切にして、互

いの気持ちを理解しなが

ら接することについて自

分との関わりで考えるこ

と。

・友達の気持ちを考える

ことの大切さを理解し、

よりよい友達関係を築

き、互いに助け合うこと

について考えること。

生活

オ　人との関わり

国語

｢演じてみよう｣

１０月 4

・友達のよいところについて

考えることをとおして、自分

のよいところに気づき、そう

したよいところを伸ばそうと

する。

【Ａ　個性の伸長】

・よさを伸ばす

・自分のよさについて考

える授業をとおして、自

分のよいところや悪いと

ころなどにさまざまな視

点から気づき、どのよう

によいところを伸ばすか

について、できるだけ自

分で考えること。

生活

オ　人との関わり

国語

｢ひらがなをかこう｣

｢カタカナをかこう｣

｢かん字をかこう｣

｢話し合いをしよう」

１１月 4

・自ら働くことのよさや楽し

さについて考え、すすんでみ

んなのために働こうとする。

【Ｃ　勤労、公共の精

神】

・楽しく働く

・みんなのために働くと

いうことについて、自分

で考えること。

・みんなのために働くこ

とのよさに気づき、すす

んで仕事をしようとする

ことについて考えるこ

と。

生活

オ　人との関わり

カ　役割

キ　手伝い・仕事

国語

｢図書室に行ってみよ

う｣

｢説明文を読もう｣

１２月 3

・約束やきまりの大切さに気

づき、きまりを守って生活し

ようとする。また、体験的に

学ぶことをとおして、約束や

きまりの大切さに気づき考

え、みんなが使うものやみん

なのものを大切にしようとす

る。

【Ｃ　規則の尊重】

・きまりを守って

・みんなのものを大切

に

・楽しく遊ぶためにも約

束やきまりが必要である

ことについて、考えるこ

と。

・みんなが使うものを大

切にすることについて、

考えること。

生活

イ　安全

エ　遊び

オ　人との関わり

ケ　きまり

国語

｢標識を読んでみよう｣

｢文をかこう」

1

学

期

2

学

期



１月 3

・物事のよいことと悪いこと

について考え、よいと思うこ

とをすすんで行おうとする。

【Ａ　善悪の判断、自

律、自由と責任】

・よいことをすすんで

・心の強さ

・善悪を判断することの

大切さを理解し、正しい

ことを自らすすんでしよ

うとすることについて考

えること。

・勇気を出して正しいこ

とを行うことのよさにつ

いて、考えること。

生活

イ　安全

オ　人との関わり

ケ　きまり

国語

｢昔話」

｢カタカナのリズムを

感じよう」

２月 4

・自分の生命が多くの人に

よって大切にされ、支えられ

ていることについて考え、生

命を大切にして生活しようと

する。

・身近な自然や生き物に対す

る興味・関心を高め、自然や

動植物を大切にしようとする

とともに、身近な自然の中で

楽しく遊んだり、植物を育て

たり、動物と接したりして、

優しい心で自然と触れあおう

とする。

【Ｄ　生命の尊さ】

・私たちの命

・命を見つめる

【Ｄ　自然愛護】

・自然に親しむ

・自然とふれ合う

・自分の生命は多くの人

によって大切にされ、支

えられていることについ

て考えること。

・自然や動植物に親しむ

ことの大切さや、身近な

自然の中で楽しく遊んだ

り、植物を育てたり動物

に接したりして、優しい

心で自然とふれ合うこと

について考えること。

生活

エ　遊び

オ　人との関わり

サ　生命・自然

国語

｢げきをしよう｣

｢推敲して発表しよう｣

３月 2

・地域のよさについて考え、

国や郷土に親しもうとする。

・いろいろな国々の国旗や国

歌にこめられた思いなどにつ

いて考えることをとおして、

国旗や国歌に対する考えを深

め、他国に対する理解や親し

みをもとうとする。

【Ｃ　伝統と文化の尊

重、国や郷土を愛する

態度】

・国やふるさとのよさ

【Ｃ　国際理解、国際

親善】

・世界の国々

・国や郷土の文化や生活

について、考えることが

できる。

・国や郷土の文化や生活

のよさについて、考える

ことができる。

・国旗に込められた意味

とその大切さについて、

考えること。

・国旗や国歌の大切さに

ついて、考えること。

生活

コ　社会の仕組みと公

共施設

サ　生命・自然

国語

｢お話を読む」

・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察評価方法

3

学

期

留意点
引き継ぎ等



教科書／副教材

Let's　Try！１.2

４月 3

（知及技）いろいろな場面

に応じた挨拶の言い方を知
り、表現に慣れ親しむ。

【(1)(ア)】

（思判表力）表情やジェス

チャー等を工夫しながら挨
拶をし合う。【(３)①ア

(ア)】

（学・人）会話の中で様々

な挨拶をしようとする。

（知・技）外国語活動時や

他教科、学校生活全般を通
じ、英語の挨拶表現を活用

しようとしている。

（思・判・表）表情やジェ

スチャー等を交えて表現し
ている。

（主学）ジェスチャーや表

情等で挨拶しようとしてい

る。

挨拶をして友だちにな

ろう

Hello，Hi，
Goodbye,See you,

Let's start English
class.

That's all for

today.

ごきげんいかが？

How are you?
I'm～

fine,good,hungry,

tired

①歌

・「Hello song」
・「Goodbye song」

②アクティビティ
・英語の挨拶をして、
名刺をわたそう

・友達とごきげんいか
　が？を聞きあおう

③フォニックス
④ダンス

「Hello！」

Super Simple Songs

生「人との関わり」

国「役割をもって伝
えよう」

音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

５月 3

（知及技）自分の事を伝え

る言い方を知り表現に慣れ
親しむ。【(2)ア】

（思判表力）表情やジェス

チャーの大切さに気付き、

相手に伝わるよう工夫しな
がら自己紹介をする。【(3)

②ア(ｲ)】

（学・人）自分の名前や年

齢を英語で話そうとする。

（知・技）自分の事を伝え

る言い方を知り表現に慣れ
親しむことができる。

（思・判・表）表情やジェ

スチャーの大切さに気付

き、相手に伝わるように表
現している。

（主学）自分の名前や年齢

を英語で話そうとしてい
る。

自己紹介をしよう

What is your name?

My name is Taro.

I'm～（名前）

I'm～（年齢）

one,two,three,four,f

ive,six,seven,eight,

nine,ten,eleven,twel

ve,thirteen,

Nice to meet you.

①歌

・「Hello song」
・「Goodbye song」

・「数字のうた」

②アクティビティ

・友達や先生と自己紹

介をしよう
・ボールパスゲーム

音楽が止まって、ボー

ルを持っている人が自

己紹介をする。

③フォニックス
④ダンス
「Hello！」
Super Simple Songs

生「人との関わり」

国「役割をもって伝
えよう」

音「みんなで歌お

う」「音楽に合わせ

て踊ろう」

６月 4

（知及技）曜日の言い方を

知り、曜日を尋ねたり答え
たりする表現に慣れ親し
む。【(2)ア】

（思判表力）自分の好きな

曜日を身振りを交えて伝え
合うことができる。【(3)②
ア(ｱ)】

（学・人）曜日を英語で話

そうとする。

（知・技）外国語活動時や

他教科、学校生活全般を通
じて、英語で曜日を話した
り、思い出そうとしたりし

ている。

（思・判・表）自分の好き
な曜日を伝える際、身振り
を交える等表現している。

（主学）曜日を英語で話そ
うとしている。

今日は何曜日？

Monday,Tuesday,Wedne
sday,Thursday,Friday

,Saturday,Sunday

What day is today?
I like Friday.

Days of the week

①歌

・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「Days Of The Week

Song」Super Simple
Songs

②アクティビティ
・ボールパスゲーム
音楽が止まって、ボー

ルを持っている人が好

きな曜日を伝える。

③フォニックス
④ダンス
「Head Shoulders

Knees&Toes」

生「人との関わり」

国「長音促音を読ん
でみよう」
音「みんなで歌お

う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

令和7年　小学部　５年　（Ⅱ課程A）　　外国語活動　年間指導計画　(シラバス)

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

35時間 １０名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
外国語を用いた体験的な活動を通して、日本語と外国語の音声の違いなどに気付き、外国語の音声に慣れ親

しむことができる。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 身近で簡単な事柄について、外国語に触れ、自分の気持ちを伝え合う力の素地を養う。

（学・人）学びに向かう力、人間性
外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言語への関心を高め、進んでコミュニケーションを図るこ

とができる。

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材名



７月 2

（知及技）外来語とそれが
由来する英語の違いに気付
き、言い方の表現に慣れ親

しむ。【(2)イ】

（思判表力）身の回りの物
について、何かを尋ねたり
身振りを交えて答えたりす

る。【(3)②ア(ｱ)】

（学・人）外国語を通し
て、外国語のその背景にあ

る文化の多様性を知り、相
手に配慮しながら、コミュ

ニケーションを図ろうとす
る。

（知・技）外来語とそれが
由来する英語の違いに気付
き、言い方の表現に慣れ親

しむことができる。
（思・判・表）身の回りの

物について、尋ねたり身振
りを交えて表現したりして
いる。

（主学）外国語を通して、
外国語のその背景にある文

化の多様性を知り、相手に
配慮しながら、コミュニ

ケーションを図ろうとして
いる。

これなあに？
（身の回りの物）

(Apple,Strawberry,Ch
erry,Grape,Peach,Wat

ermelon,Lemon,Melon,
Pineapple,Banana）

What is this?
That is a banana.

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」

・「What's this?
Song」Grit for Kids

②アクティビティ
・シルエットクイズ
・神経衰弱ゲーム

カードが当たったら、
そのカードの単語を発

音する。
・３ヒントゲーム

③フォニックス
④ダンス

「Head Shoulders
Knees&Toes」

生「人との関わり」
国「お店の人に聞い
てみよう」

音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ

て踊ろう」

９月 3

（知及技）日本語と英語の
音声の違いに気付き、色や

食べ物の言い方の表現に慣
れ親しむ。【(2)イ】

（思判表力）色や食べ物に
ついて、何が好きかどうか

を尋ねたり身振りを交えて
答えたりする。【(3)②ア

(ｲ)】

（学・人）自分の好みを簡

単な英語の表現で紹介しよ
うとする。

（知・技）日本語と英語の
音声の違いに気付き、言い

方の表現に慣れ親しむこと
ができる。

（思・判・表）色や食べ物
について、何が好きかどう

かを尋ねたり身振りを交え
て表現したりしている。

（主学）自分の好みを簡単

な英語の表現で紹介しよう

としている。

好きなものはなあに？
（色、食べ物）

red,blue,green,black
,white,pink,yellow,o

range
What color do you

like?
I like ～

icecream,rice,fish,s

paghetti

What food do you
like?

I like ～

①歌
・「Hello song」

・「Goodbye song」
・「What color do you
like?」ABCタウン

②アクティビティ
・英語でかるた

色や食べ物カードをか
るたカードに見立てて

活動する。

・よく聞いてカラ－

ボールをとろう

③フォニックス
④ダンス

「Walking Walking」

Super Simple Songs

生「人との関わり」
国「お店の人に聞い

てみよう」「説明文
を読もう」
音「みんなで歌お

う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

１０月 4

（知及技）日本語と英語の

音声の違いに気付き、遊び

の言い方の表現に慣れ親し

む。【(1)イ(ｱ)】

（思判表力）遊びについ

て、何が好きかどうかを尋

ねたり身振りを交えて答え

たりする。【(3)②ア(ｱ)】

（学・人）自分の好きな遊

びを簡単な英語の表現で紹
介しようとする。

（知・技）日本語と英語の

音声の違いに気付き、言い

方の表現に慣れ親しむこと

ができる。

（思・判・表）遊びについ

て、何が好きかどうかを尋

ねたり身振りを交えて答え

たりする等工夫している。

（主学）自分の好きな遊び

を簡単な英語の表現で紹介
しようとしている。

好きなものはなあに？

（いろいろな遊び）

soccer,baseball,runn

ing,swimming

What play do you

like?

I like soccer.

ハロウィンを楽しもう

ghost,witch,spider

①歌

・「Hello song」

・「Goodbye song」

・「ハロウィンソン

グ」
②アクティビティ

・ジェスチャーゲーム

リーダーと同じジェス

チャーをしたらアウト

（おばけ、魔女、く
も）

・かぼちゃの福笑い
・英語でフルーツバス
ケット（色、食べ物）

③フォニックス
④ダンス

「Walking Walking」
Super Simple Songs

生「人との関わり」

国「話し合いをしよ

う」

音「みんなで歌お

う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

１１月 4

（知及技）動きの言葉の言
い方を知り、その表現に慣
れ親しむ。【(2)イ】

（思判表力）絵をみて、相

手に伝わるように工夫しな

がら答えたり伝えたりす
る。
【(3)②ア(ｱ)】

（学・人）簡単な英語の表

現で動きの言葉を言おうと
する。

（知・技）動きの言葉の言
い方を知り、その表現に慣
れ親しむことができる。

（思・判・表）絵をみて、

相手に伝わるように答えた

り伝えたりする等工夫して
いる。

（主学）簡単な英語の表現
で動きの言葉を言おうとし

ている。

動いてみよう
（速く、ゆっくり）

walk,jump,stop,sit,r
un,fast,slowly,go

clap,stomp,shake,jum

p,touch

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」

・「Action song」
・「Walking Walking」

②アクティビティ

・だるまさんが〇〇
walk,jump,stop,sit,ru
n,fast,slowlyを聞き分

けて、動く。
③フォニックス

④ダンス
「きらきら星」

生「人との関わり」
国「演じてみよう」
音「みんなで歌お

う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

1

学

期
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学

期



１２月 3

（知及技）外国の文化を知
り、慣れ親しむ。【(1)イ
(ｲ)】

（思判表力）なじみのある

言葉を伝え合ったり、なじ
みのある歌の英語版でダン
スを踊ったりする。【(3)②

ア(ｱ)】

（学・人）外国語を通し
て、外国語のその背景にあ

る文化の多様性を知り、相
手に配慮しながら、コミュ

ニケーションを図ろうとす
る。

（知・技）外国の文化を知
り、慣れ親しむことができ
る。

（思・判・表）なじみのあ

る言葉を伝え合ったり、な
じみのある歌の英語版でダ
ンスを踊ったりして表現し

ている。

（主学）大まかに外国の文
化について知り、意欲的に

コミュニケーションを図ろ
うとしている。

クリスマスだよ

merry christmas,

cake,candle,
Santaclaus,present,D

ecember,reindeer

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」

・「Jingle Bell」
・「Hello Reindeer,

Goodbye Snowman」
Super Simple Songs
②アクティビティ

・ジェスチャーゲーム
リーダーと同じジェス

チャーをしたらアウト
（クリスマスに関す

る）
・英語でフルーツバス

ケット（クリスマスに
関する単語」

③フォニックス
④ダンス
「きらきら星」

生「人との関わり」
国「図書室に行って
みよう」

音「季節の歌を歌お
う」「音楽に合わせ

て踊ろう」

１月 3

（知及技）身の回りにはア
ルファベットの文字で表さ
れているものがたくさんあ

ることに気付く。【(2)ア】

（思判表力）相手に伝わる
ように工夫しながら自分の
姓名の頭文字を伝えようと

する。【(3)②ア(ｱ)】

(学・人）身の回りからアル
ファベットの文字を探そう

としたり、体で表現しよう

したりする。

（知・技）身の回りにはア
ルファベットの文字で表さ
れているものがたくさんあ

ることに気付くことができ
る。

（思・判・表）相手に伝わ
るように工夫しながら自分

の姓名の頭文字を表現して

いる。

（主学）身の回りからアル

ファベットの文字を探そう

としたり、体で表現しよう

としている。

アルファベットと
なかよし
（ABCD）

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」

・「ABC song」
②アクティビティ

・英語でかるた
アルファベットカード
でかるたをする。

・よく聞いて身体表現

しよう

（T,O,I,L,M,S,V,X,H)
など

③フォニックス

④ダンス

「Baby Shark」

生「人との関わり」
国「標識を読んでみ
よう」

音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ

て踊ろう」

２月 4

（知及技）家族を表す言い

方を知り、その表現に慣れ

親しむ。【(2)イ】

（思判表力）身近な人につ
いて、注目して見聞きしよ

うとし、相手の働きかけに

応じようとする。【(3)②ア

(ｲ)】

（学・人）家族を表す単語
を話そうとしたり、身体で

表現しようとしたりする。

（知・技）家族を表す言い

方を知り、その表現に慣れ

親しむことができる。

（思・判・表）身近な人に
ついて、注目して見聞きし

ようと考えている。

（主学）家族を表す単語を
話そうとしたり、身体で表

現しようとしたりしてい
る。

この人はだれ？

（家族の紹介）

mother,father,brothe

r,sister

Who is this？

This is my mother.

Who are you?

I'm～

①歌

・「Hello song」

・「Goodbye song」

・「ABC song」

②アクティビティ
・ポイントゲーム

よく聞いて、絵カード

を指さすゲーム（1人～

複数人）

・絵本の読み聞かせ

「うちのかぞく」
③フォニックス

④ダンス
「Baby Shark」

生「人との関わり」

国「文を書こう」

音「みんなで歌お

う」「音楽に合わせ

て踊ろう」

３月 2

（知及技）日課を表す表現

に慣れ親しむ。【(2)イ】

（思判表力）身近で簡単な
事柄について、注目して見

聞きしようとし、相手の働
きかけに応じようとする。

【(3)②ア(ｱ)】

（学・人）外国語を通し

て、外国語のその背景にあ

る文化の多様性を知り、相
手に配慮しながら、コミュ

ニケーションを図ろうとす
る態度を養う。

（知・技）日課を表す表現

に慣れ親しむことができ

る。
（思・判・表）身近で簡単
な事柄について、注目して

見聞きしようとし、相手の
働きかけに応じようと考え

ている。

（主学）外国語を通して、

外国語のその背景にある文

化の多様性を知り、相手に
配慮しながら、コミュニ

ケーションを図ろうとして
いる。

私の1日を紹介しよう

wake up,eat,go,
study,sleep,wash

I wake up.

I go to school.
I take a bath．

①歌

・「Hello song」

・「Goodbye song」
・「ABC song」
②アクティビティ

・シルエットクイズ
・神経衰弱ゲーム

カードが当たったら、
そのカードの単語を発
音する。

③フォニックス

④ダンス
１年間のダンスの中か

ら選択

生「人との関わり」

国「推敲して発表し

よう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ

て踊ろう」

評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度

・行動観察　　　　・プリント
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留意点

引継等
※「ほしいものは何かな？」Let's　Try！2（Unit７）
※児童の実態に応じて、単元の入れ替えをしたり、扱う題材（動物、野菜）を追加・変更することがある。



教科書／副教材

４月 3

(知及技）学年・学級の友達
や教師について知り、仲良

くしようとすることができ
る。

（思判表力）
・友達や教師と仲良くしよ
うとする気持ちを表現でき

る。
（学・人）

・友達や教師と仲良くでき
る。

（知・技）
・学年・学級の友達や教師

について知ることができて
いる。

（思・判・表）
・友達や教師と仲良くしよ
うとする気持ちを表現して

いる。
（主学）

・友達や教師と仲良くしよ
うとしている。

①学年・学級開き
・学年、学級紹介、自

己紹介（１）
【ここからわーく】

・大きくなる体
(身長体重測定)

①学年・学級紹介、自
己紹介

・個人・学級の目標決
める。

・係・当番を決める。

○国 A・聞く・話す
B・書く　C・読む

「役割をもって伝え
よう」

○生 オ・人との関
わり「いろいろな人
に気持ちを伝えよ

う」

５月 3

（知及技）

・自分たちのことについて

知ることができる。

（思判表力）
・他学年の友達と仲良くし

ようとする気持ちを表現し

できる。

（学・人）自分たちのこと

を知ってもらい、他学年の
友達と仲良くしようとする

気持ちを持つことができ

る。

（知・技）

・自分たちのことについて

知ることができている。

（思・判・表）
・他学年の友達と仲良くし

ようとする気持ちを表現し

ている。

（主学）

・他学年の友達と仲良くし
ようとしている。

①学年紹介（１）

・児童集会見よう。

①児童集会に向けて学

年の紹介を見る。

○国　A・聞く・話

すB・書く　C・読む

「役割をもって伝え

よう」
○楽　A・表現

「音楽に合わせて踊

ろう」

○生 オ・人との関

わり「いろいろな人
に気持ちを伝えよ

う」

６月 4

（思判表力）自分達だけで

話し合いを行い、計画を立
て実施することができる。

(知及技）不審者に出会った
ときの対応について知るこ
とができる。

（学・人）
・お楽しみ会を実施しよう

とできる。
・実際に大声を出したり、
周囲の人に助けを求めたり

できる。

（知・技）

・話し合いをしようとして
いる。

・不審者に出会ったときの
対応について知ることがで
きている。

（思・判・表）
・お楽しみ会の内容を選ん

でいる。
・不審者に出会った時の対
応についてイラストなどを

見て正しい対応を選んでい
る。

（主学）
・お楽しみ会を実施しよう
としている。

・実際に大声を出したり、
周囲の人に助けを求めたり

しようとしている。

①お楽しみ会を計画し

よう（１）
・遊び大会やクッキン

グ
②不審者対応避難訓練
（１）

・事後学習

①話し合いの進め方を

確認する。
・お楽しみ会を計画、

立案し、友達と協力し
て活動する。
②動画や視覚教材を見

て、自分の身を守る方
法について知る。

・実際に大きな声を出
したり、周囲の人に助
けを求める練習をした

りして、不審者へに出
会った時の対応の仕方

を知る。

○国　A・聞く・話

すB・書く　C・読む
「役割をもって伝え

よう」
○生　イ・安全
「安全について考え

てみよう」
 キ・手伝い・仕事

「自分から進んで係
活動をしよう」

令和7年　小学部　５年　（　Ⅱ課程A　）　　特別活動　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

35時間 10名

年間目標

（知及び技）知識及び技能 話し合い活動の過程において、自分の気持ちを発表したり、他者の話をきいたりすることができる。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 基本的な生活習慣、約束やきまりを守ることの大切さに気づき、自ら考えて行動する力を養う。

（学・人）学びに向かう力、人間性 様々な集団での学習に参加でき、望ましい人間関係を築くことができるようにする。

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



７月 3

（学・人）自分たちのこと
を知ってもらい、他学年の
友達と仲良くしようとする

気持ちを持つことができ
る。

(思判表力）自分の頑張った
ことを振り返ることができ
る。

(知及技）夏休みの過ごし方
について知ることができ

る。

(知・技）
・児童集会の発表をした
り、見たりしている。

・自分の頑張ったことを振
り返っている。

（思・判・表）
・学年の事を知ってもらお
うと身振りや簡単な言葉で

表現している。
・夏休みの過ごし方につい

て考えている。
（主学）

・他学年の友達と仲良くし
ようとしている。

・夏休みにやりたいことを
発表しようとしている。

①学年紹介（１）
・児童集会を見よう。
②１学期頑張った会

（１）
・個人目標振り返り

・夏休みの過ごし方に
ついて

①児童集会に向けて学
年の紹介を見る。
②個人目標の振り返

り。キャリアパスポー
ト活用。

・夏休みの過ごし方に
ついての話を聞く。や
りたいことの発表。

○国　A・聞く・話
すB・書く　C・読む
「役割をもって伝え

よう」
○生　イ・安全

「安全について考え
てみよう」
 ア・基本的生活習

慣
「自分からやってみ

よう」

９月 3

(知及技）２学期の学習内容
についての話を聞き、見通

しを持つことができる。
(学・人）自分たちのことを

知ってもらい、他学年の友
達と仲良くしようとする気
持ちを持つことができる。

（思判表力）自分なりにめ
あてを持ち、期待感を持っ

て取り組む。

（知・技）
・学期の学習や行事につい

て知ることができている。
（思・判・表）

・２学期に頑張りたいこと
を選んでいる。
(学・人）自分たちのことを

知ってもらい、他学年の友
達と仲良くしようとする気

持ちを持つことができてい
る。

①２学期頑張ろう会
（１）

・２学期の学習、行事
について知ろう

②学年紹介（１）
・児童集会を見よう。

①２学期頑張ろう会で
２学期の行事や学習に

ついての話を聞く。
②児童集会に向けて学

年の紹介を見る。

○国　A・聞く・話
すB・書く

「役割をもって伝え
よう」「話し合いを

しよう」
○生　ウ・日課・予
定「予定を考えた毎

日の生活」　オ・人
との関わり「いろい

ろな人に気持ちを伝
えよう」

 カ・役割

「自分の役割に取り

組もう」

１０月 3

（思判表力）公共機関を使

うときのルールやマナー、

役割などについて考えるこ

とができる。
（学・人）

・自分のことは自分でしよ

うと取り組むことができ

る。

（思・判・表）

・ルールやマナー、役割な

どについて考えている。

（主学）
・自分のことは自分でしよ

うと取り組んでいる。

①校外学習 ①日程、活動内容、公

共機関を使う時のルー

ルやマナー等について

学習する。

○国　A・聞く・話

すB・書く

「役割をもって伝え

よう」
「話し合いをしよ

う」

○生　ウ・日課・予

定「予定を考えた毎

日の生活」

ケ・きまり

「マナーを守って行
動しよう」

１１月 3

（思判表力）自分たちのこ
とを知ってもらい、他学年
の友達と仲良くしようとす
る気持ちを持つことができ

る。
（思判表力）情報化社会に

おける自分の責任や義務に
ついて考え、ネットやスマ
ホを安全で便利に使おうと

することができる。
(知及技）地震津波が起こっ

た場合の避難の仕方につい
て知ることができる。

（知・技）
・ネットやスマホとの付き
合い方について知ることが
できている。

・地震津波が起こった場合
の避難の仕方について知る

ことができている。
（思・判・表）
・ネットやスマホを安全に

便利に使うための方法につ
いて考えている。

・机の下に隠れる練習をし
たり、「おはしもち」が表
す言葉を表現している。

①学年紹介（１）
・児童集会を見よう。
②ネットやスマホの付
き合い方（１）

・スマホの使い方につ
いて知ろう。

③地震津波避難訓練
（１）
・事後学習

①児童集会に向けて学
年の紹介を見る。
②新聞等を活用し、身
近に潜むネットやスマ

ホの危険性や身体への
影響について知る。

③安全に便利に使うた
めには、どのような方
法が良いか話し合う。

・机の下に隠れる練習
をしたり、「お・は・

し・も・ち」について
確認したりする。

○国　A・聞く・話
す B・書く
「役割をもって伝え
よう」

○生　ウ・日課・予
定」「予定を考えた

毎日の生活」
イ・安全
「安全について考え

てみよう」
ケ・きまり

「マナーを守って行
動しよう」

1

学

期
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期



１２月 4

（知及技）
・２学期に頑張ったことを
振り返ることができる。

・お楽しみ会について話し
合い、計画を立てることが

できる。
（思判表力）自分で頑張っ
たことを振り返り発表する

ことができる。
(思判表力）自分達だけで話

し合いを行い、計画を立て
実施することができる。

（知・技）
・２学期に頑張ったことを
振り返ることができてい

る。
・お楽しみ会について話し

合い、計画を立てることが
できている。
（思・判・表）

・身振りや簡単な言葉で２
学期に頑張ったことを表し

ている。
・お楽しみ会の内容を選ん

でいる。

①２学期頑張った会
（１）
・個人目標振り返り

②お楽しみ会を計画し
よう（1）

・遊び大会やクッキン
グ

①個人目標の振り返
り。キャリアパスポー
ト活用。２学期頑張っ

た会で発表する。
②話し合いの進め方を

確認する。
・楽しみ会を計画、立
案し、友達と協力して

活動する。

○国A・聞く・話す
B・書く
「役割をもって伝え

よう」「話し合いを
しよう」

○音　A・表現
「音楽に合わせて身
体を動かそう」

○生　ウ・日課・予
定「予定を考えた毎

日の生活」
 キ・手伝い・仕事

「自分から進んで係
活動をしよう」

ア・基本的生活習慣
「自分からやってみ

よう」

１月 3

（思判表力）自分で頑張っ

たことを振り返り発表する
ことができる。
（学・人）自分たちのこと

を知ってもらい、他学年の
友達と仲良くしようとする

気持ちを持つことができ
る。

(知及技）児童会役員の心得

などを知り、児童会への関

心を高める。

（思判表力）児童会役員と

して、頑張って欲しい人を
応援することができる。

(知及技）火災が起こった場

合の避難の仕方について知

ることができる。

（知・技）

・児童会役員の心得などに
ついて知ることができてい
る。

・火災が起こった場合の避
難の仕方について知ること

ができている。
（思・判・表）

・児童会役員として、頑

張って欲しい人を選んでい

る。

・煙を吸わないように避難

する練習をしたり、「おは
しもち」が表す言葉を簡単

な言葉や身振りで表現して

いる。

・演目を表現している。

（主学）自分たちのことを
知ってもらい、他学年の友

達と仲良くしようとする気

持ちを持つことができるて

いる。

①３学期頑張ろう会

（１）
・３学期の学習、行事
について知ろう

②学年紹介（１）
・児童集会を見よう。

③児童会選挙（1）
・事前学習

④火災避難訓練（１）

・事後学習

①３学期頑張ろう会で

３学期の行事や学習に
ついての話を聞く。
②児童集会に向けて学

年の紹介を見る。
③児童会役員選挙につ

いて
・学年選挙

④煙を吸わないように

避難する練習をした

り、「お・は・し・

も・ち」について確認

したりする。

○国　A・聞く・話

す B・書く　C・読
む
「役割をもって伝え

よう」
○音　A・表現

「お正月の歌」
○生

イ・安全

「安全について考え

てみよう」

 ウ・日課・予定

「予定を考えた毎日
の生活」

ア・基本的生活習慣

「・自分からやって

みよう」

２月 3

（思判表力）自分たちのこ

とを知ってもらい、他学年

の友達と仲良くしようとす

る気持ちを持つことができ
る。

（思・判・表）自分たちの

ことを知ってもらい、他学

年の友達と仲良くしようと

する気持ちを持っている。

①学年紹介（３）

・児童集会を見よう。

①児童集会に向けて学

年の紹介ビデオを見

る。

○国　A・聞く・話

B・書く

「役割をもって伝え

よう」
 オ・人との関わり

「いろいろな人に気
持ちを伝えよう」

３月 3

(知及技）めあてを持ち、取

り組むことができる。
（思判表力）感謝の気持ち
を持って会に参加すること
ができる。

(思判表力）自分が頑張った
ことを振り返り、発表する

ことができる。
（思判表力）自分達だけで
話し合いを行い、計画を立

て実施することができる。

（知・技）

・会の内容や係分担につい
て知ることができる。
（思・判・表）
・今まで関わってきた教師

に簡単な言葉や身振りで感
謝の気持ちを表現すること

ができる。

①６年生を送る会

（２）
・事前・司会や役割分
担
・会に参加する

②１年間を振り返ろう
（１）

・１年間の振り返る
・個人目標振り返り
③お楽しみ会を計画し

よう（1）

・遊び大会やクッキン

グ

①送る会の内容や係分

担について話合い、め
あてを持って活動す
る。
・今まで関わってきた

先生達に感謝の気持ち
を伝える。

②個人目標の振り返
り。キャリアパスポー
ト活用。

・５年生頑張った会に

参加し１年間で頑張っ

たことを発表する。
③話し合いの進め方を
確認する。
・楽しみ会を計画、立

案し、友達と協力して
活動する

○国　A・聞く・話

すB・書く　C・読む
「役割をもって伝え
よう」
○生 ウ・日課・予

定「予定を考えた毎
日の生活」

キ・手伝い・仕事
「自分から進んで係
活動をしよう」

カ・役割

「自分の役割に取り

組もう」
 ア・基本的生活習
「自分からやってみ
よう」

評価方法 ・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察

留意点

引き継ぎ等

2

学

期

3

学

期



教科書／副教材

ワークシート

４月 22

（知及技）
簡単なきまりやマナーに関

する知識や技能を身に付け
ることができる。【ケ-
(イ)】

（思判表力）

日常生活の簡単なきまりや
マナーに気付き、それらを

教師と一緒に守って行動し

ようとする。【ケ-(ア)】

（学・人）
教師と一緒に簡単なきまり

やマナーに従って行動しよ

うとする。

（知・技）
簡単なきまりやマナーに関

する知識や技能を身に付け
ている。

（思・判・表）
日常生活の簡単なきまりや

マナーに気付き、それらを
教師と一緒に守って行動し

ようとしている。

（主学）

教師と一緒に簡単なきまり
やマナーに従って行動しよ

うとしている。

きまり
①自分の物と他者の物

の区別
②学校のきまり

1 物を適切な方法で貸
し借りする。

2 貴重品や書類に触れ
たり、それらを持ち出
したりしない。

3 落とし物を拾ったと
きは、教師に届けた

り、持ち主を探して手
渡したりする。

4 学校等で、必要に応

じて簡単なきまりを相

談してつくる。

5 集会や校外学習等の
時は、集団行動に必要

な決まりを守る。

５月 25

（知及技）

日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べることができ

る。【サ－（イ）】

（思判表力）

日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化に気
付き、教師と一緒にそれら

を表現しようとすることが

できる。【サ－（ア）】

（学・人）
教師と一緒に日常生活に関

わりのある生命や自然につ
いて関心を持って調べた

り、表現しようとしたりし
て取り組もうとする。

（知・技）

日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化を理

解している。

（思・判・表）

日常生活に関わりのある生

命や自然の特徴や変化に気
付き、教師と一緒にそれら
を表現しようとしている。

（主学）
教師と一緒に日常生活に関
わりのある生命や自然につ
いて関心を持って調べた

り、表現しようとしたりし
て取り組もうとしている。

生命・自然

①自然との触れ合い
(年間を通して)

②季節の変化と生活

（年間を通して）

ここからわーく

　基本的生活習慣

　・排泄の方法
　・きれいな体

1 草木や木の実、落ち

葉等を集めたり、形や
色などの特徴をつかん

だり、植物の変化を捉

えたりする。

2 天気予報や台風など

の情報に関心をもつ。

3 正しい排泄方法
4 和式トイレ、洋式ト
イレの使い方

5 手洗いの手順

国「役割をもって伝

えよう」
　「説明文を読も

う」

　「文をかこう」

算「10といくつ」

図「見てみよう」

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

学

期

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

令和７年　小学部　５年　（Ⅱ課程Ｂ）　　生活科　年間指導計画　(シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

280時間 4名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
活動や体験の課程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、それらの関わりに気付く

とともに、生活に必要な習慣や技能を身に付けるようにする。（３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
自分自身や身の回りの生活のことや、身近な人々、社会及び自然と自分との関わりについて理解し、考えた

ことを表現することができるようにする。（３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
自分のことに取り組んだり、身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり、生

活を豊かにしようとしたりする態度を養う。（３段階）



６月 30

（知及技）
安全や防災に関わる知識や
技能を身に付けることがで

きる。【イー（イ）】

（思判表力）
日常生活の安全や防災に関
心をもち、教師と一緒に安

全な生活をするよう心がけ
ることができる。【イー

（ア）】

（学・人）
教師と一緒に安全について

考えたり、日常生活に関連
付けて表現したりする。

（知・技）
安全や防災に関わる知識や
技能を身に付けている。

（思・判・表）

日常生活の安全や防災に関
心をもち、教師と一緒に安
全な生活をするよう心がけ

ている。

（主学）
教師と一緒に安全に気をつ

けて活動しようとしてい
る。

安全
①危険防止
②交通安全

（年間を通して）

校外学習

1 危険な場所や状況を
自分から回避したり、
大人に知らせたりす

る。
2 交通信号の見方が分

かり、信号に従う。
3 道路は右側を歩き、
歩道のある場合は、歩

道を歩く。
4 「通行止」「横断禁

止」「危険」などの標
識が分かり、指示を守

る。
5 交通の頻繁な道路で

は遊ばない。
6 交通ルールを守り、

安全に自転車に乗る。

７月 18

（知及技）

手伝いや仕事をするための
知識や技能を身に付けるこ
とができる。【キー

（イ）】

（思判表力）
日常生活の手伝いや仕事を

一人もしくは教師と一緒に

進んでしようとすることが

できる。【キー（ア）】

（学・人）

日常生活の手伝いや仕事を

一人もしくは教師と一緒に

進んでしようと取り組んだ
り、生活を豊かにしようと

する。

（知・技）

手伝いや仕事をするための
知識や技能を身に付けるて
いる。

（思・判・表）

日常生活の手伝いや仕事を
一人もしくは教師と一緒に

進んでしようとしている。

（主学）
日常生活の手伝いや仕事を

進んでしようと取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

している。

手伝い・仕事

①手伝い
②整理整頓
③戸締り

(年間を通して)

1 自分から調理や製作

などの様々な手伝いを
する。
2 仕事に使う道具や器

具に慣れる。
3 道具や器具を大切に

扱う。
4 調理や製作の手伝い

をする。

5 他の教室などへ、伝

言に行く。
6 掃除用具、運動用

具、図書等の整理整頓

をする。

7 教室や特別教室の椅

子や机の整頓をする
８窓の開閉、戸締まり

等をする。

国「役割をもって伝

えよう」
算「10といくつ」

９月 28

（知及技）

安全や防災に関わる知識や
技能を身に付けることがで

きる。【イー（イ）】

（思判表力）
日常生活の安全や防災に関
心をもち、教師と一緒に安

全な生活をするよう心がけ

ることができる。【イー
（ア）】

（学・人）
教師と一緒に安全について

考えたり、日常生活に関連
付けて表現したりする。

（知・技）

安全や防災に関わる知識や
技能を身に付けている。

（思・判・表）
日常生活の安全や防災に関
心をもち、教師と一緒に安
全な生活をするよう心がけ

ている。

（主学）
教師と一緒に安全に気をつ

けて活動しようとしてい
る。

安全

①避難訓練
②防災

（年間を通して）

校外学習

1 避難のときは、教師

の指示に従う。
2 火災時と地震時の避

難の仕方が分かり、教

師と一緒に適切に行動
する。
3 火災や地震等の災害
に気付き、教師の話を

聞き適切に行動しよう

とする。
4 地域の安全な場所が
分かり、教師と一緒に

緊急時に移動する。

国「役割をもって伝

えよう」
算「10といくつ」
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１０月 30

（知及技）
日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べることができ
る。【サ－（イ）】

（思判表力）
日常生活に関わりのある生

命や自然の特徴や変化に気
付き、教師と一緒にそれら

を表現しようとすることが
できる。【サ－（ア）】

（学・人）

教師と一緒に日常生活に関
わりのある生命や自然につ

いて関心を持って調べた
り、表現しようとしたりし
て取り組もうとする。

（知・技）
日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化を理

解している。

（思・判・表）
日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化に気

付き、教師と一緒にそれら
を表現しようとしている。

（主学）

教師と一緒に日常生活に関
わりのある生命や自然につ

いて関心を持って調べた
り、表現しようとしたりし

て取り組もうとしている。

生命・自然
①動物の飼育・植物の
栽培

(年間を通して)

校外学習

1身近な昆虫や魚、小鳥
等を観察したり、飼育
したりする。

2 草花や野菜等を栽培
し、観察する。

3 飼育や栽培では、タ
ブレット端末等の情報
機器を効果的に活用

し、特徴や変化に関心
をもって観察する。

国「役割をもって伝
えよう」
　「説明文を読も

う」
　「文をかこう」

算「10といくつ」
図「見てみよう」

１１月 30

（知及技）
簡単なきまりやマナーに関

する知識や技能を身に付け
ることができる。【ケ-
(イ)】

（思判表力）

日常生活の簡単なきまりや

マナーに気付き、それらを
教師と一緒に守って行動し

ようとする。【ケ-(ア)】

（学・人）

教師と一緒に簡単なきまり
やマナーに従って行動しよ

うとする。

（知・技）
簡単なきまりやマナーに関

する知識や技能を身に付け
ている。

（思・判・表）

日常生活の簡単なきまりや

マナーに気付き、それらを

教師と一緒に守って行動し
ようとしている。

（主学）

教師と一緒に簡単なきまり

やマナーに従って行動しよ
うとしている。

きまり
①日常生活のきまり

②マナー

校外学習

1 公園や図書館等の決
まりを守る。

2 火災報知器や消化器
等の非常用設備の使用
法について、およそを

理解する。

3 公共交通機関や病

院、図書館等で静かに

行動したり過ごしたり
するなど、公共の場に

おけるマナーを身に付

ける。

１２月 22

（知及技）

日課や身近な予定を立てる

ために必要な知識や技能を

身に付けることができる。

【ウー（イ）】

（思判表力）
日常生活の日課・予定に気
付き、教師と一緒におよそ

の予定を考えながら、見通
しを持って行動しようとす

ることができる。【ウー
（ア）】

（学・人）
日課・予定に見通しを持っ

て自分のことに取り組んだ
り、生活を豊かにしようと
したりする。

（知・技）

日常生活の日課・予定を理

解している。

（思・判・表）
およその予定を考えなが

ら、見通しを持って行動し
ている。

（主学）
日課に沿って行動しようと

することができている。

日課・予定

①一週間程度の予定

②学校行事や家庭の予

定

（年間を通して）

1 日常生活におけるお

およその予定がわか

り、主体的に行動す

る。

2 一週間程度の予定が
わかる。

3 カレンダーや予定表
を見て、学校行事や家
庭の予定などに従って

行動する。
4 予定の変更に落ち着

いて対応する。

国「説明文を読も

う」

算「しらべよう」

2

学

期



１月 25

（知及技）
日常生活に関わりのある生
命や自然について関心を

持って調べることができ
る。【サ－（イ）】

（思判表力）
日常生活に関わりのある生

命や自然の特徴や変化に気
付き、教師と一緒にそれら

を表現することができる。
【サ－（ア）】

（学・人）

日常生活に関わりのある生
命や自然について教師と一

緒に調べたり、表現しよう
としたりして取り組もうと
する。

（知・技）
日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化を理

解している。

（思・判・表）
日常生活に関わりのある生
命や自然の特徴や変化に気

付き、教師と一緒にそれら
を表現しようとしている。

（主学）

日常生活に関わりのある生
命や自然について教師と一

緒に調べたり、表現しよう
としたりして取り組もうと

している。

生命・自然
①季節の変化と生活
(年間を通して)

1 太陽の出没の方角や
月の満ち欠け等を観察
する。

2 四季の変化に関心を
もつ。

3 天気予報に関心をも
つ。
4 季節と行事の関係に

関心をもつ。

国「役割をもって伝
えよう」
　「説明文を読も

う」
　「文をかこう」

算「10といくつ」
図「見てみよう」

２月 30

（知及技）

手伝いや仕事をするための
知識や技能を身に付けるこ
とができる。【キー

（イ）】

（思判表力）

日常生活の手伝いや仕事を

教師と一緒に取り組もうと

することができる。【キー

（ア）】

（学・人）

日常生活の手伝いや仕事を

教師と一緒に取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

したりする。

（知・技）

手伝いや仕事をするための
知識や技能を身に付けてい
る。

（思・判・表）

日常生活の手伝いや仕事を

教師と一緒に取り組んでい

る。

（主学）
日常生活の手伝いや仕事を

教師と一緒に取り組んだ

り、生活を豊かにしようと

している。

手伝い・仕事

①そうじ
②後片付け
(年間を通して)

校外学習

1  場所に適した掃除用

具等を選択し、 決めら
れた場所の掃除をす
る。

2 自分から決められた
場所に道具等を片付け

る。

3 手伝いや仕事の終了

時に報告をする。

国「役割をもって伝

えよう」
算「10といくつ」

３月 20

（知及技）

身近な人との簡単な応対な

どをするための知識や技能

を身に付けることができ

る。【オ–（イ）】

（思判表力）
身近な人と自分との関わり
が分かり、教師と一緒に簡
単な応対などをしようとす

ることができる。【オ–

（ア）】

（学・人）

多くの人たちとの関わりの
中で、人との応対の仕方を

学習し、教師と一緒に適切
な関わりをもとうとする。

（知・技）

身近な人との簡単な応対の

仕方を理解している。

（思・判・表）

身近な人と自分との関わり

が分かり、教師と一緒に簡

単な応対などをしようとし
ている。

（主学）

多くの人たちとの関わりの

中で、人との応対の仕方を
学習し、教師と一緒に適切
な関わりをもとうとしてい
る。

人との関わり

①自分自身と家族

②身近な人との関わり

③気持ちを伝える応対

(年間を通して)

1簡単な自己紹介をす

る。

2 身近な人に簡単な日

常のあいさつをする。

3 見たこと、聞いたこ

と、遊んだことを教師

や友達と話し合う。

4 友達のあやまちをむ
やみにとがめない。
5 友達との約束を守
る。

6 「ありがとう」「ご

めんなさい」を 適切に
言う。

国「電話の相手と話

をしよう」

評価方法
・三観点の確認　・授業に対する取組姿勢　・課題の処理意欲・態度　・理解度・習得度

 ・行動観察

3

学

期

留意点

引継等



教科書／副教材

こくご☆☆☆

４月 15

（知及技）身近な人との会話

を通して、物の名前や動作な

ど、いろいろな言葉の種類に

触れることができる。（２段

階ア-（ウ））

（思判表力）簡単な指示や説

明を聞き、その指示等に応じ

た行動をすることができる。

（２段階A-ア）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、読み聞かせ

に親しみ、言葉でのやり取り

を聞いたり伝えたりする。

（２段階）

（知・技）身近な人との会話

を通して、物の名前や動作な

ど、いろいろな言葉の種類に

触れようとしている。

（思・判・表）簡単な指示や

説明を聞き、その指示等に応

じた行動をしようとしてい

る。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、読み聞かせに

親しみ、言葉でのやり取りを

聞いたり伝えたりしようとし

ている。

・絵から想像してみよう

おはなしできるかな

・絵を見て、「どこへ

行ったのか」「何を買っ

たのか」「何をして遊ぶ

か」「何ができるか」の

場面から連想するイメー

ジを表現する。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢公共施設を知ろう｣

算数

｢くらべてみよう｣

図画工作

｢作ってみよう｣

特別活動

｢遊び大会をしよう｣

５月 17

(知及技)

身近な人との会話を通して、

物の名前や動作など、いろい

ろな言葉の種類に触れること

ができる。(２段階ア－

（ウ））

(思判表力)

身近な人の話に慣れ、簡単な

事柄と語句などを結び付けた

り、語句などから事柄を思い

浮かべることができる。（２

段階Ａ－（ア））

(学・人)

言葉がもつよさを感じるとと

もに、読み聞かせに親しみ、

言葉でのやり取りを聞いたり

伝えたりする。（２段階）

(知・技)

身近な人との会話を通して、

物の名前や動作など、いろい

ろな言葉の種類に触れようと

している。

(思・判・表)

身近な人の話に慣れ、簡単な

事柄と語句などを結び付けた

り、語句などから事柄を思い

浮かべようとしている。

(主学)

言葉がもつよさを感じるとと

もに、読み聞かせに親しみ、

言葉でのやり取りを聞いたり

伝えたりしようとしている。

文の構成

・くわしくはなそう

・色や量、長さを表す形

容詞を使ってものの状態

を説明したり反対の意味

を聞いたり使ったりして

表現をする。

☆年間を通して指導す

る。

算数

｢なかま分け｣

図画工作

｢見てみよう｣

特別の教科　道徳

｢いつも素直に｣

６月 20

(知及技)

身近な人との会話を通して、

物の名前や動作など、いろい

ろな言葉の種類に触れること

ができる。（２段階ア－

（ウ））

(思判表力)

体験したことなどについて、

伝えたいことを考えることが

できる。（２段階Ａ－ウ）

(学・人)

言葉がもつよさを感じるとと

もに、読み聞かせに親しみ、

言葉でのやり取りを聞いたり

伝えたりする。（３段階）

(知・技)

身近な人との会話を通して、

物の名前や動作など、いろい

ろな言葉の種類に触れようと

している。

(思・判・表)

体験したことなどについて、

伝えたいことを考えようとし

ている。

(主学)

言葉がもつよさを感じるとと

もに、読み聞かせに親しみ、

言葉でのやり取りを聞いたり

伝えたりしようとしている。

・なかま集め

あつめてみよう

テーマに沿った場面を思

い浮かべ、絵を指差した

り関係する言葉を話した

りする。

・実際の誕生会やパー

ティ等の写真を用意し、

その時に使ったものや気

持ち等、身振りや言葉で

表現する。

生活

｢生き物や自然の特徴

を知ろう｣

算数

「数えようくらべよ

う」

｢10といくつ｣

音楽

｢盛り上がりを感じて

歌おう｣

特別の教科　道徳

｢挨拶の相手｣

特別活動

｢学年・学級開き｣

令和７年　小学部　５年　（Ⅱ課程B）　　国語科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

175時間 ４名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
日常生活に必要な身近な言葉を身に付けるとともに、いろいろな言葉や我が国の言語文化に

触れることができるようにする。（小知的２・３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
言葉が表す事柄を想起したり受け止めたりする力を養い、日常生活における人との関わりの

中で伝え合い、自分の思いをもつことができるようにする。（小知的２・３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
言葉がもつよさを感じるとともに、読み聞かせに親しみ、言葉でのやり取りを聞いたり伝えたりしようとす

る態度を養う。（小知的２・３段階）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



７月 10

(知及技)

日常生活でよく使われている

平仮名を読むことができる。

（２段階ア－（イ））

(思判表力)

絵本などを見て、登場するも

のや動作などを考えることが

できる。（２段階Ｃ－ア）

(学・人)

言葉がもつよさを感じるとと

もに、読み聞かせに親しみ、

言葉でのやり取りを聞いたり

伝えたりする。（２段階）

(知・技)

日常生活でよく使われている

平仮名を読もうとしている。

(思・判・表)

絵本などを見て、登場するも

のや動作などを考えようとし

ている。

(主学)

・言葉がもつよさを感じると

と もに、読み聞かせに親し

み、言葉でのやり取りを聞い

たり伝えたりする態度を養お

うとしている。

・日常生活の言葉

ひらがなをよんでみよう

・50音の配列を参考にし

て「あ段」の言葉からリ

ズムよく読み進める。

・知っている平仮名や自

分の名前に使われている

平仮名を探し声に出して

読む。

・「あ」のつく言葉等の

言葉集めをし、知ってい

る言葉の数を増やす。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢生き物や自然の特徴

を知ろう｣

算数

｢形をつくろう｣

図画工作

｢描いてみよう｣

体育

｢ダンス｣

特別の教科　道徳

｢友達の気持ちになっ

て｣

特別活動

｢運動会頑張るぞ｣

９月 18

（知及技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

（３段階ア－（ウ））

昔話や神話・伝承などの読み

聞かせを聞き、言葉の響きや

リズムに親しむことができ

る。（３段階ウ－（ア））

（思判表力）相手に伝わるよ

う、発音や声の大きさに気を

付けることができる。（３段

階Ａ－オ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

の正しい読み方がわかる。

昔話や神話・伝承などの読み

聞かせを聞き、言葉の響きや

リズムに親しもうとしてい

る。

（思・判・表）相手に伝わる

よう、発音や声の大きさに気

を付けようとしている。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとしてい

る。

・リズムに親しもう

わらべうた

３段階

リズや言葉の響きを楽し

みながらわらべ歌遊びを

する。

生活

｢身近な生き物や自然

を知ろう｣

算数

｢形を作ろう｣

音楽

｢動物の鳴き声で遊ぼ

う｣

図画工作

｢感想画｣

特別な教科　道徳

｢生命がもつ力｣

１０月 20

（知及技）身近な人との会話

や読みかせを通して、言葉に

は物事の内容を表す働きがあ

ることに気付く。（３段階ア

－（ア））

姿勢や口形に気を付けて話す

ことができる。（３段階アー

（イ））

（思判表力）経験したことを

思い浮かべ、伝えたいことを

考えることができる。（３段

階Ａ－イ）

相手の話に関心を持ち、自分

の思いや考えを伝えたり、相

手の思いや考えを受け止めた

りすることができる。（３段

階Ａ－カ）

(学・人)言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）身近な人との会話

や読みかせを通して、言葉に

は物事の内容を表す働きがあ

ることに気付こうとしてい

る。

姿勢や口形に気を付けて話そ

うとしている。

（思判表力）経験したことを

思い浮かべ、伝えたいことを

考えようとしている。

相手の話に関心を持ち、自分

の思いや考えを伝えたり、相

手の思いや考えを受け止めた

りしようとしている。

(主学)言葉がもつよさを感じ

るとともに、図書に親しみ、

思いや考えを伝えたり受け止

めたりしようとしている。

・話し合いをしよう

たのしかったえんそく

・体験したことを振り返

り、思い浮かべたことを

言葉や身振り等で表現し

たり発表したりする。

生活

｢生き物や自然の特徴

を知ろう｣

算数

｢位置を表す言葉｣

音楽

｢季節の歌を歌おう｣

図画工作

｢描いてみよう｣

特別の教科　道徳

｢よさを伸ばす｣

１１月 20

（知及技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

を正しく読むことができる。

（３段階ア－（ウ））

（思判表力）絵本や易しい読

み物などを読み、時間的な順

序など内容の大体を捉えるこ

とができる。（３段階Ｃ－

イ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようとする。

（３段階）

（知・技）日常生活でよく使

う促音、長音などが含まれた

語句、平仮名、片仮名、漢字

を正しく読もうとする。

（思・判・表）絵本や易しい

読み物などを読み、時間的な

順序など内容の大体を捉えて

いる。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、図書に親し

み、思いや考えを伝えたり受

け止めたりしようととしてい

る。

・説明文を読もう

のりもの

・ものの状態や様子等を

短く説明した文章を読

む。

・促音、長音、拗音を含

む平仮名の読み方や簡単

な漢字の読み方などを確

認し、本文の文字を追っ

て読む。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢安全について考えて

みよう｣

算数

｢足し算｣

特別の教科　道徳

｢周囲への感謝｣

特別活動

｢児童集会のビデオを

作ろう｣

1

学

期

2

学

期



１２月 15

(知及技)

いろいろな筆記用具を用い

て、書くことができる。（２

段階イ－（ウ）㋐）

筆記用具の正しい持ち方や書

くときの正しい姿勢を理解し

て、写し書きやなぞり書きが

できる。（２段階イ－（ウ）

㋑）

(思判表力)自分の名前や物の

名前を文字で表すことができ

ることを知り、簡単な平仮名

をなぞったり、書いたりする

ことができる。（２段階Ｂ－

イ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、読み聞かせ

に親しみ、言葉でのやり取り

を聞いたり伝えたりする。

（２段階）

(知・技)

いろいろな筆記用具を用い

て、書こうとしている。

筆記用具の正しい持ち方や書

くときの正しい姿勢を理解し

て、写し書きやなぞり書きを

しようとしている。

(思・判・表)

自分の名前や物の名前を文字

で表すことができることを知

り、簡単な平仮名をなぞった

り、書いたりしようとしてい

る。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、読み聞かせに

親しみ、言葉でのやり取りを

聞いたり伝えたりしようとし

ている。（２段階）

・日常生活の言葉

ひらがなをかいてみよう

（年賀状作成等）

ひらがな

なまえ

よこがき

たてがき

・「愛汗祭」に取り組も

う

・絵を見ながら何か確認

し、指でなぞってから筆

記具を使ってなぞる。

・ひらがなと音を一致さ

せる。

・正しい書写の姿勢で、

マス目の中に文字を縦書

きや横書きで書く。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢安全について考えて

みよう」

算数

｢身近なかたち｣

特別の教科　道徳

｢友達と仲よく｣

特別活動

｢交流会をしよう｣

１月 10

(知及技)

いろいろな筆記用具を用い

て、書くことができる。（２

段階イ－（ウ）㋐）

筆記用具の正しい持ち方や書

くときの正しい姿勢を理解し

て、写し書きやなぞり書きが

できる。（２段階イ－（ウ）

㋑）

(思判表力)自分の名前や物の

名前を文字で表すことができ

ることを知り、簡単な平仮名

をなぞったり、書いたりする

ことができる。（２段階Ｂ－

イ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、読み聞かせ

に親しみ、言葉でのやり取り

を聞いたり伝えたりする。

（２段階）

(知・技)

いろいろな筆記用具を用い

て、書こうとしている。筆記

用具の正しい持ち方や書くと

きの正しい姿勢を理解して、

写し書きやなぞり書きをしよ

うとしている。

(思・判・表)

自分の名前や物の名前を文字

で表すことができることを知

り、簡単な平仮名をなぞった

り、書いたりしようとしてい

る。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、読み聞かせに

親しみ、言葉でのやり取りを

聞いたり伝えたりしようとし

ている。（２段階）

・日常生活の言葉

ひらがなをかいてみよう

（かきぞめ等）

ひらがな

なまえ

よこがき

たてがき

・「愛汗祭」に取り組も

う

・絵を見ながら何か確認

し、指でなぞってから筆

記具を使ってなぞる。

・ひらがなと音を一致さ

せる。

・正しい書写の姿勢で、

マス目の中に文字を縦書

きや横書きで書く。

☆年間を通して指導す

る。

生活

｢安全について考えて

みよう」

算数

｢身近なかたち｣

特別の教科　道徳

｢友達と仲よく｣

特別活動

｢交流会をしよう｣

２月 20

（知及技）昔話や神話・伝承

などの読み聞かせを聞き、言

葉の響きやリズムがわかる。

（３段階ウ－（ア））

（思判表力）絵本の読み聞か

せなどを通して、出来事など

話の大体を聞き取ろうとする

ことができる。（３段階Ａ－

ア）

絵本や易しい読み物などを読

み、挿絵と結び付けて登場人

物の行動や場面の様子などを

想像することができる。（３

段階Ｃ－ア）

絵本や易しい読み物などを読

み、時間的な順序など内容の

大体を捉えることができる。

（３段階Ｃ－イ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、読み聞かせ

に親しみ、言葉でのやり取り

を聞いたり伝えたりする。

（３段階）

（知・技）昔話や神話・伝承

などの読み聞かせを聞き、言

葉の響きやリズムに気付く。

（思・判・表）絵本の読み聞

かせなどを通して、出来事な

ど話の大体を聞き取ろうとし

ている。

絵本や易しい読み物などを読

み、挿絵と結び付けて登場人

物の行動や場面の様子などを

想像している。

絵本や易しい読み物などを読

み、時間的な順序など内容の

大体を捉えている。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、読み聞かせに

親しみ、言葉でのやり取りを

聞いたり伝えたりしようとし

ている。（３段階）

昔話

・おじいさんとねずみの

はなし

・教師の読み聞かせを聞

いたり挿し絵を見たりし

ながら、昔話のフレーズ

を真似したり、音読を発

表したりする。

算数

｢しらべよう｣

特別の教科　道徳

｢よいことをすすんで｣

特別活動

｢学年紹介｣

2

学

期

3

学

期



３月 10

（知及技）昔話や神話・伝承

などの読み聞かせを聞き、言

葉の響きやリズムがわかる。

（３段階ウ－（ア））

（思判表力）絵本の読み聞か

せなどを通して、出来事など

話の大体を聞き取ろうとする

ことができる。（３段階Ａ－

ア）

絵本や易しい読み物などを読

み、挿絵と結び付けて登場人

物の行動や場面の様子などを

想像することができる。（３

段階Ｃ－ア）

絵本や易しい読み物などを読

み、時間的な順序など内容の

大体を捉えることができる。

（３段階Ｃ－イ）

（学・人）言葉がもつよさを

感じるとともに、読み聞かせ

に親しみ、言葉でのやり取り

を聞いたり伝えたりする。

（３段階）

（知・技）昔話や神話・伝承

などの読み聞かせを聞き、言

葉の響きやリズムに気付く。

（思・判・表）絵本の読み聞

かせなどを通して、出来事な

ど話の大体を聞き取ろうとし

ている。

絵本や易しい読み物などを読

み、挿絵と結び付けて登場人

物の行動や場面の様子などを

想像している。

絵本や易しい読み物などを読

み、時間的な順序など内容の

大体を捉えている。

（主学）言葉がもつよさを感

じるとともに、読み聞かせに

親しみ、言葉でのやり取りを

聞いたり伝えたりしようとし

ている。（３段階）

昔話

・おじいさんとねずみの

はなし

・教師の読み聞かせを聞

いたり挿し絵を見たりし

ながら、昔話のフレーズ

を真似したり、音読を発

表したりする。

算数

｢しらべよう｣

特別の教科　道徳

｢よいことをすすんで｣

特別活動

｢学年紹介｣

評価方法

3

学

期

留意点
引き継ぎ等

・三観点の確認　・授業に対する取組姿勢　・課題の処理意欲・態度　・理解度・習得度　・行動観察

行事や児童の実態によって他の題材を扱うことができる。



教科書／副教材

さんすう☆☆(1)

さんすう☆☆☆

４月 9

（知及技）二つの数を比べて数

の大小が分かることができる。

（Aア（ア）オ）

（思判表力）数詞と数字、もの

との関係に着目し、数の数え方

や数の大きさの比べ方、表し方

について考え、それらを学習や

生活で興味をもって生かすこと

ができる。（Aア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き関心や興味を持ってい

る。関心や興味を示さなくても

課題に取り組むことができる。

（知・技）二つの数を比べて数の

大小がわかっている。

（思・判・表）数詞と数字、もの

との関係に着目し、数の数え方や

数の大きさの比べ方、表し方につ

いて考え、それらを学習や生活で

興味をもって生かしている。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

前学年の復習

☆☆本P34

・くらべてみよう①

☆☆本P38

・くらべてみよう②

☆☆本P40

・くらべてみよう③

☆☆本P42

・くらべてみよう④

・前学年の復習をする。

・①では、教室にある物の数を数

え、写真カードに置き換え、一対

一対応しながら比べる。数字を提

示しながら数詞で大小を確認す

る。

・②では、果物カードやおはじき

を使用して、５までの数で２数の

大小について学習する。

・③では、10までの数唱を行い10

の「階段」のタイルの数を数えて

数詞を言い、数字を当てはめてか

ら２数の大小について学習する。

・④では、表面が数字、裏面が

ドットで表された、カードを使用

する。二人の児童で数比べをす

る。

５月 14

（知及技）一つの数を二つの数

に分けたり、二つの数を一つの

数にまとめたりして表すことが

できる。（Aア（ア）ク）

（思判表力）数詞と数字、もの

との関係に着目し、数の数え方

や数の大きさの比べ方、表し方

について考え、それらを学習や

生活で興味をもって生かすこと

ができる。（Aア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き関心や興味を持ってい

る。関心や興味を示さなくても

課題に取り組むことができる。

（知・技）一つの数を二つの数に

分けたり、二つの数を一つの数に

まとめたりして表している。

（思・判・表）数詞と数字、もの

との関係に着目し、数の数え方や

数の大きさの比べ方、表し方につ

いて考え、それらを学習や生活で

興味をもって生かしている。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

☆☆本P52

・いくつといくつ①

☆☆本P54

・いくつといくつ②③④

・①では、一つの数を二つに分け

たり、分けた数をまとめて元の数

に戻したりする様子を目の前で見

て、数の変化の様子に気づき、そ

の変化の様子を数詞・数字と結び

つけられるようにする。

・②③④では「５」「６」「７」

それぞれ一つの数を二つに分けた

り、まとめたりする。

６月 17

（知及技）具体的な事物を加え

たり、減らしたりしながら、集

合数を一つの数と他の数と関係

付けてみることができる。（Aア

（ア）ケ）

・10の補数が分かることができ

る（Aア（ア）コ）

（思判表力）数詞と数字、もの

との関係に着目し、数の数え方

や数の大きさの比べ方、表し方

について考え、それらを学習や

生活で興味をもって生かすこと

ができる。（Aア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き関心や興味を持ってい

る。関心や興味を示さなくても

課題に取り組むことができる。

（知・技）具体的な事物を加えた

り、減らしたりしながら、集合数

を一つの数と他の数と関係付けて

いる。

・10の補数が分かっている。

（思・判・表）数詞と数字、もの

との関係に着目し、数の数え方や

数の大きさの比べ方、表し方につ

いて考え、それらを学習や生活で

興味をもって生かしている。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

☆☆本P60

・いくつといくつ⑤⑥

☆☆本P64

・10はいくつといくつ

☆☆本P66

・まとめ

・片方の児童が提示した数カード

を見て、もう片方の児童は「８」

や「９」になるために、何の数

カードを選択するかを学習する。

数字だけで難しい場合は、裏面の

ドットを見ながら選ぶ。

　

・10がどのように構成されている

かを学習する。「１と９は10」と

暗記するだけの指導にならないよ

うに黄色と緑のタイルの数が変化

していく様子に注目できるように

する。

・２段階の「数と計算」のまとめ

の学習。数の対応・数・数詞・数

字・数の大小（多少）・順序・合

成・分解・補数の内容をより深く

理解するように学習する。

単元・題材の活動内容
教科等横断的視

点他教科との関

連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

令和７年度　　　小学部　5年　（Ⅱ課程Ｂ）　　算数科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

１４０時間 ４名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などに気付き理解するとともに、日常の事象を数量や図

形に注目して処理する技能を身に付けるようにする。（小知的2、3段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉える力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などに気付き感じ取る

力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり柔軟に表したりする力を養う。（小知的2、3段

階）

（学・人）学びに向かう力、人間性等
数学的活動の楽しさに気付き、関心や興味をもち、学習したことを結び付けてよりよく問題を解決しようとする

態度、算数で学んだことを学習や生活に活用しようとする態度を養う。（小知的１～３段階）



７月 9

（知及技）20までの数につい

て、数唱を唱えたり、個数を数

えたり書き表したり、数の大小

を比べたりすることができる。

（Aア（ア）ア）

・数を10のまとまりとして数え

たり、10のまとまりと端数に分

けて数えたり書き表したりする

ことができる。（Aア（ア）エ）

（思判表力）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさ

の比べ方、表し方について考

え、学習や生活で生かすことが

できる。（Aア（イ）ア）

（学・人）数学的活動の楽しさ

に気付き関心や興味を持ってい

る。関心や興味を示さなくても

課題に取り組むことができる。

（知・技）20までの数について、

数唱を唱えたり、個数を数えたり

書き表したり、数の大小を比べた

りしている。

・数を10のまとまりとして数えた

り、10のまとまりと端数に分けて

数えたり書き表したりしている。

（思・判・表）数のまとまりに着

目し、数の数え方や数の大きさの

比べ方、表し方について考え、学

習や生活で生かしている。

（主学）数学的活動の楽しさに気

付き、関心や興味をもち、学習し

たことを結び付けてよりよく問題

を解決しようとしている。算数で

学んだことを学習や生活に活用し

ようとしている。

☆☆☆本P5

・10より大きいかず

（スーパーマーケット）

☆☆☆本P6

・10より大きいかず（10

といくつ①）

☆☆☆本P7

・10より大きいかず（10

といくつ②）

☆☆☆本P8

・10より大きいかず（か

ずをかきましょう）

・具体物を使って、11から20まで

の数を数える。

　

・①では12個のみかんを10のまと

まりが１つと残りが２個に分け、

「10こと２こ」と言う。10をひと

まとまりと捉える学習を行う。

・②では立方体の積み木を使い

「じゅう」と「に」で「じゅう

に」と言えるようにする。なぞり

書きをする。

　

・ばらばらになった具体物の数を

読み、書く。

　

９月 15

（知及技）身の回りにあるも
のの形に関心を持ち、丸や三
角、四角という名称を知るこ
とができる。（Ｂイ（ア）㋐
）
・大きさや色など属性の異な
るものであっても形の属性に
着目して、分類したり、集め
たりすることができる。（Ｂ
イ（イ）㋐ ）

（思判表力）身の回りにある
ものの形に関心を向け、丸や
三角、四角を考えながら分け
たり、集めたりすることがで
きる。（Ｂイ（イ）㋐ ）

（学・人）形を捉えて分類し
たり、形を書いたりする活動
を通して、身の回りのものの
形に興味をもつことができ
る。

（知・技）身の回りにあるもの
の形に関心を持ち、丸や三角、
四角という名称を知る。
・大きさや色など属性の異なる
ものであっても形の属性に着目
して、分類したり、集めたりし
ている。

（思・判・表）身の回りにある
ものの形に関心を向け、丸や三
角、四角を考えながら分けた
り、集めたりしている。

（主学）形を捉えて分類した
り、形を書いたりする活動を通
して、身の回りのものの形に興
味を持っている。

○身近なかたち
☆☆本P14～19
・まる、さんかく、し
かく②〜④

・４年生の復習をしながら、
丸、三角、四角のいびつな形を
準備し、どの形の仲間か分類す
る。（台形や菱形などの形が四
角の仲間であるということ）
・３年生より立体的なものを扱
う。
・児童の興味関心のあるお菓子
の箱などから丸、三角、四角を
見つける。

１０月 16

（知及技）縦や横の線、十
字、△や□をかくことができ
る。（Ｂイ（ア）㋑ ）
・身の回りにあるものの形に
関心を持ち、丸や三角、四角
という名称を知ることができ
る。（Ｂイ（ア）㋐ ）
・大きさや色など属性の異な
るものであっても形の属性に
着目して、分類したり、集め
たりすることができる。（Ｂ
イ（イ）㋐ ）

（思判表力）身の回りにある
ものの形に関心を向け、丸や
三角、四角を考えながら分け
たり、集めたりすること。
（Ｂイ（イ）㋐ ）

（学・人）棒を使ったり点と
点を線で繋いだりして色々な
形を作る活動を通して、様々
な形に興味をもつことができ
る。

（知・技）縦や横の線、十字、
△や□をかいている。
・身の回りにあるものの形に関
心を持ち、丸や三角、四角とい
う名称を知っている。
・大きさや色など属性の異なる
ものであっても形の属性に着目
して、分類したり、集めたりし
ている。

（思・判・表）身の回りにある
ものの形に関心を向け、丸や三
角、四角を考えながら分けた
り、集めたりしている。

（主学）棒を使ったり点と点を
線で繋いだりして色々な形を作
る活動を通して、様々な形に興
味をもっている。

○形を作ろう
☆☆本P22～23
・はたをつくろ
☆☆本P24～25
・いろいろなかたち②

・教科書の挿絵を活用し、線を
書く練習を行う。好きな線を何
本か書かせ、どんな形ができた
か発表しあう。
・一つ形ができたら、ペンや色
鉛筆の色を変え、見やすいよう
にする。
・児童の活動中、教師は形に関
する言葉かけを行う。
・色板教材やタングラム教材な
どの大きさや色、素材などの違
うものを用い、丸、三角、四角
の分類を行う。

1

学

期

2

学

期



１１月 15

くらべてみよう

☆☆P35

・どっちがおおきい、

どっちがちいさい

☆☆P37

・どっちがながい、どっ

ちがみじかい

☆☆P39

・どっちがおもい、どっ

ちがかるい

☆☆P41

・どっちがたかい、どっ

ちがひくい

・一方を基準にして比べ、量の大

きさを用語を用いて表現する。

・大きさの違うボールを実際に

持ったり並べたりする。

・机や教科書、ノートなどの長さ

比べる。

・大きいペットボトルと小さい

ペットボトルを持ち比べ、飲料水

をコップに注ぐ。

・ノート、教科書など日常使用し

ている物の重さや、見た目の予測

と実際の結果が逆になるもの等の

比較をする。

・高さが違う跳び箱を並べ、高さ

を比べる。

１２月 11

☆☆P43

・どっちがひろい、どっ

ちがせまい

くらべてみよう

☆☆P44～45

・どっちがあつい、どっ

ちがうすい

☆☆P46～47

・どっちがふかい、どっ

ちがあさい

長い順・大きい順

☆☆P48～49

・くらべてみよう

・一方を基準にして比べ、量の大

きさを用語を用いて表現する。

・広さが違う物を並べて比べる。

・切り分けているカステラを厚さ

を比較しながら選ぶ。

・図鑑と絵本、辞典とノートなど

厚さの異なる具体物を厚さの違い

を区別する。

・砂場で実際に穴を掘り、手を入

れるなどして深さを感じる。

・水の量が違う水槽を観察し比べ

る。

・お風呂やプール、水たまりや食

器など、身近なものを使って深さ

を比べる。

・積み木でお城を作る。

・積み木を横に並べたり、縦に積

んだりする。

１月 12

（知及技）日常生活の中で時刻

を読むことができる。（C測定イ

（ア）ア）

・時間の単位（日、午前、午

後、時、分）について知り、そ

れらの関係を理解することがで

きる。（Cイ（ア）イ）

（思判表力）時刻の読み方を日

常生活に生かして、時刻と生活

とを結び付けて表現することが

できる。（Cイ（イ）ア）

（学・人）時刻と生活の結び付

きに気づき、関心や興味をも

ち、学習したことを結び付けて

よりよく問題を解決することが

できる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用しようとすることがで

きる。

（知・技）日常生活の中で時刻を

読もうといている。

・時間の単位（日、午前、午後、

時、分）について知り、それらの

関係を理解している。

（思・判・表）時刻の読み方を日

常生活に生かして、時刻と生活と

を結び付けて表現している。

（主学）時刻と生活の結び付きに

気づき、関心や興味をもち、学習

したことを結び付けてよりよく問

題を解決しようとしている。

・算数で学んだことを学習や生活

に活用しようとしている。

時計の読み方

☆☆☆P80

・とけい（学校のせいか

つ）

☆☆☆P81

・とけい（ながいはり、

みじかいはり）

・学校生活と時刻を結びつける。

・模型の時計の針を操作する。

・アナログ時計やデジタル時計の

時刻（○時）を読む。

２月 14

（知及技）ものとものとを対応

させることによって、ものの同

等や多少を理解することができ

る。（Dイ（ア）ア）

(思判表力）身の回りにあるもの

の個数に着目して絵グラフなど

に表し、多少を読み取って表現

することができる。（Dイ（イ）

ア）

（学・人）ものの個数やグラフ

に関心をもち、主体的に取り組

むことができる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用することができる。

（知・技）ものとものとを対応さ

せることによって、ものの同等や

多少が分かる。

（思・判・表）身の回りにあるも

のの個数に着目して絵グラフなど

に表し、多少を読み取って表現し

ている。

（主学）ものの個数やグラフに関

心をもち、主体的に取り組もうと

している。

☆☆本P54～55

・かつのは、どっち

・P54の挿絵を見て、勝敗の決め方

を考え、玉の数に注目することに

気付き、分かりやすくするために

はどうしたらいいかを考える。

・玉入れを行う。玉を取り出す時

は意図的に間隔を均等にせずに並

べ、均等に配置することが必要で

あることに気付けるようにする。

・表を掲示したボードを用意す

る。かごから玉を１個取り出した

ら、ボードの表に丸印を貼り、玉

とボードの丸印は一対一の対応に

なることを確認する。赤と白を同

時に１個ずつ取り出していること

にも気づけるようにする。

・表を見比べることにより、視覚

的に赤と白の「多い」「少ない」

「同じ」を考え、丸印の数で多少

が分かることに気付く。

体育「ボールを

使った運動や

ゲーム」

2

学

期

（知及技）長さ、重さ、高さ及

び広さなどの量の大きさを理解

することができる。（C測定ア

（ア）ア）

・二つの量の大きさについて、

一方を基準にして相対的に比べ

ることができる。（Cア（ア）

イ）

・長い・短い、重い・軽い、高

い・低い及び広い・狭いなどの

用語を理解することができる。

（Cア（ア）ウ）

（思判表力）長さ、重さ、高さ

及び広さなどの量を、一方を基

準にして比べることに関心を

もったり、量の大きさを用語を

用いて表現することができる。

（Cア（イ）ア）

（学・人）具体物を観察し量の

属性に注目し二つの量を比べる

ことに気付き、関心や興味をも

ち、学習したことを結び付けて

よりよく問題を解決することが

できる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用しようとすることがで

きる。

（知・技）長さ、重さ、高さ及び

広さなどの量の大きさを理解して

いる。

・二つの量の大きさについて、一

方を基準にして相対的に比べてい

る。

・長い・短い、重い・軽い、高

い・低い及び広い・狭いなどの用

語を理解している。

（思・判・表）長さ、重さ、高さ

及び広さなどの量を、一方を基準

にして比べることに関心をもった

り、量の大きさを用語を用いて表

現している。

（主学）具体物を観察し量の属性

に注目し二つの量を比べることに

気付き、関心や興味をもち、学習

したことを結び付けてよりよく問

題を解決しようとしている。

・算数で学んだことを学習や生活

に活用しようとしている。

3

学

期



３月 8

（知及技）身の回りの出来事か

ら○×を用いた簡単な表を作成

することができる。（Dウ（ア）

ア）

・簡単な表で使用する○×の記

号の意味を理解することができ

る。（Dウ（ア）イ）

（思判表力）身の回りの出来事

を捉え、○×を用いた簡単な表

で表現することができる。（Dウ

（イ）ア）

（学・人）○×を用いた表に関

心もつことができる。

・算数で学んだことを学習や生

活に活用することができる。

（知・技）身の回りの出来事から

○×を用いた簡単な表を作成して

いる。

・簡単な表で使用する○×の記号

の意味が分かる。

（思・判・表）身の回りの出来事

を捉え、○×を用いた簡単な表で

表現している。

（主学）○×を用いた表に関心も

ち、日常生活で活用しようとして

いる。

☆☆本P56～57

・あたったら、はずれた

ら

・P56の挿絵を見ながら的当てゲー

ムのやり方やルールを確認する。

・挿絵を見ながら○のカードに注

目するように声をかけ、○×の記

号の意味を考えるように促す。

・移動黒板に貼られた表に気付く

ようにし、表を作って○×のカー

ドを貼っていくことで、ゲームの

結果を記録として残せることを確

認する。

・表やカードを作成し、的当て

ゲームを行う。当たったら「ま

る」当たらなかったら「ばつ」と

声に出して言いながら○×カード

を提示し、同時に表に貼る。

体育「ボールを

使った運動や

ゲーム」

評価方法 ・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察

3

学

期

留意点
引き継ぎ等



教科書／副教材

おんがく☆☆☆

４月 6

(知及技)示範の表現を見なが

ら、拍やリズム、旋律を表現

できる。（3段階Aア）

(思判表力)歌詞に合わせ、身

体表現できる。（3段階Aエ）

(学・人)歌詞に合わせ、身体

表現しながら歌おうとする。

（3段階）

(知・技)示範の表現を見なが

ら、拍やリズム、旋律を表現

できている。

(思・判・表)歌詞に合わせ、

身体表現している。

(主学)歌詞に合わせ、身体表

現しながら歌おうとしてい

る。

○いろいろなリズム

（器・音）

・ミッキーマウスマーチ

○音楽に合わせて踊ろう

（身・鑑）

・おどろうたのしいポー

レチケ

○季節の歌を歌おう

（歌）

・はるのかぜ

・はるがきた

・示範の表現を見なが

ら、拍やリズム、旋律を

表現する。

・示範の表現を見なが

ら、歌詞に出てくる情景

をイメージして身体表現

をする。

・歌詞に合わせ、身体表

現をしたり歌ったりす

る。

体「体つくり運動」
特「学年・学級開
き」

５月 6

(知及技)

①伴奏に合わせて歌ったり、

部分的に歌ったりできる。

②手拍子で合いの手を入れる

ことができる。（3段階Aア）

(思判表力)

①リズムや速度の面白さに気

付き、口ずさんだり、踊った

りして表現できる。（3段階A

エ）

②世界の国のダンスを知り、

歌ったり踊ったりして表現で

きる。

(学・人)口ずさんだり、踊っ

たりしようとする。（3段階）

(知・技)

①伴奏に合わせて歌ったり、

部分的に歌ったりできてい

る。

②手拍子で合いの手を入れる

ことができている。

(思・判・表)

①リズムや速度の面白さに気

付き、口ずさんだり、踊った

りして表現している。

②世界の国のダンスを知り、

歌ったり踊ったりして表現し

ている。

(主学)口ずさんだり、踊った

りしようとしている。

○盛り上がりを感じて歌

おう（歌）

・せんろはつづくよどこ

までも

○いろいろなリズム

（器・身）

・たのしいね

○音楽に合わせて踊ろう

（身）

・だるまさんがおどった

・リズムや速度の面白さ

に気付き、踊ったりす

る。

・伴奏に合わせて歌った

り、部分的に歌ったりす

る。

・手拍子で合いの手を入

れる。

・世界の国のダンスを知

り、歌ったり踊ったりす

る。

体「表現運動」
特「学年紹介」

６月 8

（知及技）階名唱をしたり、

キーボードや鍵盤ハーモニカ

などの旋律楽器を演奏したり

できる。(3段階Aイ)

（思判表力）

①歌詞に出てくる情景や生き

物等をイメージするような動

作をしながら歌って表現す

る。(3段階Aエ)

②楽器で雨の音を表現する。

（3段階Aイ）

③歌詞に出てくる言葉に合わ

せた動作をしながら、曲に合

わせて身体表現する。（3段階

Aエ）

（学・人）

①歌詞に出てくる情景や生き

物等をイメージするような動

作をしながら歌おうとする。

②歌詞に出てくる言葉に合わ

せた動作をしながら、曲に合

わせて身体表現をしようとす

る。（3段階）

（知・技）階名唱をしたり、

キーボードや鍵盤ハーモニカ

などの旋律楽器を演奏したり

できている。

（思・判・表）

①歌詞に出てくる情景や生き

物等をイメージするような動

作をしながら歌って表現して

いる。

②楽器で雨の音を表現してい

る。

③歌詞に出てくる言葉に合わ

せた動作をしながら、曲に合

わせて身体表現している。

（主学）

①歌詞に出てくる情景や生き

物等をイメージするような動

作をしながら歌おうとしてい

る。

②歌詞に出てくる言葉に合わ

せた動作をしながら、曲に合

わせて身体表現をしようとし

ている。

○ドレミの音で遊ぼう

（器）

・かえるのがっしょう

○身振りをつけてみんな

で歌おう（歌・身）

・さんぽ　テルテルボー

イズ

○リズムをつくろう

（音）

・雨の音がくをつくろう

○わらべうた（歌・身）

・階名唱をしたり、キー

ボードや鍵盤ハーモニカ

などの旋律楽器を演奏し

たりする。

・歌詞に出てくる情景や

生き物等をイメージする

ような動作をしながら歌

う。

・楽器で雨の音を表現す

る。

・歌詞に出てくる言葉に

合わせた動作をしなが

ら、曲に合わせて身体表

現する。

生「生命・自然」
体「表現運動」
道「自然とふれ合
う」

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

令和７年　小学部　５年　（Ⅱ課程Ｂ）　　音楽科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

７０時間 4名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
曲名や曲想と音楽のつくりについて気付くとともに、感じたことを音楽表現するために必要な技能を身に付

けるようにする。(小知的３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
感じたことを表現することや、曲や演奏の楽しさを見いだしながら、音や音楽の楽しさを味わって聴くこと

ができるようにする。(小知的３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
音や音楽に楽しく関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じるとともに、身の回りの様々な
音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。(小知的３段階）



７月 6

（知及技）

①友達と交互唱をする。(3段

階Aア)

②教階名唱をしたり鍵盤楽器

を演奏したりする。(3段階A

ア、Aイ)

③ウッドブロックとトライア

ングルの音を聴き比べ、楽器

の音色やリズムを感じながら

聴く。(3段階Bア)

（思判表力）、友達と交互唱

で表現する。(3段階Aア)

（学・人）ウッドブロックと

トライアングルの音を聴き比

べ、楽器の音色やリズムを感

じながら聴こうとする。（3段

階）

（知・技）

①友達と交互唱ができてい

る。

②階名唱をしたり鍵盤楽器を

演奏したりできている。

③ウッドブロックとトライア

ングルの音を聴き比べ、楽器

の音色やリズムを感じながら

聴くことができている。

（思・判・表）友達と交互唱

で表現している。

（主学）ウッドブロックとト

ライアングルの音をに聴き比

べ、楽器の音色やリズムを感

じながら聴こうとしている。

○みんなで歌おう（歌・

身）

・やおやのおみせ

○ドレミの音で遊ぼう

（器）

・きらきらぼし

○どんな音やリズムが聞

こえてくるかな（鑑）

・シンコペイテッドク

ロック

・友達と交互唱をする。

・に階名唱をしたり鍵盤

楽器を演奏したりする。

・ウッドブロックとトラ

イアングルの音を聴き比

べ、楽器の音色やリズム

を感じながら聴く。

国「お店の人に聞い
てみよう」
図「七夕飾り」

９月 6

（知及技）

①声の強弱をつけながら歌

う。（3段階Aア）

②リズムやテンポの遅速、曲

の雰囲気を感じながら曲を聴

く。（3段階Bア）

③とんぼが飛ぶ様子や馬が駆

ける様子を、身体表現する。

（3段階Aエ）

④曲に合わせてパーランクー

を叩く。(3段階Aイ)

（思判表力）

①声の強弱をつけながら工夫

して歌う。（3段階Aア）

②曲に合わせてパーランクー

の叩いて表現する。（3段階A

イ）

③とんぼが飛ぶ様子や馬が駆

ける様子を、身体表現する。

（3段階Aエ）

(学・人)曲に合わせてパーラ

ンクーを叩く。（3段階）

（知・技）

①声の強弱をつけながら歌う

ことができている。

②リズムやテンポの遅速、曲

の雰囲気を感じながら曲を聴

くことができている。

③とんぼが飛ぶ様子や馬が駆

ける様子を、身体表現できて

いる。

④曲に合わせてパーランクー

を叩くことができている。

（思・判・表）

①声の強弱をつけながら工夫

して歌っている。

②曲に合わせてパーランクー

の叩いて表現している。

③とんぼが飛ぶ様子や馬が駆

ける様子を、身体表現してい

る。

(主学)曲に合わせてパーラン

クーを叩こうとしている。

○季節の歌を歌おう(歌)

・あきの子

・まっかなあき

○物語の音楽を楽しもう

（鑑）

・オーバーザレインボー

○音楽に合わせて身体を

動かそう（音・身）

・とんぼ

・あらうま

○まつりを楽しもう（エ

イサー）（器・音・身）

・唐船ドーイ等

・声の強弱をつけながら

歌う。

・リズムやテンポの遅

速、曲の雰囲気を感じな

がら曲を聴く。

・とんぼが飛ぶ様子や馬

が駆ける様子を、身体表

現する。

・曲に合わせてパーラン

クーを叩く。

生「生命・自然」
体「表現運動」
道「自然とふれ合
う」「国やふるさと
のよさ」

１０月 6

（知及技）

①音の強弱や声の強さや柔ら

かさなど、教師の歌声を真似

て歌う。（3段階Aア）

②手拍子や太鼓でリズム奏を

する。（3段階Aイ）

③歌詞に出てくる動物などの

動きをイメージして、楽器や

体の動きで表現する。（3段階

Aイ、Aエ）

④リズムやテンポの遅速、曲

の雰囲気を感じながら曲を聴

く。（3段階Bア）

(思判表力)

①音の強弱や声の強さや柔ら

かさなど、教師の歌声を真似

て歌い方を工夫する。(3段階A

ア)

②手拍子や太鼓でリズムを表

現する。（3段階Aイ）

③歌詞に出てくる動物などの

動きをイメージして、楽器や

体の動きで表現する。（3段階

Aイ、Aエ）

（学・人）歌詞の表す情景や

気持ち、旋律と曲想との関わ

りについて気付き、味わって

曲を聴く。（3段階）

（知・技）

①音の強弱や声の強さや柔ら

かさなど、教師の歌声を真似

て歌うことができている。

②手拍子や太鼓でリズム奏が

できている。

③歌詞に出てくる動物などの

動きをイメージして、楽器や

体の動きで表現できている。

④リズムやテンポの遅速、曲

の雰囲気を感じながら曲を聴

くことができている。

(思・判・表)

①音の強弱や声の強さや柔ら

かさなど、教師の歌声を真似

て歌い方を工夫している。

②手拍子や太鼓でリズムを表

現している。

③歌詞に出てくる動物などの

動きをイメージして、楽器や

体の動きで表現している。

（主学）歌詞の表す情景や気

持ち、旋律と曲想との関わり

について気付き、味わって曲

を聴こうとしている。

○季節の歌を歌おう

（歌）

・夕やけ小やけ

・虫のこえ

○まつりを楽しもう

（器・音・身）

・村まつり

○音楽に合わせて身体を

動かそう（音・身）

・たたたんぴょん

・虫のがっそうたい

○物語の音楽を楽しもう

（鑑）

・オーバーザレインボー

・音の強弱や声の強さや

柔らかさなど、教師の歌

声を真似て歌う。

・手拍子や太鼓でリズム

奏をする。

・歌詞に出てくる動物な

どの動きをイメージし

て、楽器や体の動きで表

現する。

・リズムやテンポの遅

速、曲の雰囲気を感じな

がら曲を聴く。

生「生命・自然」
図「大好きな物語」
体「表現運動」
道「国やふるさとの
よさ」「世界の
国々」

1

学

期

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2

学

期



１１月 6

（知及技）

①教師や友達の歌声を真似

て、歌詞に出てくる動物の鳴

き声や擬音を発音したり歌っ

たりする。（3段階Aア）

②教師や友達の動きを真似た

り、友達と異なる動作をす

る。（3段階Aエ）

(思判表力)

①教師や友達の歌声を真似

て、歌詞に出てくる動物の鳴

き声や擬音を発音したり歌っ

たりして表現する。(3段階A

ア)

②教師や友達の動きを真似た

り、友達と異なる動作を工夫

する。(3段階Aエ）

(学・人)

①ハンドベル、トーンチャイ

ム、鉄琴などの楽器の音を出

し、音の重なりやハーモニー

を楽しむ。（3段階）

②教師や友達の動きを真似た

り、友達と異なる動作をしよ

うとする。

③跳んだりギャロップしたり

曲に合った動きをするなど、

楽しみながら曲を聴く。（3段

階）

（知・技）

①教師や友達の歌声を真似

て、歌詞に出てくる動物の鳴

き声や擬音を発音したり歌っ

たりすることができている。

②教師や友達の動きを真似た

り、友達と異なる動作ができ

ている。

(思・判・表)

①教師や友達の歌声を真似

て、歌詞に出てくる動物の鳴

き声や擬音を発音したり歌っ

たりして表現している。

②教師や友達の動きを真似た

り、友達と異なる動作を工夫

している。

(主学)

①ハンドベル、トーンチャイ

ム、鉄琴などの楽器の音を出

し、音の重なりやハーモニー

を楽しもうとしている。

②教師や友達の動きを真似た

り、友達と異なる動作をしよ

うとしている。

③跳んだりギャロップしたり

曲に合った動きをするなど、

楽しみながら曲を聴こうとし

ている。

○みんなで歌うリズムを

楽しもう（歌）

・ピクニック　ゆかいな

まきば　しょうじょうじ

のたぬきばやし

○音楽に合わせて身体を

動かそう（音・身）

・おちゃらかほい

○楽器の音色を楽しもう

（器・鑑）

・オーラリー

・ゴリウォーグのケーク

ウォーク

・教師や友達の歌声を真

似て、歌詞に出てくる動

物の鳴き声や擬音を発音

したり歌ったりする。

・教師や友達の動きを真

似たり、友達と異なる動

作をしたりする。

・ハンドベル、トーン

チャイム、鉄琴などの楽

器の音を出し、音の重な

りやハーモニーを楽し

む。

・跳んだりギャロップし

たり曲に合った動きをす

るなど、楽しみながら曲

を聴く。

国「話し合いをしよ
う」
体「表現運動」

１２月 8

(知及技)

①ピアノ伴奏や教師の歌声に

合わせてギャロップを踏む。

（3段階Aエ）

②曲調の違いを感じながら曲

を聴く。（3段階Bア）

(思判表力)

①ピアノ伴奏や教師の歌声に

合わせてギャロップを踏んで

表現する。（3段階Aエ）

②曲調の違いを感じながら曲

を聴き、表現する。（3段階B

ア）

（学・人）

①歌詞に合わせて自分自身や

友達の身体部位に触れ、友達

と関わり合いながら楽しむ。

（3段階）

②ハンドベル、トーンチャイ

ム、鉄琴などの楽器の音を出

し、音の重なりやハーモニー

を楽しむ。（3段階）

(知・技)

①ピアノ伴奏や教師の歌声に

合わせてギャロップを踏むこ

とができている。

②曲調の違いを感じながら曲

を聴くことができている。

(思・判・表)

①ピアノ伴奏や教師の歌声に

合わせてギャロップを踏んで

表現している。

②曲調の違いを感じながら曲

を聴き、表現できている。

（主学）

①、歌詞に合わせて自分自身

や友達の身体部位に触れ、友

達と関わり合いながら楽しも

うとしている。

②ハンドベル、トーンチャイ

ム、鉄琴などの楽器の音を出

し、音の重なりやハーモニー

を楽しもうとしている。

○音楽に合わせて身体を

動かそう（音・身）

・ギャロップでおどろう

○楽器の音色を楽しもう

（器・鑑）

・小犬のワルツ

○みんなで歌うリズムを

楽しもう（歌）

・手と手と手と

○楽器の音色を楽しもう

（器）

・オーラリー

・ピアノ伴奏や教師の歌

声に合わせてギャロップ

を踏む。

・曲調の違いを感じなが

ら曲を聴く。

・歌詞に合わせて自分自

身や友達の身体部位に触

れ、友達と関わり合いな

がら楽しむ。

・ハンドベル、トーン

チャイム、鉄琴などの楽

器の音を出し、音の重な

りやハーモニーを楽し

む。

体「体つくり運動」
「表現運動」

１月 6

（知及技）

①友達と交互唱をする。（3段

階Aア）

②、曲に合わせて強弱弱の3拍

子のリズムをとる。（3段階A

ウ）

（思判表力）

①、友達と交互唱で表現す

る。（3段階Aア）

②教師の歌やピアノに合わせ

て身体表現する。（3段階A

エ）

（学・人）音楽に興味・関心

をもち，友達と一緒に声を合

わせて歌ったり、音楽に合わ

せて体を動かしながら聴いた

りする学習に楽しんで取り組

む。（3段階）

（知・技）

①友達と交互唱ができてい

る。

②曲に合わせて強弱弱の3拍子

のリズムをとることができて

いる。

（思・判・表）

①友達と交互唱で表現してい

る。

②教師の歌やピアノに合わせ

て身体表現している。

（主学）音楽に興味・関心を

もち，友達と一緒に声を合わ

せて歌ったり、音楽に合わせ

て体を動かしながら聴いたり

する学習に楽しんで取り組も

うとしている。

○声を合わせて歌おう、

表現しよう（歌・身）

・ともだちになるために

○かけ合いを楽しみなが

ら歌おう（歌）

・かくれんぼ

○いろいろな声で表現し

て遊ぼう（歌・音・身）

・もしもコックさんだっ

たなら

・手のひらをたいように

・山びこごっこ

・おしくらまんじゅう

○お正月の歌（歌・鑑）

・お正月等

・友達と交互唱をする。

・範唱や伴奏を聴いて、

曲の一部を歌う。

・曲に合わせて強弱弱の3

拍子のリズムをとる。

道「国とふるさとの
よさ」
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学
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3

学

期



２月 6

（知及技）

①教師の範唱を聴いて、曲の

一部を模倣して歌う。（3段階

Aア）

②簡単なリズムの特徴や歌詞

に合わせて、身体表現する。

（3段階Aエ）

③階名唱をしたり、キーボー

ドやハンドベルで演奏したり

する。（3段階Aイ）

(思判表力）

①階名唱をしたり、キーボー

ドやハンドベルで演奏して表

現する。（3段階Aア、Aイ）

②簡単なリズムの特徴や歌詞

に合わせて、身体表現する。

（3段階Aエ）

(学・人)階名唱をしたり、

キーボードやハンドベルで演

奏しようとする。（3段階）

（知・技）

①教師の範唱を聴いて、曲の

一部を模倣して歌うことがで

きている。

②簡単なリズムの特徴や歌詞

に合わせて、身体表現できて

いる。

③階名唱をしたり、キーボー

ドやハンドベルで演奏したり

できている。

(思・判・表）

①階名唱をしたり、キーボー

ドやハンドベルで演奏して表

現している。

②簡単なリズムの特徴や歌詞

に合わせて、身体表現してい

る。

(主学)階名唱をしたり、キー

ボードやハンドベルで演奏し

ようとしている。

○声を合わせて歌おう、

表現しよう（歌・身）

・ともだちになるために

○言葉のリズムで遊ぼう

（歌・音・身）

・きたかぜ小ぞうのかん

たろう

・だいくのきつつきさん

・山ごやいっけん

・赤おにと青おにのタン

ゴ

○ドレミファソの音で遊

ぼう（器）

・こぐまの二月

・教師の範唱を聴いて、

曲の一部を模倣して歌

う。

・範唱や伴奏を聴いて、

曲の一部を歌う。

・簡単なリズムの特徴や

歌詞に合わせて、身体表

現する。

・階名唱をしたり、キー

ボードやハンドベルで演

奏したりする。

生「生命・自然」
道「自然とふれ合
う」

３月 6

(知及技）

①範唱や伴奏を聴いて、曲の

一部を歌う。（3段階Aア）

②友達と一緒に音楽劇をす

る。（3段階Aエ）

③リズムの特徴を感じ取り、

自由に体を動かしたり、手拍

子したりする。（3段階Aエ）

④打楽器や鍵盤楽器で合奏す

る。(3段階Aイ)

（思判表力）

①声の強さや柔らかさについ

て、教師の歌声を模倣して歌

い表現する。（3段階Bア）

②リズムの特徴を感じ取り、

自由に体を動かしたり、手拍

子して表現する。(3段階Aエ)

（学・人）

①友達と一緒に音楽劇をしよ

うとする。

②リズムの特徴を感じ取り、

自由に体を動かしたり、手拍

子したりしようとする。

③打楽器や鍵盤楽器で合奏し

ようとする。（3段階）

(知・技）

①範唱や伴奏を聴いて、曲の

一部を歌うことができてい

る。

②友達と一緒に音楽劇ができ

ている。

③リズムの特徴を感じ取り、

自由に体を動かしたり、手拍

子したりできている。

④打楽器や鍵盤楽器で合奏す

ることができている。

（思・判・表）

①声の強さや柔らかさについ

て、教師の歌声を模倣して歌

い表現している。

②リズムの特徴を感じ取り、

自由に体を動かしたり、手拍

子して表現している。

（主学）①友達と一緒に音楽

劇をしようとしている。

②リズムの特徴を感じ取り、

自由に体を動かしたり、手拍

子したりしようとしている。

③打楽器や鍵盤楽器で合奏し

ようとしている。

○声を合わせて歌おう、

表現しよう（歌・身）

・ともだちになるために

・ブレーメンの音がくた

い

○合奏を楽しもう（器・

音）

・ちゃいろの小びん

・いふうどうどう

○オーケストラを聴こう

（鑑）

・オーケストラのがっき

・範唱や伴奏を聴いて、

曲の一部を歌う。

・友達と一緒に音楽劇を

する。

・リズムの特徴を感じ取

り、自由に体を動かした

り、手拍子したりする。

・打楽器や鍵盤楽器で合

奏する。

国「お話を読む」
特「1年間を振り返
ろう」

留意点
引き継ぎ等

3

学

期

主に『おんがく☆☆☆』の題材を取り扱うが、行事や児童の実態によって他の題材を扱うことができる。

評価方法 ・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察



教科書／副教材

４月 6

（知及技）合わせ絵の技法で模様をつくる制作
活動を通して、形や色などの違いに気付くこと
ができる。（2段階共通事項ア（ｱ)）
絵の具や画用紙等色々な種類の紙を使い、合わ
せ絵の技法で模様をつくることができる。（２
段階Ａア(ｲ)）
（思判表力）材料などを基に自分のイメージを
もち模様に表すことができる。（２段階共通事
項ア（ｲ)、Ａア(ｱ)）
（学・人）つくりだす喜びを味わい楽しんで合
わせ絵の技法を使った活動に取り組む。（2段
階）

（知・技）合わせ絵での制作活
動を通して、形や色などの違い
に気付いている。
合わせ絵の技法で模様をつくっ
ている。
(思・判・表)合わせ絵の技法を
使って表現している。
（主学）合わせ絵の技法を使っ
て模様をつくる活動に楽しく取
り組もうとしている。

・描いてみ
よう
～模様を描
こう～
合わせ絵

・使いたい色の絵
の具や紙類を選ん
だり、絵の具で混
色を作ったりす
る。
絵の具を画用紙等
に垂らし、画用紙
等で挟んで色々な
模様をつくる。
作品を紹介し合
う。

算「位置を
表す言葉」

５月 6

（知及技）ゼリーカップや紙コップなど、色々
な形や素材の容器を使った制作活動を通して、
形や色、模様などの違いに気付くことができ
る。（2段階共通事項ア（ｱ)）
色々な形や素材の容器を使い、動物や糸電話を
作ることができる。（2段階Aア(イ)）
（思判表力）材料や感じたこと、想像したこ
と、見たことからイメージをもち、形に表すこ
とができる。（2段階共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）つくりだす喜びを味わい、楽しんで
制作活動に取り組んだり、制作物で遊んだりす
る。（2段階）

（知・技）色々な形や素材の容
器を使った制作活動を通して、
形や色、模様などの違いに気付
いている。
色々な形や素材の容器を使い、
教師と一緒に動物や糸電話を
作っている。
（思・判・表）色々な形や素材
の容器を使って、教師と一緒に
形に表している。
（主学）色々な形や素材の容器
を使い、楽しく制作活動に取り
組もうとしている。教師と一緒
に制作物で楽しく遊ぼうとして
いる。

・作ってみ
よう
～カップを
使って～
動物、糸電
話など

・ゼリーカップや
紙コップなど、
色々な形や素材の
容器を組み合わせ
て動物を作る。
色々なカップや紙
コップなどを使っ
て糸電話を作る。
作った作品を紹介
し合ったり、糸電
話で遊んだりす
る。

生「ものの
仕組みと働
き①」
算「合わせ
ていくつ」
「くらべて
みうよう」
「形をつく
ろう」

６月 8

（知及技）液体粘土作りや液体粘土を使った造
形活動を通して、触った感じや色々な形に変化
すること等に気付くことができる。（3段階共通
事項ア（ｱ)）
液体粘土を作ったり、液体粘土や布等を使って
工夫して形を作ったりすることができる。（3段
階Aア(イ)）
（思判表力）液体粘土に触った感じや色々な形
を基に自分のイメージをもち、液体粘土を使っ
て思い思いに形を作ることができる。（3段階共
通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）作り出す喜びを味わいながら、液体
粘土を使った造形活動に取り組む。（3段階）

（知・技）液体粘土作りや液体
粘土を使った造形活動を通し
て、触った感じや色々な形に変
化すること等に気付いている。
液体粘土を作ったり、液体粘土
や布等を使って工夫して形を
作ったりしている。
（思・判・表)液体粘土に触った
感じや色々な形を基に自分のイ
メージをもち、液体粘土を使っ
て思い思いに形を作っている。
(主学)液体粘土を使った造形活
動に楽しく取り組もうとしてい
る。

・作ってみ
よう
～液体粘土
と軍手を
使って～
色々な形

・液体粘土を作
る。
液体粘土を使って
軍手などの柔らか
い素材を固め、思
い思いの形を作
る。
作品を紹介し合
う。

算「かさを
はかろう」

令和７年　小学部　５年　（Ⅱ課程Ｂ）　　図画工作科　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70時間 ４名

年間目標

（知及技）知識及び技能
形や色などの違いに気付き、表したいことを基に材料や用具を使い、表し方を
工夫してつくるようにする。（２段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
表したいことを思い付いたり、作品などの面白さや美しさを感じ取ったりする
ことができるようにする。（２段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
進んで表現や鑑賞の活動に取り組み、つくりだす喜びを感じるとともに、形や色などに

関わることにより楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。（２段階）

単元・題材の活動
内容

教科等横断的視点

他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



７月 6

（知及技）パルプや和紙ブロックを作る活動を
通して、牛乳パックの形が変わっていく様子や
色の違いに気付くことができる。（2段階共通事
項ア（ｱ)）
牛乳パックからパルプを作ったり、色々な形や
色の和紙ブロックを作ったりすることができ
る。（2段階Aア(イ)）
（思判表力）材料や用具などを基に自分のイ
メージをもち、形に表すことができる。（2段階
共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）つくりだす喜びを味わい、楽しんで
制作活動に取り組む。（2段階）

（知・技）パルプや和紙ブロッ
クを作る活動を通して、牛乳
パックの形が変わっていく様子
や色の違いに気付いている。
牛乳パックからパルプを作った
り、色々な形や色の和紙ブロッ
クを作ったりしている。
（思・判・表）材料や用具など
を基に自分のイメージをもち、
形に表している。
（主学）牛乳パックからパルプ
を作ったり、色々な形や色の和
紙ブロックを作ったりする活動

に楽しく取り組もうとしてい
る。

・作ってみ
よう
～牛乳パッ
クを
使って～
和紙作り
（和紙ブ
ロック）

・牛乳パックから
パルプを作ること
を楽しむ。
絵の具を混ぜ、
色々な色のパルプ
を作る。
パルプを色々な型
に入れて固め、和
紙ブロックを作
る。
作品を紹介し合
う。

生「生命・
自然①」
国「説明文
を読もう」

９月 6

（知及技）感想画を描く活動を通して、形や色
などの違いに気付くことができる。（2段階共通
事項ア（ｱ)）
様々な画材から使いたい画材を選び、感想画を
描くことができる。（2段階Aア(イ)）
（思判表力）絵本等の挿絵や物語の内容を基に
自分のイメージをもち、絵に表すことができ
る。（2段階共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）好きな絵本等を絵に表す喜びを味わ
い、感想画を描く活動に取り組む。（2段階）

（知・技）感想画を描く活動を
通して、形や色などの違いに気
付いている。
様々な画材から使いたい画材を
選び、感想画を描いている。
（思・判・表）絵本等の挿絵や
話の内容を基に自分のイメージ
をもち、絵に表している。
（主学)感想画を描く活動に楽し
く取り組もうとしている。

・描いてみ
よう
～絵を見て
感じたこと
を描こう～
感想画

・物語を聞いたり
読んだりして感想
画に表したい本や
描きたい場面を選
ぶ。
物語を聞いたり読
んだり、挿絵を見
たりして思い浮か
べたことや感じた
ことから表したい
ことを見つけ、使
いたい画材を選ん
で絵に表す。
作品を紹介し合
う。

国「図書室
に行ってみ
よう」「昔
話」

１０月 6

（知及技）ちぎり絵の技法で模様や絵をつくる
制作活動を通して、紙を破った感覚や紙の感
触、形、色などの違いに気付くことができる。
（2段階共通事項ア（ｱ)）
色々な材質の紙を使い、ちぎり絵の技法で模様
や絵をつくることができる。（2段階Aア(イ)）
（思判表力）材料や感じたこと、想像したこ
と、見たことなどからイメージをもち、ちぎり
絵の技法で模様や絵に表すことができる。（2段
階共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）つくりだす喜びを味わい、楽しんで
制作活動に取り組む。（2段階）

（知・技）ちぎり絵の技法で模
様や絵をつくる制作活動を通し
て、紙を破った感覚や紙の感
触、形、色などの違いに気付い
ている。
色々な材質の紙を使い、ちぎり
絵の技法で模様や絵をつくって
いる。
（思・判・表）ちぎり絵の技法
で模様や絵に表している。
（主学）ちぎり絵の技法で模様
や絵をつくる活動に楽しく取り
組もうとしている。

・描いてみ
よう
～ちぎり絵
～
花火、海な
ど

・色々な材質の紙
を様々な方法で破
くことを試し、破
いてできる形の面
白さを感じ取る。
破いた紙の形や
色、質感に着目し
ながら、色々な組
み合わせを試して
模様や絵に表す。
作品を紹介し合
う。

生「生命・
自然②」
算「形をつ
くろう」

1

学

期

2

学

期



１１月 8

（知及技）紙版画の型紙を作ったり刷ったりする活動

を通して、色々な紙の材質や形の違い、紙版画の色の

違い、型紙と版画の関係などに気付くことができる。

（2段階共通事項ア（ｱ)）

色々な材質の紙や用具を使い、型紙を作ったり刷った

りすることができる。（2段階Aア(イ)）

（思判表力）紙の材質や形などを基に自分のイメージ

をもち、紙版画の型紙を作ったり刷ったりすることが

できる。（2段階共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））

（学・人）材料を切ったり組み合わせたりして版表現

に表す喜びを味わいながら、紙版画を作る活動に取り

組む。（2段階）

（知及技）作品の鑑賞を通して、形や色などの違いに

気付いたり、自分の見方や感じ方を広げたりすること

ができる。（2段階共通事項ア（ｱ)、Bア（ｱ)）

（思判表力）作品の鑑賞を通して、自分が感じたこと

を発表することができる。（2段階Bア（ｱ)）

（学・人）作品の鑑賞や作品を見て感じたことを話し

合う活動を通して、つくりだす喜びを味わう。（2段

階）

（知及技）表したいことに応じて材料や用具を選んだ

り、今までの経験や学習した技法を生かして工夫して

作品を作ったりすることができる。（3段階共通事項

ア（ｱ)、Aア(イ)）

（思判表力）今までの経験や学習した技法からイメー

ジをもち、使いたい材料や用具を選んで作品に表すこ

とができる。（3段階共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））

（学・人）一年間を振り返りながら作品作りに取り組

んだり、できあがった作品を紹介し合ったりする。

（3段階）

（知・技）紙版画を作る活動を通し

て、色々な紙の材質や形、色の違

い、型紙と版画の関係などに気付い

ている。

型紙の作り方や刷り方を知り、紙版

画を作っている。（思・判・表）紙

の材質や形などを基に自分のイメー

ジをもち、紙版画の型紙を作ったり

刷ったりしている。

(主学)紙版画を作る活動に楽しく取

り組もうとしている。

（知・技）作品の鑑賞を通して、形

や色などの違いに気付いている。

（思・判・表）作品の鑑賞を通し

て、自分が感じたことを表現してい

る。

（主学）作品の鑑賞や作品を見て感

じたことを話し合う活動に取り組も

うとしている。

（知・技）表したいことに応じて材

料や用具を選んでいる。今までの経

験や学習した技法を生かして工夫し

て作品を作っている。

（思・判・表）今までの経験や学習

した技法からイメージをもち、使い

たい材料や用具を選んで作品に表し

ている。

（主学）作品作りに楽しく取り組も

うとしている。作品を紹介しようと

したり、友達の作品を見ようとした

りしている。

・描いてみ
よう
～色々な紙
（段ボー
ル、画用紙
等）を使っ
て～
紙版画
・見てみよ
う（鑑賞）

・色々な材質の紙
を切ったり組み合
わせたりして思い
付いたことを表
す。
紙版画を刷る。
作品を紹介し合
う。

・2学期の活動を振
り返り作品を紹介
し合う。
作品を見て、面白

さや楽しさについ
て話したり、聞い
たりする。

生「生命・
自然③」
道「自然と
ふれ合う」

１２月 6

（知及技）窓アートの制作活動を通して、形や
色、模様などの違いに気付くことができる。（2
段階共通事項ア（ｱ)）
ハサミなどでカラーセロハンを切ったり、色々
な形のカラーセロハンを組み合わせて模様を
作ったりすることができる。（2段階Aア(イ)）
（思判表力）形や色などを基に自分のイメージ
をもち、模様に表すことができる。（2段階共通
事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）つくりだす喜びを味わい、楽しんで
制作活動に取り組む。（2段階）

（知及技）作品の鑑賞を通して、形や色などの
違いに気付いたり、自分の見方や感じ方を広げ
たりすることができる。（2段階共通事項ア
（ｱ)、Bア（ｱ)）
（思判表力）作品の鑑賞を通して、自分が感じ
たことを発表することができる。（2段階Bア
（ｱ)）
（学・人）作品の鑑賞や作品を見て感じたこと
を話し合う活動を通して、つくりだす喜びを味
わう。（2段階）

（知・技）窓アートの制作活動
を通して、形や色、模様などの
違いに気付いている。
ハサミなどでカラーセロハンを
切ったり、色々な形のカラーセ
ロハンを組み合わせて模様を
作ったりしている。
（思・判・表）カラーセロハン
を使って窓に模様を表現してい
る。
（主学）窓アートの活動に楽し
く取り組もうとしている。

（知・技）作品の鑑賞を通し
て、形や色などの違いに気付い
ている。
（思・判・表）作品の鑑賞を通
して、自分が感じたことを表現
している。
（主学）作品の鑑賞や作品を見
て感じたことを話し合う活動に
取り組もうとしている。

・作ってみ
よう
窓アート
・見てみよ
う（鑑賞）
～作品を見
て感じたこ
とを話し合
う～
身近な美術
作品

・ハサミの安全で
適切な使い方を確
かめながら、セロ
ハンを切ることを
楽しむ。
カラーセロハンの
切り方を工夫し
て、色々な形をつ
くる。
カラーセロハンを
使って、窓ガラス
に色々な模様を表
現する。
作品を鑑賞する。
・1学期の活動を振
り返り作品を紹介
し合う。
作品を見て、面白
さや楽しさについ
て話したり、聞い
たりする。

国「お話を
してみよ
う」「話し
合いをしよ
う」
道「友達の
気持ちに
なって」
「よさを伸
ばす」

１月 6

（知及技）紙粘土から色々な形を作り出す感覚
やペン立てを作ったりする活動を通して、紙粘
土の感触や形の違い、形が変化する様子などに
気付くことができる。（2段階共通事項ア（ｱ)）
紙粘土の扱いに慣れ、色々な形を作ったりペン
立てを作ったりすることができる。（2段階Aア
(イ)）
（思判表力）紙粘土から作り出した色々な形な
どを基に自分のイメージをもち、ペン立てを作
ることができる。（2段階共通事項ア(ｲ)、Aア
(ｱ））
（学・人）紙粘土の感触を味わい、色々な形を
作り出す喜びを楽しみながらペン立てを作る活
動に取り組む。（2段階）

（知・技）紙粘土から色々な形
を作り出す感覚やペン立てを
作ったりする活動を通して、紙
粘土の感触や形の違い、形が変
化する様子などに気付いてい
る。
紙粘土の扱いに慣れ、色々な形
を作ったりペン立てを作ったり
している。
（思・判・表）紙粘土から作り
出した色々な形などを基に自分
のイメージをもち、ペン立てを
作っている。
（主学）紙粘土で色々な形を作
り出したりペン立てを作ったり
する活動に楽しく取り組もうと
している。

・作ってみ
よう
～紙粘土を
使って～
ペン立て

・紙粘土に触れ、
どのような形がで
きそうか思い付い
たことを試す。
紙粘土やその他の
材料から表したい
ことを考え、ペン
立てを作ったりペ
ン立てを飾り付け
たりする。
作品を紹介し合
う。

生「ものの
仕組みと働
き②」

2

学

期

3

学

期



２月 6

（知及技）箱を並べたり積んだりつなげたりする活動

を通して、形の感じに気付くことができる。（3段階

共通事項ア（ｱ)）

様々な形や大きさの箱を使い、並べたり積んだりつな

げたりして工夫して形を作ることができる。（3段階A

ア(イ)）

（思判表力）様々な形や大きさの箱から自分のイメー

ジをもち、思い思いに並べたり積んだりつなげたりし

て色々な形に表すことができる。（3段階共通事項ア

(ｲ)、Aア(ｱ））

（学・人）作り出す喜びを味わいながら、様々な形や

大きさの箱を使った造形活動に取り組んだり、友達と

協力して作品をつくったり、友達と作品で遊んだりす

る。（3段階）

（知及技）作品の鑑賞を通して、形や色、表し方の面

白さなどに気付いたり、自分の見方や感じ方を広げた

りすることができる。（3段階共通事項ア（ｱ)、Bア

（ｱ)）

（思判表力）作品の鑑賞を通して、自分が感じたこと

を発表することができる。（3段階Bア（ｱ)）

（学・人）作品の鑑賞や作品を見て気付いたことや感

じたことを話し合う活動を通して、つくりだす喜びを

味わう。（3段階）

（知・技）箱を並べたり積んだりつ

なげたりする活動を通して、形の感

じに気付いている。

様々な形や大きさの箱を使い、並べ

たり積んだりつなげたりして工夫し

て形を作っている。

（思・判・表)様々な形や大きさの

箱から自分のイメージをもち、思い

思いに並べたり積んだりつなげたり

して工夫して形に表している。

(主学)様々な形や大きさの箱を使っ

た造形活動に楽しく取り組もうとし

ている。友達と協力して作品をつく

ろうとしたり、友達と作品で楽しく

遊ぼうとしたりしている。

（知・技）作品の鑑賞を通して、形

や色、表し方の面白さなどに気付い

ている。

（思・判・表）作品の鑑賞を通し

て、自分が気付いたことや感じたこ

とを表現している。

（主学）教師と一緒に、作品の鑑賞

や作品を見て気付いたことや感じた

ことを話し合う活動に取り組もうと

している。

・作ってみ
よう
～箱を使っ
て～
並べたり、
積んだりし
て車や電車
などを作
る。
・見てみよ
う（鑑賞）

・使ってみたい箱
を自由に選び、思
い思いに並べたり
積んだりする。
箱の形や大きさ、
色等を生かして、
並べたり積んだり
つなげたり、友達
と協力して車や電
車等を作る。
作品を使って、乗
り物ごっこ等で遊
ぶ。

・3学期の活動を振
り返り作品を紹介
し合う。
作品を見て、面白
さや楽しさについ
て話したり、聞い
たりする。

生「ものの
仕組みと働
き②」
算「位置を
表す言葉」
「くらべて
みよう」

３月 6

（知及技）表したいことに応じて材料や用具を
選んだり、今までの経験や学習した技法を生か
して工夫して作品集を作ったりすることができ
る。（3段階共通事項ア（ｱ)、Aア(イ)）
（思判表力）一年間で作成した作品や今までの
経験や学習した技法からイメージをもち、使い
たい材料や用具を選んで作品集に表すことがで
きる。（3段階共通事項ア(ｲ)、Aア(ｱ））
（学・人）一年間を振り返りながら作品集作り
に取り組んだり、できあがった作品集を紹介し
合ったりする。（3段階）

（知・技）表したいことに応じ
て材料や用具を選んでいる。今
までの経験や学習した技法を生
かして工夫して作品集を作って
いる。
（思・判・表）一年間で作成し
た作品や今までの経験や学習し
た技法からイメージをもち、使
いたい材料や用具を選んで作品
集に表している。
（主学）作品集作りに楽しく取
り組もうとしている。作品集を
紹介しようとしたり、友達の作
品集を見ようとしたりしてい
る。

・作ってみ
よう
～作品集作
り～

・作品を見ながら
一年間の活動を振
り返る。
表したいことに応
じて材料や用具を
選び、今までの経
験や学習した技法
を生かして作品集
を作る。
作品集を紹介し合
う。

特「１年間
を振り返ろ
う」

評価方法

3

学

期

留意点
引き継ぎ等

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察



対象人数 教科書／副教材

４名 ワークシート

４月 3

・挨拶の大切さに気づき、場に応

じた言葉づかいや気持ちのよい挨

拶をしようとする。また、挨拶の

仕方について体験的に学ぶことを

とおして、時と場合に応じた挨拶

の仕方を理解し考え、日常生活の

さまざまな場面で実践しようとす

る。

【Ｂ　礼儀】

・挨拶の相手

・知らない人(来訪者)にも挨拶をする

ことの大切さについて、自分との関わ

りで考えること。

・礼儀正しい挨拶の仕方を理解し、時

と場に応じて実践しようとすることに

ついて自分との関わりで考えること。

生活

「人との関わり

いろいろな人に気持ちを伝え

よう」

国語

「かんげいかい」

特別活動

「学年・学級開き」

「頑張ろう会」

５月 3

・家族の愛情や家族の一員として

の役割について考え、家族に対す

る愛情をいっそう深め、積極的に

家族と関わり、生活しようとす

る。

・日頃からお世話になっている全

ての人に感謝の気持ちをもち、伝

えることの大切さについて考え、

日常生活のさまざまな場面で感謝

の気持ちを表そうとする。

【Ｂ　感謝】

・家族への感謝

【Ｃ　家族愛、家庭生活の充

実】

・家族のために

・家族の愛情を受け止め、家族のため

にできることをすすんで行おうとする

ことについて考えること。

・お世話になっている身近な人々に対

して感謝の気持ちを伝えることの意義

や大切さについて考えること。

・日頃からお世話になっている身近な

人々に対してどのような態度で接した

り、どのような言葉かけをしたりすれ

ばよいか、また、家族などの身近な

人々からの愛情に対して感謝の気持ち

をもつことの大切さについて考えるこ

と。

生活

「いろいろな人に気持ちを伝

えよう」

国語

「くわしくはなそう」

６月 4

・みんなの行動について考えるこ

とをとおして、仲間はずれをしな

いことの大切さを理解し、誰に対

しても公正、公平に接しようとす

る。

【Ｃ　公正、公平、社会正

義】

・分け隔てなく

・自分のクラスでも起こりかねない問

題として捉え、「なかまはずれ」が起

こらないようにするためには、どのよ

うにしていくのかがよいかについて考

えること。

生活

「人との関わり

いろいろな人に気持ちを伝え

よう」

国語

「役割をもって伝えよう」

７月 2

・規則正しい生活や周りの人に対

する態度について、わがままな行

動をせず、正しい生活態度で過ご

し、周りの人に迷惑をかけないよ

うにしようとする。また、物の大

切さについて気づき、わがままを

せず、節度のある生活を送ろうと

する。

【Ａ　節度、節制】

・生活を見直す

・わがままをせず、規則正しい生活を

送ることの大切さに気づき、これから

どのようにすればよいかについて、自

分との関わりで考えること。

・物を大切にすることの価値に気づ

き、物を大切にすることについて、自

分との関わりで考えること。

生活

「基本的生活習慣①自分から

やってみよう②予定を考えた

毎日の生活」

国語

「おじいさんとねずみのはな

し」

「お店の人に聞いてみよう

・かいもの」

特別活動

「頑張った会」

「１年間を振り返る」

日 月
時

数

年間目標
道徳的諸価値の理解を基に、人間としてのよりよい生き方について考えながら他者とともによりよく生きるための道徳的な判断

力、心情、実践意欲と態度を育む。

令和７年　小学部　５年　（Ⅱ課程Ｂ）　　特別の教科　道徳　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 担当者名

35時間

主題名 活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

目標

1
学
期



９月 3

・友達や自分に対する理解を深

め、自分のよさを実感し、自分の

長所を伸ばそうとする。

【Ｂ　友情、信頼】

・友達の気持ちになって

【ここからわーく】

・心地よい関わり（人との距

離感を含む）

例：サイコロやルーレット

ゲームで同意の取り方、断り

方を学ぼう

・ふわふわことば、ちくちく

ことば

・友達との関わりの中で、自分の特徴

やよさを確かめ、伸ばそうとすること

について自分との関わりで考えるこ

と。

生活

「人との関わり

①いろいろな人に気持ちを伝

えよう」

国語

「はなしあいをしよう」

「演じてみよう

・さんびきのこぶた」

特別活動

「頑張ろう会」

１０月 4

・言葉の大切さを理解し考え、相

手が笑顔になるような言葉を使お

うとする。

【Ａ　個性の伸長】

・よさを伸ばす

・相手に言われて嬉しい言葉のよさに

気づき、言葉の大切さについて自分と

の関わりで考えること。

生活

「人との関わり

①いろいろな人に気持ちを伝

えよう」

国語

「はなしあいをしよう」

１１月 4

・自ら働くことのよさや楽しさに

ついて考え、すすんでみんなのた

めに働こうとする。

【C　勤労、公共の精神】

・楽しく働く

・みんなのために働くということにつ

いて考えること。

・みんなのために働くことのよさに気

づき、すすんで仕事をしようとするこ

とについて考えること。

生活

「役割

①自分の役割に取り組もう」

国語

「はなしあいをしよう」

１２月 3

・約束やきまりの大切さに気づ

き、きまりを守って生活しようと

する。また、体験的に学ぶことを

とおして、約束やきまりの大切さ

に気づき考え、みんなが使うもの

やみんなのものを大切にしようと

する。

【Ｃ規則の尊重】

・きまりを守って

・楽しく遊ぶためにも約束やきまりが

必要であることについて、自分との関

わりで考えること。

・みんなが使うものを大切にすること

について、自分との関わりで考えるこ

と。

生活

「きまり

①マナーを守って行動しよ

う」

国語

「お店の人に聞いてみよう

・かいもの」

特別活動

「頑張った会」

１月 3

・物事のよいことと悪いことにつ

いて考え、よいと思うことをすす

んで行おうとする。

【Ａ　善悪の判断、自律、自

由と責任】

・よいことをすすんで

・善悪を判断することの大切さを理解

し、正しいことを自らすすんでしよう

とすることについて考えること。

生活

「基本的生活習慣

①自分からやってみよう」

国語

「説明文を読もう

・のりもの、花」

特別活動

「頑張ろう会」

２月 4

・自分の生命が多くの人によって

大切にされ、支えられていること

について考え、生命を大切にして

生活しようとする。

・身近な自然や生き物に対する興

味・関心を高め、自然や動植物を

大切にしようとするとともに、身

近な自然の中で楽しく遊んだり、

植物を育てたり、動物と接したり

して、優しい心で自然と触れあお

うとする。

【D　生命の尊さ】

・私たちの命

【D　自然愛護】

・自然とふれ合う

・自分の生命は多くの人によって大切

にされ、支えられていることについて

考えること。

・自然や動植物に親しむことの大切さ

や、身近な自然の中で楽しく遊んだ

り、植物を育てたり動物に接したりし

て、優しい心で自然とふれ合うことに

ついて考えること。

生活

「生き物や自然の特徴を知ろ

う」

国語

「うさぎとかめ」

特別活動

「１３祝い」

３月 2

・地域のよさについて考え、国や

郷土に親しもうとする。

・いろいろな国々の国旗や国歌に

こめられた思いなどについて考え

ることをとおして、国旗や国歌に

対する考えを深め、他国に対する

理解や親しみを持とうとする。

【C　伝統と文化の尊重、国

や郷土を愛する態度】

・国やふるさとのよさ

【C　国際理解、国際親善】

・世界の国々

・国や郷土の文化や生活について、考

えることができる。

・国や郷土の文化や生活のよさについ

て、考えることができる。

・国旗に込められた意味とその大切さ

について、考えること。

・国旗や国歌の大切さについて、考え

ること。

生活

「「社会の仕組みと公共施設

②地域について調べよう」

国語

「ひらがなをかいてみよう」

「ブレーメンの町のおはな

し」

3
学
期

留意点
引き継ぎ等

・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察

2
学
期

評価方法



教科書／副教材

ワークシート

４月 6

（知及技）基本的な体作り
運動の楽しさを感じ、その
行い方を知り、基本的な動

きを身に付けることができ
る。（３段階Aア）

（思判表力）基本的な体つ
くり運動の楽しみ方を工夫
するとともに、考えたこと

や気付いたことなどを他者

に伝えることができる。

（３段階Aイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し

く基本的な体つくり運動を

したり、場や用具の安全に

気を付けたりしようとす
る。（３段階Aウ）

（知・技）基本的な体つく
り運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けている。
（思・判・表）基本的な体

つくり運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ
とや気付いたことなどを他

者に伝えている。

（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
基本的な体つくり運動をし

たり、場や用具の安全に気

を付けようとしている。

体つくり運動遊び①
・あつまりっこ
・ウォーミングアップ

・リトミックをしよう

・あつまりっこ
　合図に合わせて集合
する。

・ウォーミングアップ
　歩く、走る、転がる

・リトミック
　リズムやカウントに
合わせて体を動かす。

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

５月 6

（知及技）基本的な体作り

り運動の楽しさを感じ、そ

の行い方を知り、基本的な
動きを身に付けることがで

きる。（３段階Aア）

（思判表力）基本的な体つ

くり運動の楽しみ方を工夫

するとともに、考えたこと
や気付いたことなどを他者
に伝えることができる。

（３段階Aイ）

（学・人）健康な生活に必
要な事柄に関する基本的な
知識や技能を身に付けなが
ら、うがい・手洗いに取り

組もうとする。（３段階G

ア）

（知・技）基本的な体つく

り運動の楽しさを感じ、そ

の行い方を知り、基本的な
動きを身に付けている。

（思・判・表）基本的な体

つくり運動の楽しみ方を工

夫するとともに、考えたこ

とや気付いたことなどを他
者に伝えている。
（主学）健康な生活に必要

な事柄に関する基本的な知

識や技能を身に付けなが
ら、うがい・手洗いに取り
組もうとしている。

体つくり運動②

・あつまりっこ

・ウォーミングアップ

保健

・うがい、手洗い

　（年間を通して）

・あつまりっこ

　合図に合わせて集合

する。
・ウォーミングアップ

　歩く、走る、転がる

　上体起こし

　反復横とび　他

・感想発表
・うがい、手洗い

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
基本的な運動の楽しさを感じ、その行い方を知り、基本的な動きを身に付けるとともに、健康や
身体の変化について知り、健康な生活ができるようにする。（小知的２・３段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
基本的な運動の楽しみ方や健康な生活の仕方について工夫するとともに、考えたことや気付いた

ことなどを他者に伝える力を養う。（小知的２・３段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性

きまりを守り、自分から友達と仲よく楽しく運動したり、場や用具の安全に気を付けたりしよう

とするとともに、自分から健康に必要な事柄をしようとする態度を養う。（小知的２・３段階）

令和7年　小学部　５年　（Ⅱ課程B）　　体育科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

70時間 4名



６月 8

（知及技）水の中での基本
的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的

な動きを身に付けることが
できる。（３段階Dア）

（思判表力）水の中での基
本的な運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ

とや気付いたことなどを他
者に伝えることができる。

（３段階Dイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し
く水の中での基本的な運動

をしたり、場や用具の安全
に気を付けたりしようとす

る。（３段階Dウ）

（知・技）水の中での基本
的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的

な動きを身に付けている。
（思・判・表）水の中での

基本的な運動の楽しみ方を
工夫するとともに、考えた
ことや気付いたことなどを

他者に伝えている。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
水の中での基本的な運動を

したり、場や用具の安全に
気を付けたりしようとして

いる。

水遊び①
・水と友達になろう

・集合
・準備体操
・水かけっこ

　教師や友達と水のか
け合いをする。

・水中ウォーキング
　教師や友達と水中を
歩く。

・顔付け
　合図に合わせて水に

顔をつける。
・潜る

・自由タイム
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

７月 6

（知及技）水の中での基本

的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的
な動きを身に付けることが

できる。（３段階Dア）
（思判表力）水の中での基

本的な運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ

とや気付いたことなどを他

者に伝えることができる。

（３段階Dイ）

（学・人）きまりを守り、
自分から友達と仲よく楽し

く水の中での基本的な運動

をしたり、場や用具の安全

に気を付けたりしようとす

る。（３段階Dウ）

（知・技）水の中での基本

的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的
な動きを身に付けている。

（思・判・表）水の中での
基本的な運動の楽しみ方を

工夫するとともに、考えた
ことや気付いたことなどを

他者に伝えている。

（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく

水の中での基本的な運動を
したり、場や用具の安全に

気を付けたりしようとして

いる。

水遊び②

・水に慣れよう

・集合

・準備体操
・水かけっこ
　教師や友達と水のか

け合いをする。
・水中ウォーキング

　教師や友達と水中を
歩く。

・ボビング

・伏し浮き

・潜る

・自由タイム
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

９月 6

（知及技）走・跳の基本的

な運動の楽しさを感じ、そ

の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けることがで

きる。（３段階Cア）
（思判表力）走・跳の基本

的な運動の楽しみ方を工夫
するとともに、考えたこと

や気付いたことなどを他者

に伝えることができる。
（３段階Cイ）
（学・人）きまりを守り、
自分から友達と仲よく楽し

く走・跳の基本的な運動を

したり、場や用具の安全に
気を付けたりしようとす
る。（３段階Cウ）

（知・技）走・跳の基本的

な運動の楽しさを感じ、そ

の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けている。

（思・判・表）走・跳の基
本的な運動の楽しみ方を工

夫するとともに、考えたこ
とや気付いたことなどを他

者に伝えている。

（主学）きまりを守り、自
分から友達と仲よく楽しく
走・跳の基本的な運動をし
たり、場や用具の安全に気

を付けたりしようとしてい

る。

走・跳の運動遊び①

・リレーをしよう

・集合

・準備体操

・かけっこ

　スタート、ゴールを

確認する。
　教師と一緒に走る。

　１人で走る。
　友達と一緒に走る。

　バトンパスをする。

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

学

期

2

学

期



１０月 6

（知及技）走・跳の基本的
な運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けることがで
きる。（３段階Cア）

（思判表力）走・跳の基本
的な運動の楽しみ方を工夫
するとともに、考えたこと

や気付いたことなどを他者
に伝えることができる。

（３段階Cイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し
く走・跳の基本的な運動を

したり、場や用具の安全に
気を付けたりしようとす

る。（３段階Cウ）

（知・技）走・跳の基本的
な運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な

動きを身に付けている。
（思・判・表）走・跳の基

本的な運動の楽しみ方を工
夫するとともに、考えたこ
とや気付いたことなどを他

者に伝えている。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
走・跳の基本的な運動をし

たり、場や用具の安全に気
を付けたりしようとしてい

る。

走・跳の運動遊び②
・ジャンプをしよう

・集合
・準備体操
・跳んでみよう

　ⅰハードルジャンプ
　　片足、両足

　ⅱ的を触る
　　200cm程度の的を
ジャンプして触る。

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

１１月 6

（知及技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽
しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に

付けることができる。（３
段階Eア）

（思判表力）ボールを使っ
た基本的な運動やゲームの

楽しみ方を工夫するととも

に、考えたことや気付いた

ことなどを他者に伝えるこ
とができる。（３段階Eイ）

（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し

くボールを使った基本的な

運動やゲームをしたり、場
や用具の安全に気を付けた

りしようとする。（３段階E

ウ）

（知・技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽
しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に

付けている。
（思・判・表）ボールを

使った基本的な運動やゲー
ムの楽しみ方を工夫すると

ともに、考えたことや気付

いたことなどを他者に伝え

ている。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく

ボールを使った基本的な運

動やゲームをしたり、場や

用具の安全に気を付けたり
しようとしている。

ボ-ル遊び①

・ドッヂボールをしよ
う

・集合

・準備体操
・ドッヂボール
　投げる、逃げる。

　勝敗を決める。
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

１２月 8

（知及技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽

しさを感じ、その行い方を

知り、基本的な動きを身に
付けることができる。（３

段階Eア）

（思判表力）ボールを使っ
た基本的な運動やゲームの
楽しみ方を工夫するととも
に、考えたことや気付いた

ことなどを他者に伝えるこ

とができる。（３段階Eイ）
（学・人）きまりを守り、
自分から友達と仲よく楽し

くボールを使った基本的な
運動やゲームをしたり、場

や用具の安全に気を付けた
りしようとする。（３段階E
ウ）

（知・技）ボールを使った

基本的な運動やゲームの楽

しさを感じ、その行い方を

知り、基本的な動きを身に
付けている。

（思・判・表）ボールを

使った基本的な運動やゲー
ムの楽しみ方を工夫すると
ともに、考えたことや気付
いたことなどを他者に伝え

ている。

（主学）きまりを守り、自
分から友達と仲よく楽しく
ボールを使った基本的な運

動やゲームをしたり、場や
用具の安全に気を付けたり

しようとしている。

ボ-ル遊び②

・サッカーをしよう

・集合

・準備体操

・ボール蹴り

　ボールを蹴って的に
当てる。

　ボールを蹴って、

ゴールに入れる。
・サッカーをする。
・勝敗を決める。
・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

2

学

期



１月 6

（知及技）器械・器具を
使っての基本的な運動の楽
しさを感じ、その行い方を

知り、基本的な動きを身に
付けることができる。（３

段階Bア）
（思判表力）器械・器具を
使っての基本的な運動の行

い方を工夫するとともに、
考えたことや気付いたこと

などを他者に伝えることが
できる。（３段階Bイ）

（学・人）きまりを守り、
自分から友達と仲よく楽し

く器械・器具を使っての基
本的な運動をしたり、場や

器械・器具の安全に気を付
けたりしようとする。（３
段階Bウ）

（知・技）器械・器具を
使っての基本的な運動の楽
しさを感じ、その行い方を

知り、基本的な動きを身に
付けている。

（思・判・表）器械・器具
を使っての基本的な運動の
行い方を工夫するととも

に、考えたことや気付いた
ことなどを他者に伝えてい

る。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
器械・器具を使っての基本

的な運動をしたり、場や器
械・器具の安全に気を付け

たりしようとしている。

器械・器具を使っての
遊び①
・サーキット運動をし

よう

・集合
・準備体操
・サーキット運動

　ⅰ跳び箱をまたぐ
　ⅱマット上を転がる

　ⅲマット上ジャンプ
　ⅳ肋木昇降
　ⅴ鉄棒ぶら下がり

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

２月 6

（知及技）器械・器具を
使っての基本的な運動の楽

しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に

付けることができる。（３
段階Bア）

（思判表力）器械・器具を

使っての基本的な運動の行

い方を工夫するとともに、
考えたことや気付いたこと

などを他者に伝えることが

できる。（３段階Bイ）

（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し
く器械・器具を使っての基

本的な運動をしたり、場や

器械・器具の安全に気を付

けたりしようとする。（３

段階Bウ）

（知・技）器械・器具を
使っての基本的な運動の楽

しさを感じ、その行い方を
知り、基本的な動きを身に

付けている。
（思・判・表）器械・器具

を使っての基本的な運動の

行い方を工夫するととも

に、考えたことや気付いた
ことなどを他者に伝えてい

る。

（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく

器械・器具を使っての基本
的な運動をしたり、場や器

械・器具の安全に気を付け

たりしようとしている。

器械・器具を使っての
遊び②

・サーキット運動をし
よう

・集合
・準備体操

・サーキット運動
　ⅰ跳び箱上からジャ

ンプ
　ⅱマット上を転がる

　ⅲマット上で前転

　ⅳ平均台上を歩く

　ⅴトランポリン
　ⅵ跳び箱を跳ぶ

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

３月 6

（知及技）基本的な表現運

動の楽しさを感じ、その行

い方を知り、基本的な動き

を身に付け、表現したり
踊ったりすることができ
る。（３段階Fア）

（思判表力）基本的な表現
運動の楽しみ方を工夫する

とともに、考えたことや気
付いたことなどを他者に伝
えることができる。（３段

階Fイ）
（学・人）きまりを守り、

自分から友達と仲よく楽し
く表現運動をしたり、場や
用具の安全に気を付けたり

しようとする。（３段階F
ウ）

（知・技）基本的な表現運

動の楽しさを感じ、その行

い方を知り、基本的な動き

を身に付け、表現したり
踊ったりしている。
（思・判・表）基本的な表

現運動の楽しみ方を工夫す
るとともに、考えたことや

気付いたことなどを他者に
伝えている。
（主学）きまりを守り、自

分から友達と仲よく楽しく
表現運動をしたり、場や用

具の安全に気を付けたりし
ようとしている。

表現遊び①

・ダンスをしよう

・集合

・準備体操

・ダンス

　ⅰ設定ダンス
　　動物曲、流行曲
　ⅱ自由ダンス

・感想発表

生：「きまり」「いろ

いろな遊び」「人との

関わり」

国：「話してみよう①

②」「ものの名前を学

ぶ」

算数：「数えよう、比

べよう」「なんばん

め」

評価方法

3

学

期

留意点

引き継ぎ等

・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察

修学旅行・運動会・愛汗祭（学習発表会）等の行事や児童の実態によって他の題材を扱うことができる。



教科書／副教材

Let's　Try！１.2

４月 3

（知及技）いろいろな場面
に応じた挨拶の表現に慣れ
親しむ。【(1)(ア)】

（思判表力）表情やジェス
チャー等を交えて挨拶をし
合う。【(３)①ア(ア)】

（学・人）会話の中での
様々な挨拶に慣れる。

（知・技）英語の挨拶表現
を活用しようとしている。

（思・判・表）表情やジェ
スチャー等を交えて表現し
ている。

（主学）ジェスチャーや表
情等で挨拶しようとしてい
る。

挨拶をして友だちにな
ろう

Hello，Hi，
Goodbye,See you,

Let's start English
class.

That's all for
today.

ごきげんいかが？
How are you?
I'm～
fine,good,hungry,
tired

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
②アクティビティ
・英語の挨拶をして、
名刺をわたそう
・友達とごきげんいか
　が？を聞きあおう
③フォニックス
④ダンス
「Hello！」
Super Simple Songs

生「人との関わり」
国「役割をもって伝
えよう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

５月 3

（知及技）自分の事を伝え
る英語の表現に慣れ親し
む。【(2)ア】

（思判表力）表情やジェス
チャー等を交えて自己紹介
をする。【(3)②ア(ｲ)】

（学・人）表情やジェス
チャー等を交えて自分の名
前や年齢を英語で伝えよう

とする。

（知・技）自分の事を伝え
る表現に慣れ親しむことが
できる。

（思・判・表）表情やジェ
スチャー等を交えて相手に
伝わるように表現してい
る。

（主学）表情やジェス
チャー等を交えて自分の名

前や年齢を英語で伝えよう
としている。

自己紹介をしよう

What is your name?

My name is Taro.
I'm～（名前）
I'm～（年齢）

one,two,three,four,f
ive,six,seven,eight,
nine,ten,eleven,twel

ve,thirteen,

Nice to meet you.

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「数字のうた」
②アクティビティ
・友達や先生と自己紹
介をしよう
・ボールパスゲーム
音楽が止まって、ボー
ルを持っている人が自
己紹介をする。

③フォニックス
④ダンス
「Hello！」
Super Simple Songs

生「人との関わり」
国「役割をもって伝
えよう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

６月 4

（知及技）曜日の英語での
言い方や、曜日を尋ねたり
答えたりする表現に慣れ親
しむ。【(2)ア】

（思判表力）自分の好きな
曜日を身振りを交えて伝え
ることができる。【(3)②ア
(ｱ)】

（学・人）表情やジェス

チャー等を交えて曜日を英
語で伝えようとする。

（知・技）英語で曜日を話
したり、答えたりしてい
る。

（思・判・表）自分の好き
な曜日を伝える際、身振り
を交える等表現している。

（主学）表情やジェス
チャー等を交えて曜日を英

語で伝えようとしている。

今日は何曜日？

Monday,Tuesday,Wedne
sday,Thursday,Friday
,Saturday,Sunday

What day is today?
I like Friday.

Days of the week

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「Days Of The Week
Song」Super Simple
Songs
②アクティビティ
・ボールパスゲーム
音楽が止まって、ボー
ルを持っている人が好
きな曜日を伝える。

③フォニックス
④ダンス
「Head Shoulders
Knees&Toes」

生「人との関わり」
国「長音促音を読ん
でみよう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
外国語を用いた体験的な活動を通して、日本語と外国語の音声の違いなどに気付き、外国語の音声に慣れ親

しむことができる。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 身近で簡単な事柄について、外国語に触れ、自分の気持ちを伝え合う力の素地を養う。

（学・人）学びに向かう力、人間性
外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言語への関心を高め、進んでコミュニケーションを図るこ

とができる。

令和7年　小学部　５年　（Ⅱ課程B）　　外国語活動　年間指導計画　(シラバス)

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

３５時間 ４名



７月 2

（知及技）外来語とそれが
由来する英語の表現に慣れ
親しむ。【(2)イ】

（思判表力）身の回りの物
について、身振りを交えて
答える。【(3)②ア(ｱ)】

（学・人）外国語を通し
て、外国語のその背景にあ
る文化の多様性をに触れ、
表情やジェスチャー等を交
えてコミュニケーションを

図ろうとする。

（知・技）外来語とそれが
由来する英語の表現に慣れ
親しむことができる。

（思・判・表）身の回りの
物について、身振りを交え
て表現しようとしている。

（主学）大まかに外国の文
化について知り、表情や
ジェスチャー等を交えてコ
ミュニケーションを図ろう
としている。

これなあに？
（身の回りの物）

(Apple,Strawberry,Ch
erry,Grape,Peach,Wat
ermelon,Lemon,Melon,
Pineapple,Banana）

What is this?
That is a banana.

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「What's this?
Song」Grit for Kids
②アクティビティ
・シルエットクイズ
・神経衰弱ゲーム
カードが当たったら、
そのカードの単語を発
音する。
・３ヒントゲーム
③フォニックス

④ダンス
「Head Shoulders
Knees&Toes」

生「人との関わり」
国「お店の人に聞い
てみよう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

９月 3

（知及技）色や食べ物の英
語の表現に慣れ親しむ。
【(2)イ】

（思判表力）色や食べ物に
ついて、何が好きか身振り
を交えて答える。【(3)②ア
(ｲ)】

（学・人）自分の好みを身
振りを交えて簡単な英語の

表現で紹介しようとする。

（知・技）色や食べ物の英
語の表現に慣れ親しむこと
ができる。

（思・判・表）色や食べ物
について、何が好きか身振
りを交えて表現しようとし
ている。

（主学）自分の好みを身振
りを交えて簡単な英語の表

現で紹介しようとしてい

る。

好きなものはなあに？
（色、食べ物）

red,blue,green,black
,white,pink,yellow,o
range
What color do you
like?
I like ～

icecream,rice,fish,s

paghetti

What food do you
like?
I like ～

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「What color do you
like?」ABCタウン
②アクティビティ
・英語でかるた
色や食べ物カードをか
るたカードに見立てて
活動する。
・よく聞いてカラ－

ボールをとろう

③フォニックス
④ダンス
「Walking Walking」
Super Simple Songs

生「人との関わり」
国「お店の人に聞い
てみよう」「説明文
を読もう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

１０月 4

（知及技）いろいろな遊び
の英語の表現に慣れ親し
む。【(1)イ(ｱ)】

（思判表力）遊びについ
て、何が好きか身振りを交
えて答える。【(3)②ア
(ｱ)】

（学・人）自分の好きな遊
びを身振りを交えて簡単な
英語の表現で紹介しようと

する。

（知・技）日本語と英語の
音声の違いに慣れ親しむこ
とができる。

（思・判・表）遊びについ
て、何が好きかどうかを身
振りを交えて答える等工夫
している。

（主学）自分の好きな遊び
を身振りを交えて簡単な英
語の表現で紹介しようとし

ている。

好きなものはなあに？
（いろいろな遊び）

soccer,baseball,runn
ing,swimming

What play do you
like?
I like soccer.

ハロウィンを楽しもう
ghost,witch,spider

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「ハロウィンソン
グ」
②アクティビティ
・ジェスチャーゲーム
リーダーと同じジェス
チャーをしたらアウト
（おばけ、魔女、く
も）
・かぼちゃの福笑い

・英語でフルーツバス
ケット（色、食べ物）
③フォニックス
④ダンス
「Walking Walking」
Super Simple Songs

生「人との関わり」
国「話し合いをしよ
う」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

１１月 4

（知及技）動きの言葉の英
語の表現に慣れ親しむ。
【(2)イ】

（思判表力）絵をみて、相
手に伝わるよう身振りを交
えて答える。
【(3)②ア(ｱ)】

（学・人）表情やジェス
チャー等を交えて動きの言
葉を英語で伝えようとす
る。

（知・技）動きの言葉の表
現に慣れ親しむことができ
る。

（思・判・表）絵をみて、
相手に伝わるように身振り
を交える等工夫している。

（主学）表情やジェス
チャー等を交えて動きの言
葉を英語で伝えようとして
いる。

動いてみよう
（速く、ゆっくり）

walk,jump,stop,sit,r
un,fast,slowly,go
clap,stomp,shake,jum
p,touch

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「Action song」
・「Walking Walking」
②アクティビティ
・だるまさんが〇〇
walk,jump,stop,sit,ru

n,fast,slowlyを聞き分
けて、動く。
③フォニックス
④ダンス
「きらきら星」

生「人との関わり」
国「演じてみよう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

1

学

期

2

学

期



１２月 3

（知及技）外国の文化を知
り、慣れ親しむ。【(1)イ
(ｲ)】

（思判表力）なじみのある
言葉で伝えたり、なじみの
ある歌の英語版でダンスを
踊ったりする。【(3)②ア
(ｱ)】

（学・人）外国語を通し
て、外国語のその背景にあ
る文化の多様性をに触れ、

表情やジェスチャー等を交
えてコミュニケーションを
図ろうとする。

（知・技）外国の文化を知
り、慣れ親しむことができ
る。

（思・判・表）なじみのあ
る言葉で伝えたり、なじみ
のある歌の英語版でダンス
を踊ったりして表現してい
る。

（主学）大まかに外国の文
化について知り、表情や
ジェスチャー等を交えてコ

ミュニケーションを図ろう
としている。

クリスマスだよ

merry christmas,
cake,candle,
Santaclaus,present,D
ecember,reindeer

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「Jingle Bell」
・「Hello Reindeer,
Goodbye Snowman」
Super Simple Songs
②アクティビティ
・ジェスチャーゲーム
リーダーと同じジェス
チャーをしたらアウト
（クリスマスに関す
る）

・英語でフルーツバス
ケット（クリスマスに
関する単語」
③フォニックス
④ダンス
「きらきら星」

生「人との関わり」
国「図書室に行って
みよう」
音「季節の歌を歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

１月 3

（知及技）アルファベット
に慣れ親しむ。【(2)ア】

（思判表力）相手に伝わる
よう身振りを交えて自分の
姓名の頭文字を伝えようと
する。【(3)②ア(ｱ)】

(学・人）身の回りのアル

ファベットの文字を体で表
現しようとする。

（知・技）身の回りにはア
ルファベットの文字で表さ
れているものがたくさんあ
ることに気付くことができ
る。

（思・判・表）相手に伝わ
るように工夫しながら自分

の姓名の頭文字を表現して

いる。

（主学）身の回りのアル
ファベットの文字を体で表
現しようとしている。

アルファベットと
なかよし
（ABCD）

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「ABC song」
②アクティビティ
・英語でかるた
アルファベットカード
でかるたをする。

・よく聞いて身体表現

しよう
（T,O,I,L,M,S,V,X,H)
など
③フォニックス
④ダンス
「Baby Shark」

生「人との関わり」
国「標識を読んでみ
よう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

２月 4

（知及技）家族を表す英語
の表現に慣れ親しむ。【(2)
イ】

（思判表力）身近な人につ
いて、相手の働きかけに応
じようとする。【(3)②ア
(ｲ)】

（学・人）家族を表す単語
を話そうとしたり、身体で
表現しようとしたりする。

（知・技）家族を表す英語
の表現に慣れ親しむことが
できる。

（思・判・表）身近な人に
ついて、注目して見聞きし
ようとしている。

（主学）家族を表す単語を

話そうとしたり、身体で表
現しようとしたりしてい
る。

この人はだれ？
（家族の紹介）

mother,father,brothe
r,sister

Who is this？
This is my mother.

Who are you?
I'm～

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「ABC song」
②アクティビティ
・ポイントゲーム
よく聞いて、絵カード
を指さすゲーム（1人～
複数人）

・絵本の読み聞かせ
「うちのかぞく」
③フォニックス
④ダンス
「Baby Shark」

生「人との関わり」
国「文を書こう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

３月 2

（知及技）日課を表す表現
に慣れ親しむ。【(2)イ】

（思判表力）身近で簡単な
事柄について、相手の働き
かけに応じようとする。
【(3)②ア(ｱ)】

（学・人）外国語を通し
て、外国語のその背景にあ

る文化の多様性をに触れ、
表情やジェスチャー等を交
えてコミュニケーションを
図ろうとする。

（知・技）日課を表す表現
に慣れ親しむことができ
る。
（思・判・表）身近で簡単
な事柄について、注目して
見聞きしようとし、相手の
働きかけに応じようと考え
ている。

（主学）大まかに外国の文

化について知り、表情や
ジェスチャー等を交えてコ
ミュニケーションを図ろう
としている。

私の1日を紹介しよう

wake up,eat,go,
study,sleep,wash

I wake up.
I go to school.
I take a bath．

①歌
・「Hello song」
・「Goodbye song」
・「ABC song」
②アクティビティ
・シルエットクイズ
・神経衰弱ゲーム
カードが当たったら、
そのカードの単語を発
音する。

③フォニックス
④ダンス
１年間のダンスの中か
ら選択

生「人との関わり」
国「推敲して発表し
よう」
音「みんなで歌お
う」「音楽に合わせ
て踊ろう」

評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度
・行動観察　　　　・プリント

2

学

期

3

学

期

留意点
引継等

※「ほしいものは何かな？」Let's　Try！2（Unit７）
※児童の実態に応じて、単元の入れ替えをしたり、扱う題材（動物、野菜）を追加・変更することがある。



教科書／副教材

４月 3

（知及技）学年・学級の友

達や教師について知り、仲

良くしようとすることがで

きる。

（思判表力）

・友達や教師と仲良くしよ

うとする気持ちを表現でき

る。

（学人）

・友達や教師と仲良くしよ

（知・技）

・学年・学級の友達や教師

について知ることができて

いる。

（思・判・表）

・友達や教師と仲良くしよ

うとする気持ちを表現して

いる。

（主学）

・友達や教師と仲良くしよ

①学年・学級開き

・学年、学級紹介、自

己紹介（１）

【ここからわーく】

・大きくなる体

(身長体重測定)

①学年・学級紹介、自

己紹介

・個人・学級の目標決

める。

・係・当番を決める。

○国 A・聞く・話す

「役割をもって伝えよ

う」

○生  オ・人との関わ

り

「・いろいろな人に気

持ちを伝えよう」

５月 3

（知及技）

・自分たちのことについて

知ることができる。

（思判表力）自分たちのこ

とを知ってもらい、他学年

の友達と仲良くしようとす

る気持ちを持つことができ

る。

（学人）

・他学年の友達と仲良くし

ようとしている。

（知・技）

・自分たちのことについて

知っている。

（思・判・表）

・他学年の友達と仲良くし

ようとする気持ちを表現し

ている。

（主学）

・他学年の友達と仲良くし

ようとしている。

①学年紹介（１）

・児童集会を見よう。

①児童集会に向けて学

年の紹介を見る。

○国　A・聞く・話す

「役割をもって伝えよ

う」

○音　A・表現

「音楽に合わせて踊ろ

う」

○生  オ・人との関わ

り

「・いろいろな人に気

持ちを伝えよう」

６月 4

（知及技）話し合いを行

い、計画を立て実施するこ

とができる。

（知及技）不審者に出会っ

たときの対応について知る

ことができる。

（思判表力）

・お楽しみ会の内容を選ぶ

ことができる。

・教師と一緒に不審者に出

会った時の対応についてイ

ラストなどを見て正しい対

応を選ぶことができる。

（学人）

・お楽しみ会を実施でき

る。

・実際に大声を出したり、

周囲の人に助けを求めたり

することができる。

（知・技）

・話し合いをすることがで

きている。

・不審者に出会ったときの

対応について知ることがで

きている。

（思・判・表）

・お楽しみ会の内容を選ん

でいる。

・教師と一緒に不審者に出

会った時の対応についてイ

ラストなどを見て正しい対

応を選んでいる。

（主学）

・お楽しみ会を実施しよう

としている。

・実際に大声を出したり、

周囲の人に助けを求めたり

しようとしている。

①お楽しみ会を計画し

よう（1）

・遊び大会やクッキン

グ

②不審者対応避難訓練

（１）

・事後学習

①話し合いの進め方を

確認する。

・楽しみ会を計画、立

案し、友達と協力して

活動する。

②動画や視覚教材を見

て、自分の身を守る方

法にについて知る。

・実際に大きな声を出

したり、周囲の人に助

けを求める練習をした

りして、不審者へに出

会った時の対応の仕方

を知る。

○国　A・聞く・話す

「リズムに親しもう」

○生　イ・安全

「・安全について考え

てみよう」

 キ・手伝い・仕事

「・自分から進んで係

活動をしよう」

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点

他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標

（三つの柱）

単元・題材の評価規準

（三観点）
単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能
話し合い活動の過程において、自分の気持ちを発表したり、他者の話をきいたりすることができるようにす

る。

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 基本的な生活習慣、約束やきまを守ることの大切さに気づき、自ら考えて行動する力を養う。

（学・人）学びに向かう力、人間性 様々な集団での学習に参加でき、望ましい人間関係を築くことができるようにする。

令和７年　小学部　５年　（Ⅱ課程Ｂ）　　特別活動　年間指導計画（シラバス）　

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

35時間 4名



７月 3

（思判表力）自分たちのこ

とを知ってもらい、他学年

の友達と仲良くしようとす

る気持ちを持つことができ

る。

（学・人）自分の頑張った

ことを振り返ることができ

る。

（思判表力）夏休みの過ご

し方について、できるだけ

自分で考えることができ

る。

(知・技）

・児童集会のビデオを作っ

たり、見たりしている。

・自分の頑張ったことを振

り返ることができている。

（思・判・表）

・学年の事を知ってもらお

うと身振りや簡単な言葉で

表現している。

・夏休みの過ごし方につい

て考えている。

（主学）

・他学年の友達と仲良くし

ようとしている。

・夏休みにやりたいことを

発表しようとしている。

①学年紹介（１）

・児童集会を見よう。

②学期頑張った会

（１）

・個人目標振り返り

・夏休みの過ごし方に

ついて

①児童集会に向けて学

年の紹介ビデオを作

る。見る。

②個人目標の振り返

り。キャリアパスポー

ト活用。

・夏休みの過ごし方に

ついての話を聞く。や

りたいことの発表。

○国　A・聞く・話す

「お店の人に聞いてみ

よう」

○生　イ・安全

「・安全について考え

てみよう」

ア・基本的生活習慣

「・自分からやってみ

よう」

９月 3

（知及技）２学期の学習内

容についての話を聞き、で

きるだけ自分で考え、見通

しを持つことができる。

（思判表力）自分たちのこ

とを知ってもらい、他学年

の友達と仲良くしようとす

る気持ちを持つことができ

る。

（思判表力）自分なりにめ

あてを持ち、期待感を持っ

て取り組む。

（知・技）

・２学期の学習や行事につ

いて知ることができてい

る。

（思・判・表）

・２学期に頑張りたいこと

を選んでいる。

①２学期頑張ろう会

（１）

・２学期の学習、行事

について知ろう

②学年紹介（１）

・児童集会を見よう。

①２学期頑張ろう会で

２学期の行事や学習に

ついての話を聞く。

②児童集会に向けて学

年の紹介を見る。

○国　A・聞く・話す

○生　ウ・日課・予定

「・予定を考えた毎日

の生活」

オ・人との関わり

「・いろいろな人に気

持ちを伝えよう」

 カ・役割

「・自分の役割に取り

組もう」

１０月 3

（思判表力）公共機関を使

うときのルールやマナー、

役割などについて考えるこ

とができる。

（思判表力）公共機関を使

うときのルールやマナー、

役割などについて考えるこ

とができる。

①校外学習 ①日程、活動内容、公

共機関を使う時のルー

ルやマナー等について

学習する。

○国　A・聞く・話す

「話し合いをしよう」

○生　ウ・日課・予定

「・予定を考えた毎日

の生活」

ケ ・きまり

「・マナーを守って行

動しよう」

１１月 3

（思判表力）教師と一緒に

自分たちのことを知っても

らい、他学年の友達と仲良

くしようとする気持ちを持

つことができる。

（知及技）情報化社会にお

ける自分の責任や義務につ

いて、ネットやスマホを安

全で便利に使おうとするこ

とができる。

（知及技）教師と一緒に地

震津波が起こった場合の避

難の仕方について知ること

ができる。

（知・技）

・ネットやスマホとの付き

合い方について知ることが

できる。

・地震津波が起こった場合

の避難の仕方について知る

ことができる。

（思・判・表）

・ネットやスマホを安全に

便利に使うための方法につ

いて考えている。

・机の下に隠れる練習をし

たり、「おはしもち」が表

す言葉を表現したりする。

①学年紹介（１）

・児童集会を見よう。

②ネットやスマホの付

き合い方（１）

・スマホの使い方につ

いて知ろう。

③地震津波避難訓練

（１）

・事後学習

・新聞等を活用し、身

近に潜むネットやスマ

ホの危険性や身体への

影響について知る。

・安全に便利に使うた

めには、どのような方

法が良いか話し合う。

・机の下に隠れる練習

をしたり、「お・は・

し・も・ち」について

確認したりする。

○国　A・聞く・話す

「役割をもって伝えよ

う」

○算　A・数と計算

「くらべてみよう」

○生　ウ・日課・予定

「・予定を考えた毎日

の生活」

イ ・安全

「・安全について考え

てみよう」

ケ ・きまり

「・マナーを守って行

動しよう」

１２月 4

（知及技）

・２学期に頑張ったことを

振り返ることができる。

・お楽しみ会について話し

合い、計画を立てることが

できる。

（思判表力）教師と一緒に

自分で頑張ったことを振り

返り発表することができ

る。

（思判表力）話し合いを行

い、計画を立て実施するこ

とができる。

（知・技）

・２学期に頑張ったことを

振り返ることができてい

る。

・お楽しみ会について話し

合い、計画を立てることが

できている。

（思・判・表）

・身振りや簡単な言葉で２

学期に頑張ったことを表し

ている。

・お楽しみ会の内容を選ん

でいる。

①２学期頑張った会

（１）

・個人目標振り返り

②お楽しみ会を計画し

よう（1）

・遊び大会やクッキン

グ

①個人目標の振り返

り。キャリアパスポー

ト活用。２学期頑張っ

た会で発表する。

②話し合いの進め方を

確認する。

・楽しみ会を計画、立

案し、友達と協力して

活動する。

○国　A・聞く・話す

「役割をもって伝えよ

う」

「話し合いをしよう

B・書く

○音　A・表現

「音楽に合わせて身体

を動かそう」

 キ・手伝い・仕事

「・自分から進んで係

活動をしよう」

ア・基本的生活習慣

「・自分からやってみ

よう」

1

学

期

2

学

期



１月 3

（知及技）２学期の学習内

容についての話を聞き、で

きるだけ自分で考え、見通

しを持つことができる。

（思判表力）自分たちのこ

とを知ってもらい、他学年

の友達と仲良くしようとす

る気持ちを持つことができ

る。

（知及技）児童会役員の心

得などを知り、児童会への

関心を持つ。

（思判表力）児童会役員と

して、頑張って欲しい人を

応援することができる。

（知及技）火災が起こった

場合の避難の仕方について

知ることができる。

（知・技）

・児童会役員の心得などに

ついて知ることができる。

・火災が起こった場合の避

難の仕方について知ること

ができている。

（思・判・表）

・児童会役員として、頑

張って欲しい人を選んでい

る。

・煙を吸わないように避難

する練習をしたり、「おは

しもち」が表す言葉を簡単

な言葉や身振りで表現した

りする。

①３学期頑張ろう会

（１）

・３学期の学習、行事

について知ろう

②学年紹介（１）

・児童集会を見よう。

③児童会選挙（1）

・事前

④火災避難訓練（１）

・事後学習

①３学期頑張ろう会で

３学期の行事や学習に

ついての話を聞く。

②児童集会に向けて学

年の紹介を見る。

③児童会役員選挙につ

いて

・学年選挙

④煙を吸わないように

避難する練習をした

り、「お・は・し・

も・ち」について確認

したりする。

⑤家族に感謝の言葉を

伝える。

・頑張りたいことを発

表する。振り返り。

○国　A・聞く・話す

「昔話」

 ○生　イ ・安全

「・安全について考え

てみよう」

 ウ・日課・予定

「・予定を考えた毎日

の生活」

２月 3

（思判表力）自分たちのこ

とを知ってもらい、他学年

の友達と仲良くしようとす

る気持ちを持つことができ

る。

（思・判・表）自分たちの

ことを知ってもらい、他学

年の友達と仲良くしようと

する気持ちを持っている。

①学年紹介（３）

・児童集会のビデオを

作ろう。見よう。

①児童集会に向けて学

年の紹介ビデオを作

る。見る。

○国　A・聞く・話す

「げきをしよう」

　　  B・書く

 オ・人との関わり

「・いろいろな人に気

持ちを伝えよう」

３月 3

（知及技）めあてを持ち、

取り組むことができる。

（思判表力）感謝の気持ち

を持って会に参加すること

ができる。

（思判表力）自分が頑張っ

たことを振り返り、発表す

ることができる。

（思判表力）話し合いを行

い、計画を立て実施するこ

とができる。

（知・技）

・会の内容や係分担につい

て知ることができている。

（思・判・表）

・今まで関わってきた先生

達に簡単な言葉や身振りで

感謝の気持ちを表現するこ

とができている。

①６年生を送る会(2)

・事前・司会や役割分

担

・会に参加する

②１年間を振り返ろう

（１）

・１年間の振り返る

・個人目標振り返り

③お楽しみ会を計画し

よう（1）

・遊び大会やクッキン

グ

①送る会の内容や係分

担について話合い、め

あてを持って活動す

る。

・今まで関わってきた

先生達に感謝の気持ち

を伝える。

②個人目標の振り返

り。キャリアパスポー

ト活用。

・５年生頑張った会に

参加し１年間で頑張っ

たことを発表する。

③話し合いの進め方を

確認する。

・楽しみ会を計画、立

案し、友達と協力して

活動する。

○国　A・聞く・話す

「げきをしよう」

　  B・書く

○生　ウ・日課・予定

「・予定を考えた毎日

の生活」

　キ・手伝い・仕事

「・自分から進んで係

活動をしよう」

カ ・役割

「・自分の役割に取り

組もう」

 ア・基本的生活習慣

「・自分からやってみ

よう」

評価方法 ・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲・態度　　・理解度・習得度　　・行動観察

留意点
引き継ぎ等

3

学

期


